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卒業旅行にナイトがふたり




「見るだけで楽しいね」

　店頭に綺麗に陳列された色とりどりのマカロンを見てテンションが上がる私。

　二十種類くらいありそう。

「うん。まるでメルヘンの世界」

　横にいる親友の小こ春はるが嬉しそうに相槌を打つ。

　私は卒業旅行でパリに来ている。三月中旬だけど、今日は気温が五度と寒く、吐く息も白い。

　朝から美術館を見て回り、今はシャンゼリゼ通りを歩いてショッピング中。

　時刻は午後四時過ぎ。

　かわいいチョコの店や有名ブランド店が並び、ウィンドウを見ているだけでもわくわくする。

　そして、偶然見つけたのが、このマカロン専門店だ。

　私、真ま野の紫ゆかりは大学生、二十二歳、彼氏なし。

　生まれつき色素が薄く、髪はダークブラウンで、瞳はヘーゼルナッツ色。

　肌の色も白くて、純日本人なのに外国人に間違われることもある。

　自慢はストレートの長い髪とパッチリ二重の目。でも、背が百五十五センチと低めなのがコンプレックスだ。

　一緒にいるのは、大学で一番仲がいい松まつ本もと小春。

　髪はライトブラウンで、ふわりとパーマがかったセミロング。顔は目がまん丸で、天使みたいにかわいく、身長は私と同じくらい。

　私も小春も実年齢より若く見えるせいか、よく男子高生にナンパされる。

「何個か買って帰ろうよ。一個二ユーロだって」

　そう小春に声をかけたら、彼女は目をキラキラさせながら微笑んだ。

「いいね。どれにしようか迷っちゃうな」

　ピンク、水色、黄緑、黄色、ブラウンといったカラフルなマカロンが私たちを魅了する。

「本当、一時間悩む自信があるよ」

　ラズベリーもいいし、チョコも欲しい。あっ、ピスタチオも美味しそう。

　ミントは色が綺麗だし、ああ、どうしようかな。

「それなら、全部買えば？」

　ふっと笑って私たちに割って入ってきたのは、このパリでも一際目立つ超絶美形、風かざ間ま恭きょう一いち、三十二歳。

　黒髪のウルフヘア。百八十三センチの長身に、切れ長二重のセクシーな顔立ち。彼が歩くだけで、街中の女の子が振り返る。

　頭脳明晰で世界有数の大企業、『風間コーポレーション』の御曹司で副社長。彼は小春の従兄だ。

　女の子たちはみんなキャアキャア騒ぐけど、私は彼が金持ちの御曹司という時点でいい印象を持っていない。

「全部買っても食べきれません。二、三個味わえればいいんです」

　キッと風間さんを睨みつける。

　どれを買うか悩むのだって楽しいのに、興きょう醒ざめなことを言わないでほしい。金持ちはこれだから嫌だ。

「好きなだけ悩んでいいよ。僕が買ってあげる」

　小春の隣に来て穏やかに微笑むのは、これまたイケメンの長は谷せ川がわ尊たける。風間さんと同い年で、彼の秘書をしている。

　身長百八十センチ、髪はブラウンのセンター分けで中性的な顔立ち。自他共に認めるフェミニストで女の子に優しく、小春と風間さんの幼馴染。実家は病院を経営していて、彼は次男だと聞いている。

　小春の話では風間さんに勝るとも劣らず、頭もよくスポーツ万能のモテ男らしい。

　なぜこのふたりが一緒かというと、小春の父親が女の子ふたりだけでは危ないと反対して、ボディーガード代わりに風間さんと長谷川さんがついてきたのだ。幸か不幸か、このふたりが海外視察でフランスを訪れるのと卒業旅行の時期が同じだった。

　女の子のふたり旅の方が気楽でよかったんだけどな。なんだか保護者同伴みたいで落ち着かない。

　ハーッと思わず溜め息をつく私とは対照的に、小春は頬をうっすらピンクに染めて喜ぶ。

「わ～、嬉しい！」

　幸せそうだな、小春。長谷川さんと一緒に旅行できるんだもんね。

　彼女は幼馴染である彼に絶賛片思い中。この卒業旅行でチャンスがあれば、告白するらしい。

　私も小春の恋を応援したいけれど、この状況にイマイチ馴な染じめない。

　今回の卒業旅行、普通の学生のとはスケールが違った。

　飛行機はプライベートジェットで、ホテルは王族が泊まるような一流ホテルのスイートルーム、食事はミシュランガイドに載ってる有名店。

　まだ私、一円もお金を払っていません。

　いつも風間さんと長谷川さんが支払いを済ませてしまう。後で彼らに払おうとしても、「財布が重くなるから」と断られるのだ。

　まあね、プライベートジェットに乗るのにいくらかかるかなんてわからないし、私の持ってるはした金じゃあ燃料費にもならないかもしれない。

　でも、卒業旅行のためにコツコツバイトして貯めたお金なの。このマカロンこそは自分で買ってやるんだから。庶民の意地よ。

　風間さんたちに買わせぬようとりあえず最初に目がいったものを挙げて注文した。

「すみません。ラズベリーとチョコとピスタチオのをください」

　拙つたないフランス語だったが、ちゃんと通じたらしい。

　店員は私が注文したマカロンをお店のロゴが入った透明の袋に入れてくれた。

　財布から紙幣を取り出して支払いをし、袋を手にすると、知らず笑みがこぼれる。

　うふふ。やっと自分で買えた。

　変な達成感で満たされる私。

「え？　紫もう買っちゃったの？」

　私のラッピング袋を見て親友が驚く。

「小春はじっくり選んでて。私、隣のブランド店でお母さんのお土産買いたいんだ」

　明るく彼女に声をかけて店を出る。

　私がいなくなれば、小春と長谷川さんが話す機会が増えるはず。

　ごめんよ、小春。本当はふたりきりにしてあげたいけど、私には風間さんを連れ出す勇気がありません。だってああいうトップに君臨するタイプって苦手なんだもん。

　隣の店は誰もが知っている超有名ブランド店で、外観はダークブラウンを基調とした重厚感のある佇まい。本店とあって人で溢れている。

　お母さんにレザーの財布でも買おうかと思ったんだけどな。売り場がわからない。

　近くにいた店員に聞くが、革製品は予約がないと見せてもらえないらしい。

　予約ってなに？　パリまで来たのに買えないの？

　私の語学力では詳細がわからなくてしばし唖然としていたら、聞き覚えのある声が背後からした。

　ネイティブのような流りゅう暢ちょうなフランス語。

　その声にハッとして振り返れば、風間さんが柔らかな笑みを浮かべて店員と話している。だが、とても早口で、彼が名乗ったことくらいしかわからなかった。

「こちらへどうぞ」

　風間さんがこの店の得意客だからなのか、それとも彼のキラースマイルにやられたのか、店員は奥にある別室に案内する。

　ポカンとする私の肩を風間さんが軽く叩いて促した。

「ほら、行くぞ」

「あのう、小春は放っておいていいんですか？」

　声を潜めて聞いたら、彼は平然とした様子で返す。

「小春には尊がついてるから問題ない。それに、俺もちょっと買い物があるんだ」

　彼も気を利かせて長谷川さんとふたりきりにさせたのかな？

　小春が誰を好きかなんて傍から見たらバレバレだもんね。

　個室に入ると、お洒落な椅子に座らされ、シャンパンが出された。

「昼間からシャンパンが出てくるんですね」

　実はブランド店での買い物は初めてで、システムがよくわからない。

　驚いていたら、「普通だよ」と風間さんがクールな顔で言ってグラスに手を伸ばした。私もシャンパンを口にすると、シュワシュワの炭酸が喉を刺激する。

　あっ、美味しいかも。

　ちびちびシャンパンを味わう私に彼は目を向けた。

「で、紫ちゃんはなにを探しに来たんだ？」

　こんな美形に親しげに名前を呼ばれた経験がなくて、身体がムズムズする。

「母に財布をお土産に買おうと思って」

　まさか風間さんの恩恵にあずかり、こんな個室に通されるとは思わなかったけど。

「財布ね」

　そう呟いて、彼は店員にフランス語でなにかを伝えた。

「フランス語、上手ですね。私、大学で第二外国語、フランス語をとったんですけど、全然ダメです」

　溜め息交じりにぼやく私に、彼は慰めの言葉を口にする。

「俺はフランス人の友達がいるから。紫ちゃんも頑張って使ってるじゃないか」

「挨拶程度ですけど」

　ハハッと苦笑すると、目の前のテーブルの上に財布が五つ並べられた。長財布に三つ折り財布。色は、黒、キャメル、真紅、ピンク……といろいろある。

　思わずピンクの財布に目がいくが、母の財布を買うんだと思い直して黒の財布を手に取った。

　チラリと値札を見たら、日本円で二十万円はする。高級ブランドだけにいいお値段。

　自分のだったら高すぎて諦あきらめるけど、母のを買いに来たんだもん。ここまで来たら絶対に買って帰るよ。

「わあ、この黒シックでいい。でも、キャメルもお洒落。う～ん、どっちにしよう」

　財布の感触を確かめながら悩ましげに呟くと、風間さんは長い脚を組みながら聞いてきた。

「普段、紫ちゃんのお母さんは何色の財布を使ってるんだ？」

　彼の質問に黒の財布を見ながら答える。

「黒……ですね」

「それなら、いつもと違うキャメルの方がいいんじゃないか？」

　彼の助言にゆっくりと頷く。

「確かに。うん、キャメルにしよう」

　黒ばっかりじゃ飽きるかもしれない。

「今度は俺の買い物を手伝ってくれないか。今日、小春の誕生日だから、財布をプレゼントしようと思うんだ。何色がいいと思う？」

　風間さんに相談され、即答した。

「それならピンクですよ」

　小春と私は趣味が似ている。持っている洋服や小物は、彼女のと似たテイストのものが多いのだ。

「ピンクか。わかった。ありがとう」

　彼は私に礼を言うと、次に母親に頼まれたというオーダーメイドの赤いバッグを見せてもらい、自分の財布からクレジットカードを抜いて差し出した。

「あっ、待って」

　私も慌てて自分のバッグから財布を取り出し、現金を店員に手渡す。

「このキャメルの財布は、現金でお願いします」

　風間さんが支払いそうで焦ったが、無事に渡せてホッとする。

　すると、スーッと目を細めて私を見る彼と目が合った。

「そんなに現金を持ち歩いてたら危ないぞ」

「クレジットカードは一応持っているんですけど、高額を使うのが怖いんです。財布はふたつに分けてるからなにかあっても大丈夫ですよ」

　気にせずへらっと笑うが、風間さんは怪訝な顔をする。

「簡単にすられそうだな」

「私、そんなヘマしません」

　ムッとして言い返したら、彼は少し呆れた口調で警告した。

「過信もほどほどにしないと、そのうち痛い目に遭う」

　なによ、偉そうに。あなたは先生か父親ですか？

「ご忠告どうも。それと、母の財布が無事に買えたことに感謝します」

　むしゃくしゃしながら形ばかりの礼を述べ、店員から紙袋を受け取り、風間さんをおいて店を後にする。

　隣のマカロン店を覗いたが、小春と長谷川さんの姿はない。

　どこか近くのお店でも眺めているのだろう。だったら、私も今のうちに小春のプレゼントを買っちゃおう。

　この近くにある別のブランド店で、前からチェックしていたハンドクリームと香水を購入。まだ日本では発売されていなくてレアなのだ。

「小春が好きなブランドだし、喜んでくれるといいな」

　プレゼントを買ってちょっとムカムカが治まった。店内をなにげなく見ていたら、ネクタイが目に映る。

　このまま風間さんや長谷川さんに奢られっぱなしというのは嫌だ。

　お金を渡しても受け取らないなら、物でお返しをするのはどうだろう？

　ネクタイは何本あってもいいはず。

　このレジメンタルのネクタイなんか無難でいいんじゃない？

　日本円だと一万五千円前後ってとこだし、これなら受け取ってくれるかも。

　小春たちが探してるかもしれないから、どれにするかじっくり悩んでる暇はない。

　ええい、もう直感で決めちゃえ！

　勘で選び、店員を呼んでレジメンタルの紺とエンジの二本を買った。

　一日でこんなに散財したのは初めてだ。旅行が終わったら節約しよう。

　店を出て小春たちを探してキョロキョロしていたら、十三歳くらいの金髪のかわいい女の子に道を聞かれた。

「ルーブル美術館ってどこ？」

「え～、ルーブル美術館は確か……あっち」

　右側を指差すが、女の子はキョトンとした顔をする。

　仕方なくバッグからガイドブックを出して、シャンゼリゼ通り周辺の地図を見せた。

「今ここで、ルーブルはここ」

　指でさして説明していたら、後ろから風間さんの声がする。

「紫ちゃん！」

　その声に反応して振り向いた時、彼がガシッと私の腕を掴んで女の子から遠ざけた。

「ちょっ……風間さん、女の子に道を教えてたんですけど」

　呆気に取られながら彼の顔を見たら、ガツンと叱られた。

「馬鹿！　あれはスリだ。気をつけろ！　財布をすられるところだったぞ」

「え？　嘘？」

　チラリと女の子に目を向けると、悔しそうに顔を歪ゆがませていた。

　……あんな無邪気そうな女の子がスリ。

　カルチャーショックを受け、顔が強張る。

「少しは考えろ。ブランドのロゴ入りの紙袋持ったいかにも旅行者って奴に道を聞くわけない」

　風間さんの言葉になるほど……と納得してしまう。

　私の認識が甘かった。子供でも警戒しなくちゃいけないんだ。

「ごめんなさい」

　しゅんとして謝る私の手を引いて彼は歩き出す。

「小春と尊が向こうのカフェで待ってる」

「あの……もう大丈夫なので、手を離してください」

　風間さんの手が気になってそうお願いするが、彼は拒否した。

「ダメだ。離すとまたはぐれそうだからな。お前はやたらウロチョロするから、小春以上に危なっかしいんだよ」

　別に風間さんにボディーガードを頼んだ覚えはない……と言い返そうとしたがやめた。この状況では分が悪い。

　だけど、そんなに親しくない男性に手を握られてなんだかくすぐったい感じがした。

　その後、小春たちと合流し、また違うブランド店へ行くも、私はもう買うものがなかった。

　見たらなにか欲しくなって無駄遣いしちゃうかも。

「私、カフェでコーヒーでも飲んでます。みんなはゆっくり買い物してて」

　三人ににこやかに声をかけて店を出ようとしたら、またもや風間さんに手を掴まれた。

「それは許可できないな。紫ちゃんも来てくれないと困る」

「え？　私も？」

　戸惑う私の手を強引に引いて彼は歩き出す。連れていかれたのは、また個室。

　中に店員が二名待機していて、奥にフィッティングルームがあり、目の前にあるハンガーラックには高級感溢れるスーツとドレスがかけられている。

　こういうシチュエーションに慣れているのか、小春は嬉しそうに頬を緩めた。

「わあ、素敵なドレス。ひょっとして、今夜着るの？」

　彼女の質問に風間さんは兄のような優しい目で微笑む。

「ああ。好きなの選んでいい」

「嬉しい！　じゃあ、これとこれ試着してこよう」

　ドレスを二着選んでフィッティングルームに籠もる小春。

　これは、彼らの間では恒例なのだろうか。

　普段大学にいる時は感じなかったけど、小春もセレブなんだよね。

　なんか……遠い人に感じるなあ。

　近くにあったソファに腰を下ろそうとしたら、長谷川さんにドレスを二着ほど手渡された。

「はい、紫ちゃんもだよ。試着しておいで」

「え？　でも、私は今日誕生日じゃないですよ」

　困惑しながら長谷川さんを見たら、横から風間さんが冷淡に言った。

「これから行くレストランは、ドレスコードがある。そのセーターに黒のパンツ姿じゃあ、中に入れてもらえない」

　またドレスコードか。毎日高級店で飽きませんか？

　たまにはカジュアルな店でもいいじゃない。

　いろいろ言いたいが、今日は小春の誕生日。風間さんなりの計画があるのだろう。

　こんなことなら持ってきた黒のワンピースを着てくればよかった。でも、あれは何回も着てる……か。

「わかりました」

　渋々従い、フィッティングルームで着替える。

　ドレスは二着とも膝上の丈で色は黒と真紅。

　主役は小春だから、黒の方が地味でいいかな。

　そう思って着てみたら、かなりタイトで身体のラインを強調するドレスだった。

　鏡を見てギョッとする。

　胸元から首はシースルーだし、セクシーすぎて無理。

　カーテンの向こう側では小春が着替えたのか、風間さんと長谷川さんの声がした。

「似合ってるじゃないか」

「うん、ワインレッドいいね。小春ちゃん、大人っぽい感じで綺麗だよ」

　げげっ。彼らに批評されるのか。

　そんな羞恥堪えられないよ。こっちの赤は？

　慌てて赤のドレスに着替えるが、ベルベット素材でホルターネック。自然と胸に目がいくデザインで思わず苦笑いした。

　なんか男を誘ってるみたい。どっちも却下。

　もっとシンプルで露出が少ないのってないの？

　盛大な溜め息をついたら、すぐそばで小春の声がした。

「紫、大丈夫？」

「だ、大丈夫。ただ、サイズが合ってないかなあって……」

　つっかえながらそう伝えると、彼女がカーテンの中に入ってきた。

「どれどれ……って、紫ピッタリじゃない」

「ダメだよ。こんなの恥ずかしくて無理」

　ブンブン首を左右に振りながら拒否する私に彼女は微笑んだ。

「なに言ってんの。似合ってるよ。恭一くんや尊くんだってきっとそう言う。はーい、カーテンオープン！」

　小春が明るく言ってシャッとカーテンを開けると、とっさに自分の肩を抱いて胸を隠した。

「ちょっと！　小春!?」

　声をあげて彼女に抗議する。

「紫ちゃんってスタイルいいよね。似合ってる」

　長谷川さんがにこやかにそうコメントすれば、風間さんは顎に手を当て値踏みするような目つきで私をしげしげと見る。

「馬ま子ごにも衣装だな」

　ふたりともいつの間にかスーツに着替えていて、いつもの三倍増しでカッコいい。

　それに比べて私はなんてチンケなの。

　これはいったいなんの拷問ですか？　もう、恥ずかしすぎてずっと隠れていたい。

「……もっと地味なのがいい」

　項垂れながらぼやいたら、風間さんがクールにチラッと腕時計を見て告げた。

「残念ながら時間切れだ。そろそろレストランに行かないと」

　店の外に待たせていた二台のタクシーにふたりずつ乗り込む。

　てっきり小春と一緒かと思ったのに、私の同乗者は風間さんだった。

「このドレスってレンタルですよね？」

　凄く高そうだし、レンタルでもいくらするんだろう。

　不安になって尋ねたら、彼は素っ気なく答えた。

「さあ。尊が手配したから知らない」

　もうこの人たちは……。お金に無頓着すぎませんか？

　ずっと一緒にいたら、私の金銭感覚狂いそうだよ。

「眉間にシワ」

　突然、風間さんが私の眉間を指でつついた。

「わあっ、いきなりなんですか？」

　ビックリして後ろに仰け反ると、彼はクスッと笑う。

「お前、ずっとしかめっ面。ドレスが泣くぞ。これから小春のお祝いやるんだし、もっと笑ったら？」

「慣れないことが多くて戸惑っているんです」

　そもそも小春と友達じゃなかったら、風間さんたちと一緒に旅行なんてしなかったし、こうして話をすることだってなかっただろう。

　彼らは私とは違う世界の住人だ。

「なにも考えず楽しめばいい」

　風間さんがそうアドバイスするが、私は根っからの庶民。

「ドレスよりもジーンズにＴシャツの方が落ち着く……!!」

　本音を口にしたその時、彼の顔が突然接近してきて唇を奪われた。

　え？

　思考がショートする。

　ほんの一瞬の出来事で、頭の中は真っ白。

　今のはなんだったの？　彼の顔が目の前に迫ってきて……唇になにか柔らかいものが触れた。

「紫ちゃんはなんでも考えすぎなんだよ」

　頭の中を必死に整理している私を見て、風間さんはどこか楽しげに笑う。

　その顔を見てようやく気付いた。彼にキスされたんだって。

「な、な、な……」

　あまりに動揺して言葉が出ない私を彼はからかった。

「キスぐらいでビックリしすぎだ」

「な、なんでキスしたんですか！　普通誰だって驚きます！」

　つっかえながらもそう反論したら、彼はニヤリとした。

「紫ちゃんの頭の中をリセットしてやろうと思ってね。余計なことすべて吹き飛んだだろ？」

　吹き飛んだどころではない。風間さんには絶対に言えないが、キスは初めての経験でかなりショックを受けた。

　心臓がバクバクで、発作を起こしそうだ。

　タクシーの運転手だっているのになにしてくれてんの！

「もう止めてください！」

　小声で怒って風間さんの胸をドンと叩くが、当の本人は悪びれた様子もなくハハッと笑っている。

　ああ～、もう、憎たらしい。

　悔しくて横目でギロッと彼を睨にらんだ。

　それからレストランに着いて小春の誕生日を祝う。

　風間さんへの怒りを抑えて、笑顔で振る舞った。

　ロゼのシャンパンで乾杯すると、彼女へのプレゼントタイム。

　まず私がハンドクリームと香水を、次に風間さんが財布を渡す。

　そして最後に彼女の想い人である長谷川さんがプレゼントしたのは、薔ば薇らの形のイヤリング。

　しかも、彼が小春の耳に直接つけたものだから、彼女の顔は真っ赤になっていた。

「みんなありがとう」

　火照った頬を押さえながら小春は嬉しそうに微笑む。その笑顔がかわいくて眩しかった。

　喜んでくれてよかったな。

　今回は私と風間さんというお邪魔虫がいるけど、長谷川さんと両思いになって来年はふたりでお祝いできるといいね。

　小春のお誕生日会が終わって店を出る時、私の前にいた長谷川さんに話しかけた。

「長谷川さんのプレゼントしたイヤリング、とても素敵でした」

「勘で選んだんだけどね。小春ちゃん、喜んでくれてよかったよ」

　柔らかな笑みを浮かべて言うが、彼の気持ちは見えない。

　風間さんといい、彼といい、ホント曲者よね。

　うーん、アクセサリー贈るってことは、脈ありってことだと思うんだけど。

　小春、健闘を祈る。

　そう言えば……。

「あのう、私たちのドレスを手配したのって長谷川さんですか？」

「うーん、どうだったかなあ。まあ、細かいことはいいんじゃない？　よく似合ってるし、あいつの反応も楽しめたからね」

　長谷川さんは謎めいた言葉を言っておもしろそうに目を光らせる。

「あいつ？」と首を傾げて聞き返したが、彼は教えてくれなかった。

「なんでもない。こっちの話。ほら、恭一が呼んでるよ」

　長谷川さんにトンと背中を押され、タクシーの前に立つ風間さんのもとへ行く。

　また彼と同乗か。

「帰りくらい小春と一緒に乗りたかったな」

　本人を目の前にしてハーッと溜め息をついたら、彼に笑われた。

「俺と一緒にいてそんなに溜め息つく女、初めてだよ」

「風間さんたちと一緒にいると疲れるんです。パリに来てから、バタンキューですぐ寝ちゃう」

　変な神経使ってクタクタになるんだよね。

　文句を言いながら私が先にタクシーに乗り込むと、風間さんも続いた。

「不眠症よりはいいじゃないか。それにそのうち俺たちと一緒にいるのにも慣れるさ」

「慣れる必要なんてないですよ。この旅行が終わったら、会うことはないですもん。あともう少しの辛抱です」

　フフンと笑えば、彼はゆっくりとシートにもたれて私を見る。

「紫ちゃんの就職先、『坂田物産』って言ってたよな？」

「そうですよ。風間さんとこみたいに大きくないけど、雰囲気がよさそうな会社なんで、もう早く働きたくてうずうずしてるんです」

　ニコニコ顔で答える私に、風間さんはなにかを企んでいるような顔で微笑んだ。

「新生活が楽しみだな」










悩みの種




「一週間あったのに、あっという間だったね」

　プライベートジェットが成田空港に到着し、シートベルトを外して席を立つと、小春に目をやった。

　時刻は午後五時過ぎ。

「うん。またこのメンバーでどっか行きたいな」

　小さく微笑む小春に顔を近付けて声を潜める。

「本当は長谷川さんとふたりで行きたいんでしょ？」

「もう、紫ったらあ！」

　小春がバシッと私の背中を強く叩いたものだから、痛みを感じて顔を歪めながら文句を言った。

「痛いよ。小春」

　誕生日祝いをした次の日、彼女は長谷川さんに『好きです』と告白したらしい。

　それで、小春がもらった返事は、『僕を落としてみなよ』って言葉と額にキス。

　振るでもなく、付き合うでもなく、曖昧な答え。

　ホント、長谷川さんって罪作りな男。

　でも、きっぱり振られたわけでもないし、小春にはまだまだチャンスはある。

　だって、小春も長谷川さんがいる風間コーポレーションで四月から働くから。

　飛行機を降りて、ＶＩＰ専用のターミナルで入国手続きを済ませると、外で待機していたリムジンに乗り込んだ。

　ひとり電車で帰るつもりでいたのだけど、風間さんに「ついでに送っていく」と考える間もなく背中を押されたんだよね。

　飛行機にはベッドがあって小春と一緒に寝てたし、帰りも車でそんなに長旅の疲れはない。この車を降りれば、私のシンデレラタイムは終わりだ。

　あっ、そうだ！

　パリで買ったネクタイのことを思い出し、紙袋を取り出して、風間さんと長谷川さんに手渡す。

「これ、今回の旅行でいろいろお世話になったので」

　本当はこんなものでは足りないくらいだけど。

「なに？」と訝しげな視線を私に向ける風間さんに対して、長谷川さんは私に「開けていい？」と笑顔で聞いてくる。

　コクリと頷くと、ふたりとも紙袋を開けた。

「ネクタイか。僕好みの色だ。ありがとう、使わせてもらうよ」

　まず長谷川さんが小さく微笑して礼を言う。

　彼のはエンジのネクタイだ。そして、風間さんのが紺。

「気を遣わなくてよかったのにな。だが、ありがとう」

　私の目を見て風間さんが頬を緩めた。

　セレブのふたりにしてみれば些さ細さいなものかもしれないけれど、予想していたよりも喜んでもらえて嬉しい。

「今度うちの店に来てください。親が珈コー琲ヒー店てんをやっているんです。ご馳走しますよ」

　うちは『真野珈琲店』というコーヒー専門店。店は銀ぎん座ざにあって、創業昭和元年という古い歴史を持つ。

　豆と焙ばい煎せん、それと水にこだわり、オリジナルブレンドで一杯千円と値段は高いが凄く美味しい。うちのファンという著名人も結構いるのだ。

「マイセンのカップでコーヒーが出てきて、美味しいの。お店の雰囲気も落ち着いていて、隠れ家的な場所だよ」

　小春がニコニコしながら宣伝に協力する。

「それは是非とも行かないとな」と風間さんと長谷川さんは口を揃えて言った。

　一時間半ほど車に乗っていると、見慣れた風景が見えてきてもうこの旅も終わるんだと少し寂しい気持ちになる。

　豪華でキラキラした世界の体験。ハラハラ、ドキドキしっぱなしだったけど、楽しかった。

　風間さんに不意打ちでキスされる……なんてアクシデントもあったけど、プライベートジェットとか豪華なホテルとか、滅多にできない経験をさせてもらいました。

　語学が堪能で、旅行慣れしている風間さんと長谷川さんがいたから夜遅くまでパリを満喫できたし、最初は正直邪魔だって思ってたけど、結果的に彼らは頼もしいナイトだった。

　うちの店が見えてきて、凄く懐かしく思えた。

　一週間しか離れていなかったのに、もっと長い時間が経ったような気がするのはなぜだろう。

　この車を降りれば、平凡な日常が待っている。

　リムジンがうちの店の近くに停車し、シートベルトを外して降りた。

「みんなお疲れ様。小春、また卒業式に」

　にこやかに別れを告げ手を振るが、風間さんも車から出てきて運転手がトランクから下ろしたスーツケースを受け取り、私に手渡した。

「ほら。今日はゆっくり休めよ」

「ありがとうございます。風間さんも」

　ニコッと笑顔で礼を言うが、店の前に停まっている真っ赤なイタリア車を見て、顔が強張った。

　この車……ひょっとして……。

「どうした？」

　風間さんが私を見て怪訝な顔をする。

「い、いえ。なんでもないです。じゃあ」

　とっさに笑顔を作ってごまかすと、彼に向かって軽く手を上げ、家に帰る。

　店の二階と三階が住居部分で、店の横にちょこんとあるのがうちの家のドア。店からも出入りできるけど、お客さんもいるし、なるべくこちらのドアを使っている。

　バッグの中を漁るが、鍵が見当たらない。

　あれ？　家を出る時、スマホがないって大騒ぎして持って出るの忘れたのかな？

　仕方なく店の方から入るが、奥のカウンター席にある男性が座っていて踵を返したくなった。

　あの後ろ姿、やっぱりあの人来てたんだ。

「よお、お帰り」

　私の帰宅に気付いた父が笑顔で声をかける。

「た、ただいま」

　顔を引きつらせながらそう返すと、カウンターに座っていた男性が私の方を振り返った。

「やあ、紫ちゃん、お帰り。卒業旅行楽しかった？」

　ニコニコ……いや、ニヤニヤ顔で聞いてくるのは、黒くろ沢さわ冬とう馬ま。中肉中背で髪は短髪。目が細く、エラが張っていて、耳にダイヤのピアスをしている。国内で五本の指に入る『黒沢不動産』の御曹司で私の姉の元カレだ。

　私には三つ上の姉がいる。名前は真野美み桜おといって美人だが、自由奔放でわがまま。三年前に大手広告代理店に就職するも、上司ともめて一カ月で辞めてしまった。その後なにをしているかはよく知らない。姉は家を出てひとり暮らしをしているし、たまに会っても男の人の話しかしないから。

『玉の輿こしに乗る』が姉の口癖。金持ちの男と付き合うが、長続きしない。

　この黒沢さんと恋人だったのも半年くらいで、すぐに飽きて別の男に乗り換えた。

　だが、彼は足しげくうちの珈琲店に通い、姉の代わりに私に絡む。私が金持ちを偏見の目で見てしまうのもこの人が原因だ。

『香ほん港こんにちょっと夕食食べに行かない？』とか、『好きなものなんでも買ってあげるよ』とか私が店の手伝いをしていると、必ず声をかけてくる。

　でも、うちの親の前では紳士的に振る舞っていて、私が黒沢さんのことを悪く言っても、信じてもらえない。黒沢さんのジョークだと思っているのだ。

「……まあ」

　曖昧に答えて通り過ぎようとしたら、彼に腕を掴まれた。

「せっかくだから旅行の話聞かせてよ」

　触れられて、ゾワゾワッとする。

「すみません。疲れているので」

　そう断って、黒沢さんの手を外し、二階へ逃げた。リビングにあるソファに座ってハーッと息をつく。掴まれた腕を見たら、鳥肌が立っていた。

　黒沢さんは生理的に受け付けない。彼の顔を見るだけで嫌悪感を抱いてしまう。いい気分で帰ってきたのに、彼のせいで台無しだ。

　スーツケースを開けようとしたら、バッグの中のスマホがブルブルと震えた。

　取り出してみたら姉からのライン。

【パリはどうだった？　冬馬、店に来てたでしょう？　あんたのこと好きらしいわよ。だから紫が今日旅行から戻ること教えてあげちゃった。顔はイマイチだけど、お金は持ってるから旦那にするにはいいわよ】

　その文面を見て、怒りが込み上げてきた。

　お姉ちゃん、なに勝手なこと言ってんの！　自分が振った男を私に勧めないでよ！

　すぐに姉に電話をかけるが、繋がらない。多分面倒で出ないのだろう。

「お姉ちゃんの馬鹿！」

　スマホに向かって罵ののしったその時、買い物にでも行っていたのか、母が白いビニール袋を手に下げて戻ってきた。

「さっき帰ってきたんだって？　なにひとりで騒いでるの？」

「なんでもない」

　ブスッとした顔で答えると、母はクスクス笑った。

「そんな仏頂面でいると、黒沢さんに嫌われるわよ。お店にも今いらしてるけど、あんたここにいていいの？」

　黒沢さんに嫌われたってなんとも思わない。むしろ、喜ぶべきことで……。

「あの人はお姉ちゃんの元カレだよ。なんで私が相手しなきゃいけないの？」

「だって、お付き合いしてるんでしょう？　黒沢さんが話してたし、お姉ちゃんもそんなこと言ってたわよ」

　それ、いったいなんの話なの？

「付き合ってなんかいない」

　眉間にシワを寄せて強く否定するも、母は「また照れちゃって、この子は」と笑う。

「照れてない。本当に付き合っていないから」

　ムッとしながらもう一度言ったが、母はまともに取り合ってくれない。

「はいはい。そういうことにしておくわ。紫はお姉ちゃんと違って恥ずかしがり屋ね」

　恋愛に関してはオープンな姉と違い、私は秘密主義。過去に好きな人がいても親には絶対に話さなかった。

　まあ、恋には臆病で男の子に告白なんてできなかったけど。

　ああ……もうお母さんたちの間では私と黒沢さんが付き合ってるって確定事項ってこと？

　黒沢さんとお姉ちゃん、お母さんに嘘を言うなんてなにを考えてるのか。黒沢さんはお姉ちゃんの方にまだ未練があるんじゃないの？

　お願いだからふたりの恋愛ごっこに私を巻き込まないでほしい。

　頭を抱えていたら、母がとんでもないことを言い出した。

「ねえ、紫。うちの店のことは心配しなくていいから、いつでもお嫁にいっていいからね」

　その発言にクラッとめまいがした。

　お母さん、黒沢さんと結婚しろって言うの？　絶対にありえないよ。

「私、一生独身でいるから！」

　キッと母を睨んで宣言すると、ドンドンドンと大股でリビングを出る。

　すると、溜め息交じりの母の声が聞こえた。

「……あの子、今頃反抗期がきたのかしら」

　その言葉を聞いて頭が痛くなった。

　昔から両親は姉に甘かった。初めての子供だったし、顔がかわいくて頭もよかったせいかもしれない。

　お姉ちゃんがどんなにわがままを言っても、怒ることはなかった。

　私は両親を困らせたくなくて、いい子でいようってずっと頑張ってきた。

　なのに、両親は姉の言葉を信じ、私の言葉は無視する。

「……反抗期なんかじゃない」

　ポツリと呟いて、自分の部屋に入り、ベッドに突っ伏した。

　うちの柔軟剤の匂いがする。慣れ親しんだその香りに癒されていいはずなのに、なぜか心は落ち着かなかった。




　二日後、いつものように店を手伝っていると、ドアが開いて背の高いふたり組が入ってきた。

　時刻は午後五時過ぎ。

「いらっしゃいませ……あっ！」

　現れたのは風間さんと長谷川さんで、ふたりともロングコートの下はスーツだった。

「ちょっと近くを通ったから寄ってみた」

　風間さんがクールに言えば、長谷川さんはニコッと微笑む。

「二日ぶりだね、紫ちゃん」

「こんなに早く来てくれるなんて思わなかったです。好きな席に座ってください」

　リムジンで送ってもらった時、『それは是非とも行かないとな』ってふたりは言ってたけど社交辞令かと思って本気にしていなかったのだ。

　笑顔で声をかければ、ふたりは窓際の席に座った。

　モテモテのふたりがうちの店にいるなんて、なんだか変な感じ。明らかにふたりの周りだけがキラキラしている。

　うっ、眩しい。

　このふたりと一緒に旅行していたなんて、今思うと信じられないな。

　だって、私とは別の世界に彼らは住んでいるから。

　水と温かいおしぼりをトレーに乗せて、ふたりのテーブルに持っていく。それらを手渡しながら、店員らしく振る舞った。

「ご注文はお決まりですか？」

　澄まし顔で聞けば、風間さんは苦笑いする。

「店員口調だと調子が狂うな」

「確かに。紫ちゃん、なにがおすすめ？」

　長谷川さんもクスッと笑って風間さんに同意しながら、私に目を向けた。

「やっぱりブルーマウンテンですね。最近は、ブルーマウンテンブレンドとか出回ってるけど、うちのはジャマイカ産の豆を厳選してるし……正真正銘のブルーマウンテンなんです。酸味や苦味がなくて美味しいですよ」

　コーヒーについて熱く語れば、風間さんはふっと微笑する。

「それだけ説明されたら、頼まないとな」

「僕も、ブルーマウンテン頼むよ」

　長谷川さんも穏やかな笑みを浮かべてオーダーした。

「了解です」

　明るく返事をして、カウンターにいる父を振り返る。

「お父さん、ブルーマウンテンふたつ」

　父は静かに頷いた。

「カウンターにいるのが真野のお父さんなんだ。せっかくだからご挨拶した方がいいかな？　一緒に旅行したことだし」

　風間さんが席を立とうとして慌てて止めた。

「そんなのいいですよ。変な気を回さなくても」

　実は親に風間さんたちと旅行したことは伝えていない。

　小春とふたりで行ってきたと思ってる。

「ところで、仕事が終わったにしては早くないですか？」

　風間さんの気を逸らそうと話題を変えたら、彼は端的に答えた。

「近くのホテルで会合があったんだ」

「それで紫ちゃんとこのお店のことを思い出して寄ってみたんだけど、いい雰囲気で落ち着くね」

　長谷川さんは風間さんの言葉を受けて補足説明をする。

　うちのお店を褒めてくれたことについ顔が綻んだ。

「来てくれて嬉しいです。旅行のお礼もしたかったから」

「また四人で旅行できたらいいね」

　長谷川さんがにこやかにそんな言葉を口にするも、今度こそ社交辞令かと思って軽くあしらう。

「そうですね。温泉とかでのんびりしたいなあ。今はそういう気分」

「旅行の疲れでも出たか？　お前、目の下に隈がある」

　風間さんがジッと私の顔を見るのでドキッとした。

　そんな秀麗な顔で見るのはやめてほしい。恥ずかしくて堪えられない。

「本を読んでたら夢中になっちゃって、つい夜更かしを……」

　スッと風間さんから顔を逸して適当な言い訳をすれば、いいタイミングで「紫」と父に呼ばれた。

「はーい」

　返事をしてカウンターの方に戻り、淹れたてのコーヒーを風間さんたちのところに運ぶ。

「お待たせしました、ごゆっくり」

　コーヒーをテーブルに置いて営業スマイルを浮かべたその時、またドアが開いて若い男性が入ってきた。

　レザーの真っ赤なハーフコートを来たその男性を見て、気分が一気にブルーになる。

　黒沢さんだ。

「いらっしゃいませ」と笑顔で言うが、どうしても表情が硬くなる。

「やあ、紫ちゃん。こんにちは。いつもの頼むよ」

　彼は笑顔で挨拶して、いつものようにカウンター席に腰を下ろした。もうこれで三日連続で来店している。

　親は調子に乗って私をからかうし、憂ゆう鬱うつにならずにはいられない。

　黒沢さんに「私はあなたと付き合っていません」とはっきり言った方がいいだろうか？

　でも、彼とふたりきりになりたくはない。もうその顔を見るだけで、うんざりなのだ。かなり失礼とは思うが、心の中で〝早く帰ってください〟と祈る。

　重い足取りでカウンターに戻り、黒沢さんに水とおしぼりを出したら、彼が私の手を掴んできてハッとした。

「ねえ、紫ちゃん。今度就職祝いに食事に行かない？」

　ニヤリと笑う黒沢さんを見て、背筋がゾクッとする。断ろうとするも、うまい理由が思いつかない。

　固まっていたら、「すみませーん」といいタイミングで風間さんに呼ばれた。

「お、お客さんが呼んでるので……」

　すぐに彼の手を外し、風間さんたちのもとへ行く。

「他になにかご注文ですか？」

　笑顔で聞いたが、私が動揺しているのがバレバレだったようで……。

「お前、顔色が悪い。あの客、厄介な奴なのか？」

　風間さんは私を気遣うように言うと、横目で黒沢さんを見た。

「お姉ちゃんの元カレなんです。大丈夫。危ない人とかじゃないので」

　心配かけないように笑って見せたが、彼はなにか考えるように数秒ジーッと私を見たかと思ったら、突然口を開いた。

「紫ちゃん、今すぐ出られるか？　せっかくだから、夕飯でも食べに行こう」

　多分私のこと心配してくれてるんだ。

「あ……はい」

　コクリと頷くと、父の方を振り返って告げた。

「お父さん、ちょっとご飯食べに行ってくる」

　黒沢さんが驚いた顔をして私を見ていたけど、気にしないようにした。

　風間さんたちが財布を内ポケットから取り出したが、首を左右に振って断る。

「いいんです。コーヒーは私の奢り」

　パリではいっぱいご馳走になったのだから、これくらいはさせてほしい。

「そうか、美味しかったよ。ご馳走様」

　風間さんがそう言えば、長谷川さんも笑顔で礼を言う。

「ご馳走様。僕好みの味だったよ。またお邪魔させてもらうね。さあて、なに食べに行こうか？」

「銀座だから選択肢はたくさんあるな。フレンチ、イタリアン、寿司に、しゃぶしゃぶ……」

　風間さんがスマホを取り出して店を調べるが、一抹の不安を感じた。

　この人たちに任せると、とんでもない高級店に連れていかれそう。庶民の味だって捨てたもんじゃないわよ。

「私、お好み焼きが食べたいです」

　ふたりは紳士だから、食事に関しては私の主張を聞いてくれるはず。

　とびきりの笑顔で告げたら、風間さんたちはクスッと笑った。

「そういうリクエストは初めてだな」

「僕も初めて聞いたよ」

　ふたりの反応にニンマリする。私の作戦がうまくいった。

「たまにはいいでしょう？　私の行きつけの店に案内しますよ」

　半ば強引かと思ったけれど、馴染みのお好み焼き店にふたりを連れていく。店に着くと常連さんで賑わっていた。

「おや、紫ちゃん、今日はイケメンをふたりも連れてモテモテだね」

　店の看板のおじさんが私に気付き、威勢のいい声で私をからかうので苦笑いした。

「そんなんじゃないですよ。ちょっとお世話になった方たちで」

　え……と、空いている席は……。

　店内の席を見回し、風間さんと長谷川さんに目を向け「お座敷でいいですか」と声をかけたら、彼らは小さく頷いた。

　靴を脱いで衝立で隣と仕切られている座敷席に上がり、注文しやすいように通路側に座ったら、なぜか風間さんが私の横に腰を下ろした。

　てっきり向かい側に長谷川さんと座ると思ったのにどうして？

　あまりにもジッと風間さんを見ていたせいか、彼は私がなにも言っていないのに「俺と長谷川が並んで座ると窮屈だからな」と説明する。

　私、驚いているのが顔に出ちゃったかな？

　気を悪くしたかと心配になったけど、彼は特にいつもと変わらぬ様子で「紫ちゃんはなにを頼む？」と聞いてきた。

「海鮮ミックス玉です。ふたりはどうします？　ネギ豚玉とか旨辛キムチ、あとスペシャルもんじゃとかもおすすめですよ」

　ふたりにメニューを見せて説明すると、風間さんはすぐに「俺はネギ豚玉」と答え、長谷川さんも間を置かずに「じゃあ僕はスペシャルもんじゃにしよう」とニコニコ顔で言う。

　そんな彼らを見て思った。

　有能な人たちって何事も悩まないのね。

　お好み焼きは意外にふたりに好評。私が焼こうとしたら、ふたりが焼いてくれた。しかも、私が焼くより丁寧で、ちょっと感心してしまった。

「凄く美味しそう」

　でき上がったお好み焼きを見て褒めれば、風間さんが悪戯っぽく笑って俺様発言をする。

「俺たちが作ったんだから美味しいに決まってる。たくさん食べろよ」

　最初、お金持ちってだけでふたりに苦手意識を持っていたけど、話し上手だし、なにも言わなくてもいろいろと気遣ってくれるから、今は一緒にいて楽しい。

　ふたりとも懐が深いというか、もう社会人として仕事をしているせいか私と違って大人だ。

　それに、私がお好み焼きを食べたいって言った時も、ふたりは嫌な顔しなかったんだよね。

　一緒に旅行をして、ただの顔見知りから仲間になれたのかもしれない。

　食事している間は、ふたりのお陰でしばし黒沢さんのことを忘れることができた。

　楽しい時間はあっという間に終わる。

　彼らに送られて家に帰ると、黒沢さんのことを考えて不安になった。

「……明日、卒業式なのにな」

　ベッドに横になるがなかなか寝つけず、布団を頭まで被って目を閉じる。

　寝なきゃって強く思えば思うほど眠れず、気付いたら朝になっていた。










私の彼氏は……




「やっぱり、無難なワンピースにすればよかったな」

　トイレの鏡を見て、ホルターネックのドレスを着てきたことをひどく後悔していた。

　今朝、小春から【今日の謝恩会、私の誕生日に着てたドレス着用のこと】というラインが来たのだ。

　それで、仕方なく着てきたのだが、このドレスは目立つ。

　常に人の視線を感じて落ち着かない。おまけに、寝不足。

　あ～、横にベッドがあったら一秒で眠れそう。

　今日は卒業式。

　午前中は羽織袴姿で式に出て、その後は記念撮影。お世話になった先生たちにも挨拶した。

　大学での式が終わると、日ひ比び谷やにある高級ホテルで謝恩会。

　立食パーティー形式で、出入りは自由。

　一旦家で着替えてホテルにやってきたが、普段挨拶しかしない男子学生まで話しかけてきて、小春と一緒にいたのだがはぐれてしまった。

　もう男子学生の相手をするのも疲れ、豪華な食事にも手をつけず、トイレに逃げ込んだというわけだ。

　ラウンジで休んでいようかな。小春には後でラインでも送っておこう。

　そう思ってトイレを出たら、彼女が少し膨れっ面で会場の方からやってきた。

「ひとりだけ逃げるなんてズルいよ、紫」

　私をじっとりと見て恨み言を言う小春。

「ごめん。小春だったらうまく逃げられるかと思って」

　手を合わせて謝ると、彼女はムスッとした顔で不満を口にした。

「逃げられなくて、二十分近くおしゃべりに付き合わされたよ」

「そ、それは大変だったね」

　同情するように言葉を返したら、彼女は私に抱きついた。

「もう拷問だった」

　酔っ払ってる男子学生も結構いたから、しつこかっただろう。

　労わるように彼女の頭を撫でて、提案した。

「ねえ、下のラウンジでコーヒーでも飲まない？　会が終わる頃に風間さんが迎えに来てくれるんでしょう？」

　小春のご機嫌を取ったら、彼女は顔を上げてコクッと頷いた。

「うん」

　ふたりでトイレを出てラウンジに向かい、綺麗な庭園が見える窓側の席に座ると、店員にコーヒーをふたつ頼んだ。

「あ～、やっと落ち着いた感じ」

　小春がホッとした顔で椅子の背にもたれかかる。

「謝恩会が終わるまで、ここにいようか？」

　いったいなにをしに来たのかわからないが、ずっと会場にいるのは疲れる。

　私の提案に小春は同意した。

「そうだね。あっ、そういえば、恭一くんから聞いたよ。紫んとこのお店に尊くんとふたりで行ったって」

「うん、律儀にも来てくれたよ。ふたりが来店したら、お店がサロンに変貌したね。なんだか優雅な感じだったよ」

「ふふ。想像つくな。でも、その時、変なお客さんもいたんでしょう？　大丈夫なの、紫？」

　……それ、黒沢さんのことだ。

　風間さん、そんなことまで小春に話したのか。

「お姉ちゃんの元カレなの。最近、お姉ちゃんいないのに毎日のようにうちの店に来て、食事とかに誘うからちょっと苦手なんだ。まあ、親もいるし、平気」

　小春に初めて打ち明けると、彼女は顔をしかめた。

「毎日ってなんかストーカーっぽくて気持ち悪いね」

　小春の言葉に努めて明るく笑ってみせる。

「そのうち就職したら、店の手伝いも減るし、あともう少しの辛抱だよ」

　就職しちゃえば、黒沢さんの顔を見る機会も減るだろう。いや、減ってくれなきゃ困る。精神的にじわじわ追い込まれているんだよね。

　両親は私と黒沢さんが恋人関係になってると思っている。

　このままだと早く彼と結婚しなさいとか言われそう。

　あ～、頭が痛い。

　その上、卒業旅行が終わってからあまりぐっすり眠れていないから、最近身体がだるいのだ。そのうち私倒れるかも。

　店員がコーヒーを持ってきて、口に運びながら考える。

　お金が貯まったら、姉のようにひとり暮らししようかな。

「ねえ、紫のお姉さんはその元カレになにも言わないの？」

　小春は私を心配してか、突っ込んだ質問をしてきた。

「文句を言うどころか、私とその元カレをくっつけようとしてる」

　沈んだ声で答えると、彼女は少し怒って声をあげた。

「なによ、それ。最悪じゃない」

「お姉ちゃんは厄介払いをしたいの。お金に目がなくて、玉の輿に乗ろうと必死になってて……金持ちの男捕まえて、気に入らなくなったらポイッて捨てる」

　私の話に小春は少し引いていた。

「……凄いお姉さんだね」

「お姉ちゃんは昔から自分勝手なのよ。美人だから周りもそれを許すんだけどね」

　昔はみんなにちやほやされる姉が羨ましかった。

　でも、私は姉にはなれない。姉は私と違って社交的で、頭もいいのだ。

　ハーッと溜め息をついたその時、小春のクラッチバッグからスマホの着信音がした。

　彼女はスマホを取り出し、声を潜めて電話に出る。

「どうしたの、恭一くん？　うん、今ね、紫とラウンジにいるんだ」

　小春はチラリと私を見て相槌を打っている。

　相手は風間さんか。

「ちょっと会場は落ち着かないから、休んでたの。でも、まだなにも食べてなくてお腹空いたあ」

　彼女は電話相手の風間さんに空腹を訴える。

　ホント、仲がいい兄と妹のようなやり取り。甘えられる相手がいるっていいな。

　彼も会場に小春の姿がなくて、心配でかけてきたのだろう。

「うん、わかった。待ってる」

　小春はニコニコ顔で電話を切る。

「恭一くん、今会場にいて、こっちに来るって」

「そうなんだ。うまく抜けられるといいけどね」

　風間さんはうちの大学の有名なＯＢだから、ちょっと彼が会場に現れただけで、女の子たちが騒ぎそう。

　彼が女の子に囲まれて逃げられない姿を想像し、笑いが込み上げてきた。

「時間かかっちゃうかもね」

　小春も私と目を合わせてふふっと笑う。

「なにがそんなにおもしろいんだ？」

　風間さんの声に驚いて、唖然とする私と小春。彼の隣には秘書である長谷川さんもいた。

「いないなって思ったら、こんなところで寛いでいたんだ。知らせてくれれば、もっと早く迎えに来れたのに」

　長谷川さんが悪戯っぽく目を光らせると、小春は申し訳なさそうに謝って、私を見やった。

「ごめんね。しつこい人がいたから紫と逃げ回ってて」

「そうそう。私はトイレに逃げてたし、大変だったんですよ。ふたりはよく会場から出てこられましたね」

　小春の言葉に頷き、彼らに目を向ける。

「まあ、女の子たちに囲まれて大変だったが、仕事の電話がかかってきたって言って尊と抜けてきたんだ」

　風間さんは平然とした顔で返す。

　いらぬ心配だった。彼らはどう女の子をかわせばいいかわかっているのだ。

　風間さんは御曹司だし、「仕事」と言えばみんな納得する。

「ふたりともお腹空いてるんだよね？　なにか食べに行こうか？」

　長谷川さんの誘いに小春は飛びついた。

「行きたい！　お腹空きすぎて死にそうだったの」

「なにが食べたい？」

　風間さんに希望を聞かれ、小春は顎に手を当てながら考える。

「うーん、すぐに浮かんでこない。このホテルのレストランでおすすめある？　お肉とかはあんまり食べたくないなあ。紫はなにがいい？」

　突然話を振られるが、このホテルにどんなレストランがあるかも把握していない。

「みんなに任せるよ」

　そう答えたら、風間さんは私たちに目を向けながら候補を挙げた。

「飲ヤム茶チャか寿司ならどうだ？」

「あっ、飲茶がいいかも」

　小春がニンマリするが、私はイマイチピンとこなかった。

「私……飲茶って食べたことないかも。単品で小籠包ショーロンポーとか焼売はあるけど」

　そもそもちゃんとした中華料理だって過去に一、二回しか食べたことがない。

「飲茶は美味しいし、みんなでシェアしながらいろいろつまむから楽しいよ。紫もきっと気に入ると思う。海老蒸し餃子ぎょうざとかプリプリでおすすめだよ」

　もうすっかり飲茶モードに入っている小春の説明に笑顔で返した。

「へえ、そうなんだ。それなら食べてみたいかも」

「では、行きますか」

　長谷川さんが私たちのテーブルに置いてあった会計札を手に取り、会計に向かう。

「あっ、待って。それは私が払います」

　慌てて声をかけるが、彼はウインクした。

「大した金額じゃないし、カッコつけさせてよ」

　すでになにもしなくても、カッコいいのでは？

　そう突っ込もうとしたら、風間さんがポンと私の肩を叩いた。

「ほら、行くぞ」

「えっ、でも……」

　ためらう私の手を彼が掴んで歩き出す。

「今日の主役なんだから黙って奢られてろ」

　そう言われてしまうと、もう反論できない。

「わかったから、手を離してくれます？」

　彼を見上げてそうお願いすれば、あっさり離してくれた。

　異性に触れられるのは慣れない。恋愛に奔放な姉を反面教師にしてきたせいか、ひどく緊張するのだ。

「お前、男性恐怖症ってことはないよな？」

　心配して聞いてくる彼に小さく頭を振った。

「違います。単に落ち着かないだけです。男の子と手を繋ぐって小学校の遠足くらいだったから」

　素直に打ち明けるが、彼は皮肉を口にする。

「なるほどね。修道女みたいな生活をしてたわけだ」

　風間さんのコメントにカチンときて、やり返した。

「悪かったですね。あなたみたいに華々しい生活じゃなくて」

「華々しい……か。俺はもっと平穏な生活がいいがな」

　苦笑いする彼に、はっきりと告げる。

「風間さんに平穏って似合わないですよ」

　怒るかと思ったが、彼は楽しげに目を光らせた。

「やはり、お前っておもしろいな」

「なんですか、それ！」

　ギロッと風間さんを睨めば、会計を終わらせた長谷川さんが私たちにニコッとして声をかけた。

「僕と小春ちゃんはお邪魔かな？」

「そんなわけないでしょう」

　すぐに否定した後、長谷川さんに小春と一緒にコーヒーの礼を言って、ホテルの三十七階にある飲茶の店に向かった。

　店に入ると、赤いチャイナ服を着た女性に個室に案内された。

　十畳くらいの個室。窓からは東とう京きょうの摩天楼を一望できる。

「うわ～、夜景が凄く綺麗だね。東京タワーも見えるよ」

　窓にへばりついてはしゃいでいたら、小春も私の隣で夜景を眺めた。

「うちは日本家屋だし、夜景見るとテンション上がっちゃう。そういえば、恭一くん、もうひとり暮らし始めてるの？　マンション買ったんだよね？」

　彼女の発言に驚かずにはいられない。

　借りるじゃなくて、買った？　まだ三十二歳ですよね？

　買うのってもっと先の話じゃないの？

「昨日、引っ越しが終わったとこ。尊も引っ越し昨日だったっけ？」

　風間さんはクールに返し、チラリと長谷川さんに目を向けた。

「そう。僕のとこも結構眺めがいいんだ。今度遊びにおいでよ」

　長谷川さんは柔らかな笑みを浮かべ、気軽に誘う。

　だが、そのふたりの回答に引いてしまった。

　あなたたち、本当にセレブですね。

　そんな私の横で、小春は嬉しそうに目を輝かせる。

「わー、いいね。行きたい！」

　そりゃあ好きな人の家、行ってみたいよね。小春、頑張って。

　心の中でエールを送っていたら、次の彼女の発言に苦笑いした。

「紫も一緒に行こう」

　ハハッ。私もですか……。

　ここで断れば場の空気を悪くすると思い、「そのうちね」と曖昧に返し、みんなで席に着いてメニューを眺める。

「で、なに頼む？」

　風間さんがメニューから顔を上げて私たちを見ると、小春は食べ慣れているのかポンポン調子よく答えた。

「やっぱり小籠包に海老蒸し餃子、蟹焼売、エビチリは外せないよ」

「メニュー見るだけで美味しそうだね」

　写真も載ってて選ぶのも楽しい。

「あと、飲み物なんだけど、ポットのお茶を頼むと飲茶らしいかな。菊花茶とかジャスミン茶とか」

　小春のアドバイスに従い、普段あまり飲んだことのないお茶をチョイス。

「菊花茶っていうの飲んでみたいかも」

「あっ、恭一くんたちはお酒飲んでもいいよ」

　小春が男性陣を気遣う。

「俺は飲まなくてもいいが、尊はどうする？」

　風間さんがそう言うと、長谷川さんも私たちに合わせた。

「そうだね。僕もお茶でいいかな。最近やたらと、飲み会が多くてね」

　羽目を外さないところが彼ららしい。

　多分男子学生だと、すぐにビールを頼んで、酔って絡んでくる。

　でも、彼らは節度ある飲み方をするし、酒を強要しないから、その点は安心だ。

　店員を呼んでオーダーすると、しばらくして料理が運ばれてきた。

　やはり、点心は熱々が美味しい。

　レンゲに小籠包をのせ、口に運ぶ。

「熱っ……あっ、肉汁美味しい！」

　ふうふうしながら食べるが、あまりの美味しさに顔がホッコリする。

「うん、やっぱり飲茶は最高！」

　小春もとびきりの笑顔で微笑むと男性陣は頬を緩め、口を揃えて言った。

「それはよかった」

　謝恩会は最悪だったけど、飲茶は気に入ってまた食べたいと思った。

　終始ご機嫌で午後十時の閉店間際まで食事を堪能すると、クロークに預けていたコートを受け取って、ホテルを出る。

　お酒は飲んでいないのに、身体はなんだかポッカポカ。

「じゃあ、私は電車で帰るから」

　三人に手を上げて挨拶したら、小春に手を掴まれた。

「恭一くんがリムジン手配したから、送ってくれるよ」

「え？　でも……」

　ためらいながら風間さんに目を向ければ、彼はふっと微笑した。

「わざわざ満員電車に乗って帰る必要ないだろ？」

「じゃあ、お言葉に甘えて。ありがとうございます」

　彼の目を見て笑顔で礼を言う。

　風間さんたちといると卒業旅行の続きみたい。

　さっきの飲茶もいつの間にか支払いが済んでいて、そのそつのなさに感心してしまった。

　またなにかお返ししなきゃね。

　風間さんたちと車を待っていたら、男性がひとりこちらにやってきた。

　コツン、コツンと靴音が響いたかと思えば、知った声がして身体がビクッとなる。

「紫ちゃん、迎えに来たよ」

　う……そ。黒沢さん!?

　彼の登場に唖然とする私。

「迎えって……なんで……？」

　頼んでもいない。しかも、私の居場所まで知っているなんて……。

　気味が悪くて声が震えた。

「なんでって、俺の恋人なんだから当然だろ？」

　ニヤリとすると、黒沢さんは我が物顔で私の手を掴んだ。

　恋人って……勝手なこと言わないで！

　絶対に認めるもんですか！

「違う！」

　力一杯彼の手を振り払い、思わず近くにいた風間さんに抱きついて黒沢さんに大声で言い放った。

「私の恋人は彼よ！」










就職取り消し？




　とっさについた大嘘。風間さんが否定したら終わりだ。心臓はバクバク。

　お願い、今だけ恋人の振りをして！

　必死に目で訴えたら、彼は私の肩を優しく抱いて黒沢さんに冷ややかに告げた。

「珈琲店にも来ていたね。今後一切紫に近付かないでくれるかな？　あまりしつこいと警察を呼ぶよ」

　風間さんの言葉を聞いてホッとする。どうやら私に協力してくれるようだ。

　空気が読める人でよかった。

「お前……風間コーポレーションの御曹司」

　黒沢さんは彼のことを知っているのか、悔しそうに顔を歪める。

　同じ御曹司でも風間さんと黒沢さんではなんというか格が違う。

　会社の規模も風間さんの方が断然大きいけど、人間としても彼の前では黒沢さんは言い方は悪いが雑魚キャラに見えてしまう。

　今日ほど風間さんの存在を頼もしく思ったことはない。

　風間さんがギロリと睨めば、黒沢さんは捨てゼリフを吐いた。

「次会ったらただじゃ済まないからな！　覚えてろよ！」

　この場を去っていく黒沢さんの姿が見えなくなっても、彼がここに現れたことがショックでしばらく放心していた。

「……ちゃん？　紫ちゃん？　大丈夫か？」

　風間さんに声をかけられ、我に返り彼からパッと離れた。

「あっ、ごめんなさい。とんでもない嘘ついちゃって」

　身内に話してもまともに取り合ってくれず、藁にも縋る思いだったのだ。

「嘘でも嬉しかったけどな」

　悪戯っぽく目を光らせる彼を見て脱力した。

　こんな時に……楽しまないでよ。

　少し呆れていたら、すぐに彼が真顔になって……。

「あの男、ストーカーか？」

　風間さんは心配そうに私を見る。

「ストーカーではないんです。ちょっとあの人が苦手なだけ」

　つい黒沢さんから逃げたくて口から出まかせを言ったけど、関係ない風間さんを巻き込んではいけない。

　これでこの話を終わらせたかったが、小春が追及してくる。

「紫、あの人なの？　お姉さんの元カレって」

　うわ～、小春、このタイミングで聞かないで～。

「それは……その……」

　なんて答えていいかわからず言葉に詰まっていたら、リムジンが目の前で停車した。

「話は車の中で」

　風間さんにそう言われてリムジンに乗り込む。

　私の横に小春が来て、私と向き合う形で風間さんが座り、その隣に長谷川さんが腰を下ろす。

　ついさっきまでは美味しい飲茶を食べて喜んでいたのに、その幸せな気分が黒沢さんの登場で吹き飛んでしまった。

　ジッと自分の手を見て黙っていたら、風間さんの視線を強く感じた。

「それで、あの男は誰なんだ？」

　一緒に旅行はしたけれど、風間さんは友人ではないから個人的な悩みを詳しく話すのははばかられた。

「なんでもないので気にしないでください。ちょっと苦手なお客さんってだけですよ」

　顔を上げてそう言い繕うも、彼は諦めてくれない。

「俺に答える義務があると思うが」

　その冷淡な口調に彼の苛立ちを感じた。空気がピリピリして息苦しい。

　そんな空気を長谷川さんが変えた。

「恭一、もっとソフトにね。紫ちゃんもさあ、知り合いだとしても、あの男を放っておくのは危険なんじゃないかな？」

　その優しい声音にホッとしてついガードが緩んだ。

「姉の元カレで……黒沢不動産の御曹司なんです」

　ポツリポツリと黒沢さんのことを語る。

「黒沢不動産の御曹司ね。あまりいい噂は聞かないな」

　私の説明に長谷川さんはその瞳を曇らせた。

「最近、毎日のようにお店に来て私を誘ってきて……。断っているのになかなか諦めてくれないんですよね」

　状況を伝えたら、今度は風間さんが突っ込んで聞いてきた。

「お店には紫ちゃんの父親がいたかと思うが……」

　父親……という言葉に、知らず溜め息が出た。

「黒沢さんに言いくるめられてて、うちの両親は私がどんなに否定しても彼と私が付き合っていると思っているんです」

　もう両親にはなにを言っても無駄だ。

「外堀から埋めていくつもりなんだろうな」

　風間さんは顎に手を当てポツリと呟く。

「でも、大丈夫です。就職したらお店にあまり出なくなるし」

　明るく笑って見せるが、彼は真剣な表情で忠告した。

「そしたら、ああいうしつこいタイプは就職先にも来る」

「ハハッ……まさか」

　否定しながらも、その発言に背筋がゾクッとした。

　私……楽観的に考えすぎていたのだろうか？

　姿を見せなければそのうち諦めると思っていた。

「紫ちゃん、スマホ貸して」

　風間さんはなにを思ったか私にそう言って手を差し出す。条件反射でスマホを手渡す私。

「はい」

「ロック解除して」

　言われるまま前屈みになってスマホのロックを解除する。

「私のスマホでなにをするんです？」

　不思議に思って尋ねたら、彼は私のスマホを慣れた手つきで操作した。

「俺の連絡先を登録しておく」

「え？　そんなのいいですよ。私が風間さんに連絡することなんてないし」

　私がさらっと断ると、彼は苦笑いした。

「お前、なにげに失礼だな。でも、もう登録済みだから。なにかあれば呼べよ」

　私にスマホを返す風間さんをじっとりと見た。

「なにかあれば……って縁起でもないこと言わないでください」

「『美味しいもの食べに行きたい』って電話でもいいんだよ」

　長谷川さんがにこやかに風間さんの発言をフォローすると、小春も小さく微笑んだ。

「そうだよ。今日みたいに飲茶食べに行くとか」

　いや、なんで私が風間さんを食事に誘うのよ。話がおかしいでしょう？

「だったら小春に連絡します。それに、四月になったら私は就職先が違うし、今日みたいに風間さんや長谷川さんと食事する機会はないと思います」

　納得できずに言い返せば、なぜか風間さんと長谷川さんが顔を見合わせニヤリ。

「なにがおかしいの？」

　ふたりの反応が気になってスーッと目を細めたら、風間さんが澄まし顔で小さく頭を振った。

「なんでもない」

「そうそう、なんでもないよ」

　長谷川さんが風間さんに合わせクスリと笑う。

　いや……なにかあるでしょう？　怪しいですよ。

　疑いの目でふたりを見ていたら、リムジンは私の家の前で停車した。

「もう着いたんだ、早い。今日はありがとうございました。おやすみなさい」

　三人に手を振り、車を降りる。黒沢さんがいないか少し不安だったけど、彼の車は近くになかった。そのことにホッと胸を撫で下ろす。

　風間さんも私の後に車を降りて、辺りを見回した。

「あの男はいないようだな」

　黒沢さんのことがあって降りて来てくれたんだ。

「ごめんなさい。なんだか心配かけちゃって」

　私が謝ると、彼は優しい目で微笑んだ。

「気にするな。それと、忘れ物」

「忘れ物？」

　キョトンとしながら自分の持ち物を確認すると、風間さんが黒のクラッチバッグを差し出した。

「あっ……バッグ忘れてた」

　ハハッと乾いた笑いを浮かべ、バッグを受け取り礼を言う。

「ありがとうございます」

　やっぱり黒沢さんのことにかなり動揺しているのかな？

　風間さんが言うように、就職しても会社に彼が現れたら？

　……怖い。どうやって逃げていいのかわからない。

「電話、忘れるなよ。それと、そのドレス、やっぱすっごいそそられる」

　彼は身を屈め、私の頬に両手を添えると、額にチュッとキスをする。

「ちょっ……なにすんの！」

　敬語を忘れるほど驚いて後ずさる私を楽しげに眺め、彼は手を上げた。

「おやすみ」

　もう、誰にでもキスするの？　私をなんだと思ってるのよ！

　パリでだっていきなりキスしたし、なんなのよ、あの人は。

「エセ紳士！」

　小声で悪態をつき、家の鍵を開けて玄関に入るが、その時リムジンが走り去る音がした。

「もう二度と会うものですか！」

　プンプン怒りながら家に上がると、コートとドレスを脱いで、軽くシャワーを浴びる。

　彼にキスされた額が熱かった。

　シャワーを終えて髪を乾かし、リビングに行ってソファに腰を下ろす。

　時刻は午後十一時過ぎ。

　両親はいつものようにコーヒーを飲みながらテレビのニュース番組を見ていた。

「謝恩会楽しかった？」

　母親が私に目を向ける。

「全然。なんだか疲れちゃった」

　溜め息交じりに答えながら、なにげにスマホを見る。

　あっ、そうだ！　風間さんの登録を消してやるんだから！

　親の敵のようにスマホを睨みつけて彼の連絡先を削除しようとしたら、あるニュースが聞こえてきて呆然とした。

『風間コーポレーションが円安で経営不振にあえいでいる坂田物産を買収しました』

　え？　嘘？

　テレビの画面を見て目をパチクリさせる。

　私が就職する会社が、風間さんの会社に買収!?

「おい、坂田物産って紫の就職する会社だよな？」

　父が少し驚いた表情で私に確認するが、あまりのショックで声が出なかった。

　私……いったいどうなるの？

　考えたくないけど就職取り消し？

　予想だにしなかった話に、目の前が真っ暗になった。










彼の企み




「新入社員の皆さん、入社おめでとうございます。一週間前のニュースを聞いて不安に思われる方も多いかもしれませんが、人員整理は行わず、風間コーポレーションの支援を受け、業績を……」

　四月一日の入社式で坂田物産の社長が挨拶するが、私を含め新入社員の表情は暗い。

　自分の入る会社が買収されたら誰だって不安になる。

　謝恩会の次の日、会社に電話して内定が取り消しになるのかどうかを確認すると、会社も混乱していたのか、『担当者から後日連絡します』との回答だった。

　就職取り消しかと思ったが、二日後に『変更はない』と人事部から連絡が来た。

　坂田物産はコーヒー豆を輸入している商社。

　丸まるノ内うちにオフィスがあり、コーヒー業界ではその名は知られているが、商社としては社員百人程度の中堅企業。

　新入社員も五人とこぢんまりとしている。

　今日の入社式まで本当に働けるのか不安でいっぱいだった。

　他の新入社員の子たちの話では、基本、風間の資本が投入されるだけで、大規模な組織改編や人事異動はないらしい。

　だから、逆に買収前よりも安定しているのでは……と楽観的に考えている人もいる。

　でも、今後のことは風間次第だと思う。

　まあ……こうしてちゃんと入社できたのだから少しホッとしている。

　黒沢さんも、私の言葉を信じたのか最近うちの店に来ていない。

　これから二週間は研修だ。気持ちを切り替えて頑張ろう。

　そう意気込んでいたら、入社式の後すぐに社長秘書の男性に声をかけられた。

「真野紫さんですね？　あなたはこちらへ」

「あっ、はい」

　なぜ私だけ？

　疑問に思いながら社長秘書の案内で社長室に入ったら、知った顔がそこにあった。

　小学校の校長室のような十畳ぐらいの部屋に、歴代の社長らしき写真が三枚ほど壁に飾られていて、ドアの手前にある応接セットのソファに風間さんが座っている。

「か、か、風間さん!?」

　素っ頓狂な声をあげる私を見て、彼は楽しそうに頬を緩めたが、社長はギョッとした顔になった。

「真野さん！」

　社長に注意されて気付いた。

　あっ……今の彼は私の大学の先輩である前に、風間コーポレーションの副社長だった。いきなり名前呼びはマズい！　入社早々クビ？

　顔面蒼白になる私。

「申し訳ありま……!?」

　ペコリと頭を下げて謝ろうとしたら、風間さんが私の言葉を遮った。

「構いません。彼女は僕の親しい友人なんです」

　私の目を見て彼はニヤリとする。

　決して『親しい友人』ではないのだが、ここはジッとこらえる方がいいだろう。文句を言える立場ではない。

「ああ、そうでしたか。こちらこそ失礼しました」

　社長は少し緊張した面持ちで深く頭を下げた。

　五十代くらいの社長がずっと年下の風間さんにペコペコするのを見て違和感を覚えずにはいられない。風間さんの地位の高さにただ驚くばかりだ。

「真野さんにはうちの秘書課に来てもらう。もう坂田社長とは話がついているから」

　風間さんは当然のように話をするが、ついまた声をあげてしまった。

「え？　なにを勝手に……あっ」

　抗議しようとしたが、ここが社長室ということを思い出して口を手で塞ぐ。

「坂田社長、僕と彼女はこれで失礼します。コーヒーご馳走様でした。流石さすがいいコーヒー豆を使ってますね」

　スッと立ち上がり、風間さんは私の腕を掴む。

「真野さん、行くよ」

「へ？　あっ、ちょっと……」

　彼に腕を引かれ社長室を退出するが、彼がスタスタ歩くから足がもつれそうだ。

　しかも、普段履き慣れないパンプス。

「風間さん、もっとゆっくり歩いて」

　彼に声をかけると、やっと立ち止まってくれた。

「あっ、悪い」

「あと、腕離してください」

　そう要求するが、風間さんは離してくれない。

「それは却下だ。お前、逃げそうだから」

「そりゃあ逃げたくなりますよ。坂田物産に就職したのに、あなたの会社で働けって言われたんですから。しかも、秘書課ですよ？　なんでわざわざ私を風間さんの会社で働かせるんですか？」

　風間さんをじっとりと見て問い詰めるが、彼は私の腕を引いて歩き出す。

「車の中で話す」

　会社を出ると、正面玄関前に黒塗りの車が停まっていて、彼と一緒に乗り込んだ。

「それで、理由を説明してもらいましょうか？」

　風間さんを睨みつけて腕を組んだら、彼はふっと笑った。

「俺がお前の恋人って話、本当にしてみないか？」

　予想もしない彼の言葉に、何度もパチパチと瞬きをした。

　風間さんの恋人って……。正気とは思えない。ふざけているの？

「あの、失礼を承知で言いますが、病院に行って頭を診てもらった方がいいのでは？」

　質問には答えず、顔をしかめて辛辣に返す私を見て、彼はニヤリとした。

「言うと思ったよ。お前は黒沢の御曹司の件で困ってるだろう？　しばらく俺の恋人の振りをしないか？」

　私の冷めた視線を受け止め、風間さんはビジネスの話をするかのように提案する。

「でも、あれから黒沢さん現れてないし、大丈夫ですよ」

　眉間にシワを寄せながら答えると、彼は後ろを振り返った。

「お前、気付いていないのか？　後ろの交差点近くに停まっている真っ赤なイタリア車、見てみろ」

　真っ赤なイタリア車？

　ハッとして後ろを振り返れば、確かに見覚えのあるイタリア車が停まっている。

　色も赤だし、超高級外車で目立つ。

　黒沢さんは同じ車は日本に数台あるだけって、前に自慢気に話していた。

　だから黒沢さんの車である可能性が高い。

　運転手が車を発進させ、その赤い車は段々小さくなって見えなくなったが、私の心をひどくかき乱した。

　黒沢さんのだとしたら、坂田物産の近くに偶然停めてる……なんてことは多分ない。

「私を待ち伏せしてるの？」

　そう考えて背筋がゾクッとした。

　最近見ないと思って安心してたのに……。

「やっぱり、あの男のか。お前を初めて送っていった時、あの車見て表情を変えたから、おかしいって思ったんだ」

　風間さんはジッと私の顔を見る。

「就職先にまで来るなんて……」

　ショックを隠せない。

　不安になって自分の肩をギュッと抱けば、彼は私の肩にそっと手を置いた。

「だから、うちに来いって言っているだろ。俺のところに来れば、尊や小春もいる。あの男が現れてもすぐに対応できる」

　確かに、三人も近くに味方がいるのは心強い。

　みんな私の事情を知っている。

「でも、風間さんのメリットにはならないんじゃあ？　私、うちの店でコーヒーご馳走するくらいしかできないですよ」

　彼が私を助ける理由がわからない。なんの得になるというのか。

　従妹の友達にそこまでする義理はないのだ。

「俺にもメリットはある。うちの女子社員がしつこくアプローチしてきて困ってるんだ。当初は小春に俺の恋人役を頼もうかと思ったが、あいつは尊が好きだろ？　お前が俺の恋人を演じてくれれば助かるんだがな」

　あなた、私の心配なんてこれっぽっちもしてないでしょう？

　沸々と怒りが込み上げてくる。

　単に煩うるさい女を追い払いたいだけだよね。

　ちょっといい人かなって、見直してたのに。人の意思も確認しないで、権力使ってなんでもするわけね。

「わかりました。その話、乗ります……なんて言うと思いますか？　答えはノーです！」

　怒りをたぎらせて言い放つが、彼は余裕の顔。

「そうか。だが、これは俺の命令だから従ってもらう」

「そんなの横暴すぎるわよ！」

　風間さんに噛みつくが、彼は気にすることなく、さらに私を追い詰める発言をした。

「横暴で結構。嫌なら会社を辞めてくれていい」

「……最低！」

　ボソッと小声で呟き、ギュッと唇を噛む。

　悔しいけど、これが社会というものなのだろう。どんなに無茶なことを言われても上の者に従わなければならない。

　彼は風間コーポレーションの副社長で、私は買収先の新入社員。

　風間さんの一存で私をどうにでもできる。

　ここで〝辞めてやる〟って言えたらどんなに胸がスカッとするか。

　しかし、言いたくても言えない。すぐに仕事が見つかる保証なんてないのだ。

　風間さんなんて……大嫌い！

　心の中で毒づくと、彼の姿を視界から追い出すように窓の外を眺めた。

　所詮、私のような庶民はこの人の都合のいいコマのひとつでしかない。

　私の怒りが伝わったのか、彼はそれ以上なにも言わなかった。

　十五分ほどで溜ため池いけ山さん王のうにある風間コーポレーションの本社ビルに到着。

　風間さんと車を降りると、目の前には天にそびえるような三十七階建ての高いビルがあった。

　正面玄関を入ると受付があり、社員が副社長の彼を見て深々と頭を下げる。

　なんだか昔の将軍みたいだな。

　役員専用エレベーターで最上階に上がれば、そこは秘書室と役員室のあるフロアだった。

　エレベーターのすぐ横が秘書室。ドアはガラス張りで、女性がひとりいるようだ。

　風間さんが私を連れ、秘書室のドアをノックして中に入る。

　私たちを出迎えたのは五十代くらいの女性秘書。

　奥にデスクが六つ並んでいて、デクスの上も部屋も片付いていて整然としている。

　さすが一流企業の秘書室だ。

「お帰りなさい。この方が副社長推薦の真野さんですね？」

　その女性が私を見て頬を緩めると、風間さんは彼女を私に紹介した。

「ああ。よろしく頼むよ。真野さん、こちらは社長の第一秘書の田た島じまさん。社長も彼女には頭が上がらない」

　本当は踵を返して帰りたい。

「……真野紫です。今日からよろしくお願いします」

　不承不承挨拶して頭を下げたその時、長谷川さんと小春が秘書室に入ってきた。

「真野さん、来たんだ」

　長谷川さんが先に私に気付いてニコッとすると、小春が「え？　紫？」と驚いた顔をしながら私を見た。

「わ～、本当に紫だ」

　嬉しそうに声をあげながら、小春が私の手を両手で掴む。

　てっきり小春も知っているのかと思ったけど、そうではなかったらしい。

「小春は社長の第二秘書。長谷川が俺の第一秘書。そして、真野さんが俺の第二秘書。基本、長谷川は俺と一緒に行動するから、仕事内容については田島さんに聞いてくれ。あと、副社長室はこっち」

　風間さんは簡単に担当の説明をして顎でドアを示す。

「じゃあ、小春また後で」

　彼女の手を外して風間さんと共に秘書室を出た。秘書室の向かい側が副社長室で、その隣が社長室。長谷川さんも一緒についてきて副社長室のドアを開けた。

　風間さんが入ると、長谷川さんは笑顔で促す。

「さあ、どうぞ」

「……どうも」

　仏頂面で礼を言って中に入る。白と黒を基調としたシックな部屋は広くて三十畳くらいありそうだ。坂田物産の社長室よりもかなり広い。しかも、眺めが最高にいいときている。

　世界有数の大企業の副社長室だもんね。

　応接セットがドアの前にあり、奥に執務用デスク、その横には衝立があって六人掛けのテーブルがある。

「凄いオフィスですね、副社長」

　執務デスクの前に座った風間さんにそんな皮肉を言えば、彼は眉根を寄せた。

「他の社員のいないところでは、『風間さん』でいい。お前に役職で呼ばれると気持ち悪いから」

「気持ち悪いって失礼ですね。あなたたちは、前から私をここに呼び寄せるつもりだったでしょう？」

　これまでの彼らの態度がずっと気になっていた。

　私が就職のことに触れると、なにか企んでいるような顔で微笑んでいたような気がする。

「まあね。卒業旅行の前から坂田物産の買収の話は進んでいて、黒沢のことがなくてもお前にうちに来てもらおうと思ってた」

　デクスの上で手を組みながら、彼は認めた。

「俺の恋人役の件もあるが、小春は引っ込み思案な性格だし、親友がそばにいた方が安心するかと思ってね」

「過保護すぎませんか？」

　腕を組んで風間さんを見据えると、彼は私が知らなかった小春の過去を真剣な表情で語り出した。

「小春は中学の時に女友達ともめて一時期不登校だったことがある。それまでふさぎ込んで笑顔を見せることはなかったが、お前と知り合ってからは昔のようによく笑うようになったんだ」

「……初めて聞きました。その話」

　小春と友達になったのは、学籍番号が近くて入学式に彼女に声をかけたのがきっかけだ。小春は明るい性格だし、そんな辛い経験をしていたなんて信じられない。

「誰だって嫌な過去は忘れたいさ」

　風間さんがどこか悲しげに言うと、私の近くにいた長谷川さんが私に目を向けた。

「恭一と一緒に小春ちゃんを見守ってきたけど、紫ちゃんが彼女の友達になってからはホント明るくなったよ」

　そうか。小春、大変だったんだな……いや、待て。

『中学の時は生徒会の役員やってすっごく楽しかった』って小春言ってたような……。

　ハッと気付き、ふたりを睨みつける。

「ちょっと、待って！　嘘言わないでください。話をすり替えてごまかそうとしてるでしょう！」

「バレたか」

　風間さんは悪びれた様子も見せず、ニヤリとする。

「紫ちゃん、泣き落とし作戦だったら素直にこの異動に納得してくれると思ったのになあ」

　長谷川さんもちょっぴり残念そうに笑った。

　あなたたち……人をコケにして！　私をなんだと思ってるのよ。

　おもちゃじゃないんですからね。

「ふたりとも地獄に落ちればいいのよ！」

　拳を強く握って風間さんと長谷川さんを思い切り罵った。










朦朧とする意識




「紫ちゃん、来週アメリカから『ｉｎｆ社』の社長と副社長がお見えになるから、ホテルと夜の食事の手配頼める？」

　副社長室から秘書室に戻ってきた長谷川さんが、私に声をかけた。

　今、秘書室には私しかいない。だから彼もいつものように私を下の名前で呼ぶ。

　風間コーポレーションで働くようになって三日目。

　朝から晩まで働かされ、少々バテ気味。

　おまけに風間さんが役員に私のことを婚約者だと紹介したものだから、社長には『息子のことをよろしく頼むよ』とにこやかに挨拶されるわ、それを噂で知った若い女性社員に睨まれるわ……頭が痛い。

　仕事の方は、社長の第一秘書の田島さんが秘書業務について丁寧に教えてくれるけど、一人前になるには一年はかかりそうだ。

　新人秘書の私のお手本は長谷川さん。

　田島さんも凄いと思うけど、彼は終始笑顔で完璧に物事を進め、スマートに風間さんをサポートしている。風間さんもそんな長谷川さんをとても信頼していてふたりの関係は強固だ。役員も長谷川さんに一目置いている。

　小春の話では、長谷川さんの父親が社長の親友で、彼は普通の社員とは違う特別待遇らしい。

「了解です。食事って宗教とかアレルギーとか気にすることあります？」

　メモを取りながら聞くと、彼はふっと微笑した。

「いや、大丈夫。後で詳細メールするから。紫ちゃん、まだ三日目なのに凄いね。その気配り、秘書向きだよ」

　長谷川さんが褒めるが素直に喜べない。私の機嫌を取るつもりなのだろう。

　だけど、そう簡単にはあなたたちを許しませんから。

「後で田島さんが戻ってきたら手配しますね」

　ビジネスライクに返せば、彼は苦笑いした。

「紫ちゃんってクールだね。あと、恭一にコーヒー持ってってあげて」

「わかりました」

　そう返事をして席を立つと、長谷川さんはどこかに行ってしまった。

　秘書室の奥にある給湯室には、最新のコーヒーマシンがある。

　カプセルをセットすればすぐに作れる優れもの。

　味もまあまあいけるが、私はお店のようにペーパードリップ式の淹れ方が好きだ。

　風間さんが坂田物産を買収した関係で、良質のコーヒー豆が秘書室に回ってきて、幹部や来客にはこの豆を使っている。

「ついでに私の分も淹れちゃおう」

　カップとサーバーにお湯を注いで温め、コーヒーポットにお湯を入れておく。

　このコーヒーポットにお湯を入れるというのが大事。

　本当は温度計でお湯の温度を計りたいところだが、秘書室にはないから勘で適温を判断している。

　コーヒーは熱湯を注げば苦くなるし、ぬるければ酸味が出てしまうのだ。

　だからコーヒーポットにお湯を入れて冷まし、適温にしている。

　ドリッパーにフィルターとコーヒーの粉を入れ、表面を平らにして「の」の字を書くようにゆっくりとお湯を注ぎ、三十秒ほど蒸らしてまたゆっくりとお湯を入れる。

　人数分のコーヒーができたら、ドリッパーをすぐに外し、カップに注いだ。

「うん、い～い香り」

　この香りを嗅ぐだけで癒される。

　コーヒーを持って副社長室に向かい、ドアをノックして中に入ると、風間さんが真剣な表情でパソコン画面を見ていた。

「コーヒーお持ちしました」

　そう声をかけたら、彼は「ああ、ありがとう」とパソコン画面から顔を上げた。

　風間さんは砂糖もミルクも入れず、ブラックで飲む。

「お前が淹れると美味しいな」

　ひと口飲んで彼は頬を緩めた。

「これくらいしか取り柄がないもので」

　ムスッとした顔で返すが、彼は構わず続けた。

「他の役員にも好評だ。よそで出されるコーヒーはもう飲めないって言ってる」

「それはどうもありがとうございます」

　形ばかりの礼を言って秘書室に戻ろうとしたら、風間さんに呼び止められた。

「待て。今日からこれを使うように」

　彼はタクシーチケットの冊子を差し出す。

「ん？　私が保管して、その都度風間さんに渡すってことですか？」

「違う。お前がタクシー通勤できるようにだ」

「え？　どうしてですか？」

　眉間にシワを寄せながら聞き返す私に、彼は落ち着いた口調で説明する。

「俺が送迎してやりたいが、スケジュールの関係で毎日はできない。安全のためにもタクシーを使え」

　そう、風間さんはここ数日私の送迎をしてくれているけれど、私としてはあまり嬉しくない。

　長谷川さんならともかく、私が社用車に一緒に乗るのはなんだか場違いな気がするのだ。なのにタクシーって……。

「あのですね、タクシーで毎日会社に通うＯＬなんていないです。それに、あなたの送迎もいりません！」

　きっぱり断るが、風間さんはジッと私を見据えた。

「それで黒沢に出くわしたらどうする？」

　一瞬言葉に詰まった。

　黒沢さん……。

　この数日間、風間さんに振り回されて、黒沢さんのことを全然考えなかったな。

「会社も変わったから大丈夫ですよ。店には来るかもしれないけど、親がいるところで変な真似はしないと思う……思います」

　動揺を隠しながら答えるが、この人にはバレバレのようで、強がってみせる私を皮肉る。

「甘いな」

「とにかく、送迎は不要です。ただでさえ風間さんの婚約者ってことにされて目立ってるんですから」

　不満を口にするが、彼は楽しげに言った。

「恋人も婚約者も大差ないだろ？」

「どっちも承知した覚えはないですけど」

　キッと睨みつけて反論すると、やり返された。

「もとはお前が言い出した話だが？」

　痛いところをつかれて気詰まりを覚えた。

「うっ……それは謝ったじゃないですか。社長にまで嘘ついてどうするんです！」

　ここで怯んではいけないと、相手を責め立てるが、風間さんはどこかダークな笑みを浮かべて聞き返す。

「さあて、どうしようか？」

　ゾクッ。

　身体がブルッと震え、悪寒がした。

　この人の魂胆がわかった。

「あなた、自分が結婚したくなくて私を婚約者に仕立てたでしょう！　私ならいつでも好きな時に婚約解消できるし、女と思う存分遊べるものね」

　ビシッと風間さんを指差して言い放てば、彼は私の指を掴んで注意した。

「人を指差しちゃあいけないって学校で習わなかったか？　将来社長夫人になるんだ。礼儀作法には気をつけないと」

「冗談はやめてよ！」

　怒って声を荒らげ、私をからかう風間さんの手から指を抜くと、踵を返して部屋を出る。

　ハハッとドア越しに彼の笑い声が聞こえてムカッとした。

「あ～、悔しい。風間の奴。覚えてなさいよ」

　ブツブツ文句を言うと、さっき淹れたコーヒーを自席に運んでひと息つく。

　コーヒーを飲みながら長谷川さんのメールを読んでいたら、田島さんと小春が戻ってきた。

「あっ、田島さん、来週アメリカのｉｎｆ社の社長と副社長がお見えになるのでホテルと夕食の手配をしたいんですが、うちで提携しているホテルやおすすめのレストランありますか？」

　早速長谷川さんに頼まれた件を田島さんに相談すると、すぐに青いファイルを見せてくれた。

「ああ、それならこれを見るといいわ。うちの提携のホテル。名前を言えば割引してくれるの。あとお店だと、ここのしゃぶしゃぶ店やお寿司屋さんがいいかしら。個室もあるし、うちからも近いのよ」

「ありがとうございます。副社長に再度確認して手配します」

　またあの人と話をしなきゃいけないのが憂鬱だけど。

　でも、明日から二日間、風間さんは京都出張。しばし平穏な時間を過ごせそうだ。

　スケジュール帳を見ながらニンマリ。

　それから秘書業務を学びながら仕事をこなし、夕方接待に出かける風間さんと長谷川さんをエレベーターまで送る。

「いってらっしゃい。飲みすぎには注意してください」

　送り出してしまえば、風間さんにしばらくからかわれることはない。

　満面の笑みで言う私を見て、彼はおもしろそうに目を光らせた。

「やけにご機嫌だな。言い忘れていたが、明日の京きょう都と出張、お前に同行してもらう」

　寝耳に水の話に耳を疑った。

　私が同行？　出張は基本長谷川さんが同行することになっていたはず。

　どうして私なの？

「は、長谷川さんがいるじゃないですか！」

　少し動揺しつつも強く言い返す私に、彼は淡々とした口調で事情を説明した。

「尊は別件で同行できなくなった。そのための第二秘書だ」

「紫ちゃん、ごめんね。急に社長に用事を頼まれて、どうしても断われなかったんだ」

　長谷川さんは風間さんの横で手を合わせて謝る。

　社長に頼まれたのなら仕方がない。

　去年の秋頃から社長は体調を崩されていて、毎日は出社していない。だから社長の業務を副社長の風間さんが引き継いでいるのだ。

「わかりました。でも、長谷川さんと違って新米の私を同行させても、荷物持ちくらいしかできませんよ」

　小さく溜め息をつきながらオーケーすると、風間さんは微かに口角を上げた。

「ああ。経験しないと誰だって成長しない」

　この笑顔がなにか企んでいるようで怖いんですけど。

「紫ちゃんは、恭一のそばにいてくれるだけでいいよ」

　長谷川さんが私に優しく声をかけるが、そのフォローの言葉に引っかかりを覚えた。

　私が〝役立たず〟って暗に言ってない？

　ふたりに訝いぶかしげな視線を向ける私に風間さんはにこやかに告げる。

「じゃあ、明日七時にお前の家に迎えに行く」

　エレベーターの扉が閉まると、額に手を当てた。

「風間さんと出張。しかも一泊なんて最悪だ。あ～、キャリーバッグとか小さいの買いに行かなきゃ」

　急に言われても、準備ってものがあるのよ、風間の奴！

　ブツブツ言いながら秘書室に戻り、田島さんと小春に報告する。

「私、明日、明後日、副社長と一緒に京都に出張になりました」

「ああ、長谷川くんから聞いているわよ。あと、副社長室に真野さんの荷物があるから、明日京都に持っていくようにって」

　田島さんは笑顔で頷きながら、長谷川さんの伝言を伝える。

　え？　荷物？

　なんで私に直接言わないの？

「ちょっと見てきます」

　そんな疑問を抱きながら副社長室に行けば、高級ブランドの小さな紺のキャリーバッグと有名デパート店のロゴが入った紙袋が置かれていた。

「なにこれ？」

　唖然とする私に、後からやってきた小春が説明する。

「紫の明日の出張に必要なもの。恭一くんに頼まれて、外商呼んで尊くんと一緒に選んだの」

　おっとりした口調で話す小春の説明を聞いて、クラッとめまいがした。

　外商って……ああ、やっぱなんか世界が違う。物を買うのも行くんじゃなくて、デパートの外商呼ぶのか。正に特権階級。

　でも……私は庶民なんですけど。

「ほら、このスーツ。ほんのりピンクで春らしいし、このアイボリーのも品があって素敵だよ」

　紙袋から服を取り出して小春は笑顔で私に見せる。

　この服だけでいくらするんだろう？　私の持ってるスーツなんて二万円程度のもの。

「これってお金はどこから出てるの？」

　会社から出ていても、風間さんのポケットマネーでも断るつもりだったが、誰が負担しているのか知りたかった。

「さあ、私は知らないよ。でも、制服と同じって考えればいいんじゃないかなあ？」

　呑気な小春の発言に盛大な溜め息をついた。

「そんな風に思えない。受け取れないよ」

「え～、困ったなあ。もうこれ返品できないの。返品したら、風間の信用が落ちるし。どうしよう」

　小春は悩ましげに呟きながら、私をジッと見ておろおろする。

　こういう時の小春は、私になんとかしてと頼んでいるのだ。

「わかった。今回だけね。次似たようなことがあったら、小春がふたりを止めてよ」

　ハーッとまた溜め息をついて仕方なく受け取ることにするが、彼女はすぐに晴れやかな表情になる。

「紫が受け取ってくれて、よかったあ」

　……ひょっとして、今の演技？

「ねえ、私が言ったこと聞いてたよね？　ちゃんと次はふたりを止めてよ」

　不安を感じて確認すると、小春はふふっと笑った。

「うん、うん、止めればいいんでしょ？　頑張るね」

　ちゃんとわかってる？　その回答、全然信用できないんですけど……。

　おっとりキャラだけど、小春って実は計算高いのだろうか。なんせ彼女はあの風間さんの従妹だ。

　キャリーバッグと紙袋を持って小春と共に秘書室に戻ると、田島さんがキャリーバッグを見てニコッと笑った。

「あら、そのキャリーバッグ、副社長のと色違いね」

　田島さん、その情報……聞きたくなかったです。風間さんと色違いなんて最悪だ。

「そうなんですね」

　顔を引きつらせながら相槌を打ち、自席に戻る。

　メールに目を通していたら、田島さんが私の肩に手を置いた。

「昨日は副社長に付き合わされて遅かったんでしょう？　明日は朝早いし、もう帰りなさい」

　彼女に優しく声をかけられ、胸がジーンとなる。

　小春は風間さんと結託しそうだし、今私が頼れるのは田島さんだけかも。

「ありがとうございます。お言葉に甘えて、今日は帰らせてもらいます」

　笑顔で礼を言う私に、彼女は穏やかな目で微笑んだ。

「社長の予定もあるし、出張中に式の日取りについて副社長と話しておいてもらえると助かるんだけど」

「式の日取りって……なんの式のですか？」

　ポカンとした顔で聞き返したら、彼女に背中を軽く叩かれた。

「嫌ねえ、副社長とあなたの結婚式よ」

　風間さんと私の結婚式～!?

　冗談でもそんなのありえない。田島さんまでそんなこと言わないで。気がおかしくなりそう～。

「そ……それは、実は……」

　風間さんとは婚約者でも恋人でもないと事実を彼女に話そうとしたら、小春が私の言葉を遮った。

「田島さん、そう言えば、さっき経理に行くって言ってませんでした？」

「あっ、そうだったわ。じゃあ、よろしく頼むわね」

　田島さんは苦笑して、秘書室を出ていく。

「あの～、田島さん……話がまだ途中なんですけど」

　彼女に声をかけるが、ドアがバタンと閉まって気付かずに行ってしまった。

「紫、なにを言っても無駄だよ。田島さんは、恭一くんと紫が相思相愛って思ってるから」

　小春は小悪魔のようにニヤッとする。

　この顔……やはり普段おっとりしていても、風間さんと血が繋がっているって思わずにはいられない。

「もう、風間さんでしょう？　好き勝手言って」

「社長が最近体調悪いし、恭一くんは安心させたいんじゃないかと思うんだ。許してあげてよ」

　事情はわからなくもないけど、式の日取りなんか決めたら、後で恋人ではないんだって言えない状況になるじゃないのよ。

「社長に嘘をつくのは気が重いの。それに、すぐにバレるよ」

　風間さんと違って社長はふっくら体型で、温和な性格。

　社員にも気さくに話しかける社長を騙すのは辛い。黒沢さんに嘘をつくのとはわけが違う。

「まあ、恭一くんが悪いようにしないって。紫、帰るなら、タクシー呼ぶから待って」

　きっと風間さんにタクシーで帰らせるように言われたのだろう。

　でも、黒沢さんのことは私の問題だ。

「必要ないよ。会社のお金も風間さんのお金も使いたくない」

　帰る時くらい、彼の支配から抜け出したい。

　ムスッとした態度で言って、パソコンの電源を落とすと、荷物を持って秘書室を後にする。

「ちょっと、待って、紫。ひとりで帰ると危ないんじゃない？」

　小春が追ってきたが、立ち止まらずに彼女を振り切った。

「平気よ。勤務先だって変わったんだし」

　ひとりになるとポツリと呟く。

　風間さんだけじゃなく、小春にも腹を立てていた。

　エレベーターで地下に行き、地下鉄の駅への直結通路をカツカツとヒールの音を鳴らして歩く。

　ここを歩けば、地上を出ずに駅に行ける。黒沢さんだって、流石に電車には乗らないだろう。

　うちのお店の午後十時の閉店までどこかで時間を潰そう。

　家の最寄り駅の近くにあるファミレスに立ち寄り、食事を頼む。

　午後十時過ぎまで居続け、ファミレスを出ると外はすっかり暗くなっていた。

　手に荷物を抱えトボトボ歩いていたら、店の前にあの黒沢さんの赤い車が停まっていて青ざめた。

　もう店の明かりは消えている。それなのに……まだ彼は帰っていない。

　車の中にうっすら人影が見えて、身体がブルブル震えた。

　黒沢さん……だ。

　落ち着け、紫。家に入れば、うちの親だっている。

　必死に自分に言い聞かせるが、足が動かない。心臓がバクバクいっている。

　どうしよう～。

　このままここでボーッと突っ立ってるわけにはいかない。耳に聞こえるのはハー、ハーという自分の息遣いだけ。でも、それが段々大きく聞こえて頭がおかしくなりそうだった。

　誰か……。

　そう思った時、ポケットのスマホがブルブルと震えた。

　無造作に手を突っ込んでスマホを取り出せば、風間さんからの着信。通話ボタンを押すと、彼の声が聞こえた。

《お前、今日タクシーで帰らなかったって？　大丈夫なのか？》

「だ……いじょうぶ……じゃ……ない」

　どんなに息を吸っても息苦しい。

　なんで……？

《紫ちゃん？　どうした？》

「たす……け……て」

　風間さんの問いかけに、そう答えるのがやっとだった。

　苦しい。……苦しいよ。

　意識も朦朧としてきて、身体がふらついた。そのまま体勢を立て直せず、地面が目の前に迫ってきて……。

　私の記憶はそこでプツッと途切れた。










キスで安眠？




「……紫ちゃん！　紫ちゃん！」

　風間さんの声が頭の中にスーッと入ってきた。

　名前を呼ばれている。

　ゆっくりと目を開ければ、彼が私の顔を心配そうに覗き込んでいた。

「あれ？　私……」

　今の状況がすぐに理解できなかった。頭がボーッとしている。

　ここは……家の近く。風間さんに抱きかかえられているのはなぜ？

「道端で痙攣起こして倒れてた」

　私の思考が読めるのか、彼は観察するように私を見ながら疑問に答えた。

「倒れてた？」

　そう呟きながら記憶を辿る。

「風間さんから電話かかってきた時、凄く息苦しくなって……」

「お前の家に向かってる途中でよかったよ。息苦しくなっただけか？」

　彼の質問に黒沢さんのことを思い出し、不安で自分の肩を抱いた。

「店の前に黒沢さんの車が停まって……それを見たら、怖くなって……どんなに息を吸っても苦しくて……」

　黒沢さんを見たわけではないけれど、あの赤い車を見て恐怖を感じた。

「それって過呼吸かもしれないな。黒沢の車……今は見当たらない」

　風間さんが私の返答を聞いて周囲を確認する。

「もう帰ったんじゃないか？　俺がいるし大丈夫だ。気分は？」

「いえ。頭がボーッとしてるだけで、気分は悪くないです」

　小さく笑って立ち上がろうとすると、彼が手を貸してくれた。

「お前の両親に黒沢のこと伝えて協力してもらった方がいい」

　風間さんのアドバイスに気が重くなる。

「変に心配させるのは嫌だから。自分でなんとかします」

　私がなにを言っても信じてくれないかもしれない。

「……そうか。家の玄関まで送る」

　風間さんはまだなにか言いたそうにしていたが、元気づけるように軽く私の肩を叩いて、地面に転がっているバッグや紙袋を手に持った。

「ほら、行くぞ」

　彼に声をかけられ、家に向かおうとするが、私の足は止まった。

「紫ちゃん？　どうした？」

　風間さんも立ち止まって私をジッと見る。

　どうしよう？　身体が緊張してきた。

　心臓の鼓動が凄く速いし、額に汗が滲にじむ。

　落ち着けって自分に言い聞かせても、どうにもできない。

　マズい。さっきの感覚と同じだ。また倒れるかも。

「……家に帰るのが怖い。足が動かない」

　ギュッと風間さんのスーツを掴んで、彼に訴える。

「わかった」

　彼はそう言って私を抱き上げると、近くに停めてあった社用車に私を運び、自分も乗り込んだ。

　多分、普段の私なら風間さんにお姫様抱っこされることに激しく抵抗していたと思う。でも、精神的にかなり弱っていて、文句を言う気力もなかった。

　彼は前に座っている運転手に行き先を伝えた。

「俺のマンションまで」

　その言葉をぼんやり聞きながら、シートに身を預けた。

　車が発進して、家が遠ざかる。それを見て心が落ち着いた。

　家が怖いと思うなんて、私……相当病んでるな。

　それに、家族への不信感もある。

「迷惑かけてごめんなさい」

　小声で謝るが、「迷惑だなんて思っていない」と風間さんに優しく返された。

「家には今日は帰らないって連絡しておいた方がいい」

　彼の言葉にコクッと頷く。

「そうですね」

　すぐにスマホを取り出して、【今日は友達の家に泊まる。あと、明日も一泊で京都出張】と短く母にメールを打った。

　途中、コンビニに立ち寄り下着と化粧品を買って、風間さんのマンションに向かう。

　自宅以外の場所に行けるならどこでもよかった。

　赤あか坂さかにある四十五建ての高層マンションの前で車は停車。

「ほら、降りるぞ」

　風間さんに肩をポンと叩かれ、彼と共に車を降りる。私の体調を察して、荷物は風間さんが持ってくれた。

　マンションのエントランスを入ると、コンシェルジュがにこやかに挨拶する。

「お帰りなさいませ、風間様」

「ああ。ご苦労様」

　風間さんも小さく笑って挨拶を返し、私を伴って奥にあるエレベーターに乗り込む。

　最上階で降りたら、目の前に観音開きの大きなドアがあった。

　彼は慣れた様子で鍵を開け、中に入る。

「どうぞ」

　彼に促され、「お邪魔します」と言って、玄関に上がった。

　天井が高くて開放的。玄関は置き物もなにもなく、シンプルでスッキリしている。

　左右に廊下があって、部屋数も多そう。

「正面がリビング、ゲストルームはこっち」

　風間さんはそう説明しながら左側の廊下を進んでいく。

「この部屋使って」

　ガチャッとドアを開け、彼が案内したゲストルームは十二畳ほどの部屋で、ベッドがふたつ置かれていた。

　シーツも壁も真っ白。

　置いてある家具はダークブラウンで、落ち着いた雰囲気。

「バスルームは隣、トイレはこの部屋の前にある。他にもバスルームとトイレはあるから自由に使っていい」

「……仕事で疲れているのにすみません」

　小声で謝る私の肩に手を置いて、彼は温かな目で微笑んだ。

「気にするな。あと、寝間着が必要か」

　思い出したように言って風間さんは部屋を出ていく。ドアが閉まると、手前のベッドに腰を下ろした。

　寝心地のよさそうな高級ベッド。まるでホテルにいるみたいだ。

　まだマンションが新しいのか、新築の匂いがする。

　すぐにノックの音がして、「はい」と返事をしたら風間さんが入ってきた。

「これ寝間着代わり、バスタオルとかはバスルームにあるから適当に使ってくれ」

　彼にジャージを手渡され、小さく返事をする。

「はい。ありがとうございます」

「夕飯は食べたのか？」

　私を見つめる風間さんの質問に淡々と答える。

「ファミレスで食べました」

「じゃあ、もう遅いし、シャワーでも浴びて寝ろ。明日は俺ひとりで出張に行くから、お前は休んでいい」

　彼は気を遣ってくれたのだろう。

　でも、出張に行く方が気が紛れる。

「いいえ、私も行きます。せっかく用意してもらったスーツとキャリーバッグが無駄になるでしょう！」

　ドンと風間さんの胸を叩いたら、彼はふっと笑った。

「そうか。それならなおさら、早くシャワー浴びて寝ろ」

　風間さんはポンと私の頭を軽く叩いて、行ってしまった。

「しっかりしなきゃ」

　自分にそう言い聞かせると、シャワーを浴びて彼が用意してくれた寝間着に着替える。グレーのジャージは、風間さんのものなのか大きくて三回ほど裾を折り曲げた。

「これだけ折ってもぶっかぶか」

　男の人の洋服を着るのって初めてだ。

　そもそも、男の人の家にお邪魔したのも初体験だった。

「なにも考えずに風間さんの家に来ちゃったけど、今さらながら緊張してきた」

　彼に襲われたらどうしよう。

　でも……よくよく考えてみれば、寝室もバスルームも別々だし、彼が私をどうこうすることはないよね。

　風間さんに言ったら〝自意識過剰〟って笑われそうだ。

　私なんか相手にしなくても、彼ならどんな女でも選べる。

「なんの心配してんだか。私って馬鹿だなあ」

　ハハッと笑って鏡を見ると、目がくぼんでひどい顔をしていた。

　私……精神的にかなり疲れてるなあ。

　歯磨きをした後、すぐに寝室に戻り、キャリーバッグに荷物を詰め込んだ。

　スマホの時刻表示を見れば、もう午前零時過ぎ。

　アラームをセットしてベッドに横になるも、なかなか寝つけない。

　ゴロンと向きを変えても眠れず、今後のことをいろいろ考えてしまう。

　今日は風間さんが泊めてくれたし、明日は京都出張だから家に帰らなくていい。

　でも、出張が終わったらどうすればいいの？

　普通に家に帰れる？　また倒れたら？

　風間さんの家にいつまでもお邪魔するわけにはいかない。

　お姉ちゃんとはあまり仲よくないし、小春は実家暮らし……。

　どこにも行けないという結論に至って、気分が暗くなった。

　なにか飲み物でも飲んでリラックスしよう。

　リビングに行って風間さんの姿を探すと、彼はソファに座って深夜のニュースを見ていた。

　シャワーを浴びたばかりなのか、上半身裸でドキッとする。

　ここで〝なにか服を着てください〟って言ったらからかわれそうだ。

「風間さん、お水をいただきたいんですが」

　上半身裸のことには一切触れず、なるべく彼の身体を見ないようにしながら普段通りに声をかけた。

「お前、俺の服着てると中学生くらいに見える」

　彼は私を見てクスッと笑うと、立ち上がって隣にあるキッチンの冷蔵庫からペットボトルの水を一本取り出し、私に差し出した。

「ほら。もう寝たかと思ったよ」

「……眠れなくて」

　私の言葉を聞いて風間さんは水を引っ込め、サイドボードから高そうなブランデーの瓶を取り、グラスに注いで手渡す。

「だったら、水よりはこっちの方が効く」

「ストレートで飲むんですか？」

　ブランデーはあまり口にしたことがなかったから戸惑った。

　アルコール度数強そうだな。

　ジッとグラスを見つめる私を見て、彼が笑みをこぼした。

「少量だから大丈夫だ。酔っても寝るだけだし」

　確かに、少し飲むくらいならいいか。

　ソファに座ってグイッとブランデーを飲むが、味が苦くて噎むせた。

　ゴホッ、ゴホッと咳き込む私の背中を風間さんは擦る。

「馬鹿、お前一気に飲みすぎ」

「だって……飲み方なんてわからないですよ。これで本当に眠れるんですか？　エクセルの教本読んだ方が眠れる気がする」

　顔をしかめながら恨みがましく言う私を見て、彼はクスッと笑った。

「それなら経営学の本でも貸そうか？」

　風間さんの提案に首を横に振る。

「経営学の本なんて頭痛がしそう。風間さんって小さい頃からお父さんの跡を継ごうって思ってました？」

　これを機会に前から思っていることを聞いてみた。

「ひとりっ子だったし、その責任は感じてたかな。大学に入った時は、早くこの手で会社を動かしたいって思ったよ」

「凄いですね。私は特に夢もなくて、なんとなく就職決めちゃった」

　坂田物産はコーヒー扱ってるし、興味が持てるかなって理由で入ったけど、風間さんに勝手に異動させられて今はこの人の秘書。

　ブツブツ文句を言っても坂田物産に対しては特に強い思い入れなんてない。あれば、もっと強く反対していただろう。

　でも、彼はずっと親の跡を継ぐって決めていて、その決意は揺らぐことがない。

「社長は風間さんがいるから安心して休めますね。早く体調がよくなるといいな」

　ニコッと微笑むと、彼は小さく頷いた。

「ここだけの話、親父は去年の年末に胃がんの手術を受けたんだ。まだ初期だったし、だいぶ体力も戻ってきているが、俺が親父の負担を軽くしてやれればって思ってる」

　知らなかった。社長……がんだったんだ。

「そうだったんですね」

　彼の大変さを感じながら相槌を打つ。

「このマンションを買ったのも、すぐ近くに親父が通院している病院があるからなんだ。なにかあった時、すぐに行ける」

　その話を聞いて少し彼を見直した。

　ただステイタスのためと思ってたけど、家族のことも考えてたんだ。

「最初風間さんに会った時は、値踏みするように私を見てて、高慢で嫌な奴って思ってた。それに、私を勝手に異動させちゃうし、婚約者って嘘言っちゃうし……。すっごくムカついた。今も怒ってる」

　お酒を飲んで気が大きくなったのか、敬語を使うことも忘れ、思ってることをそのまま風間さんに伝えた。

　だが、彼は怒らずおもしろそうに私を見る。

「そこまで言われると、逆に惚れ惚れするな」

　冷やかされてムッとしながらも、彼のいいところを褒めた。

「最後まで聞きなさいよ。ひどい奴だけど、でも……責任感があって、家族思いなところは尊敬する」

　私と違って、彼はたくさんのものを背負っている。

　自分の家族だけでなく、何万という社員やその家族の生活までも……。

「それはどうも」

　風間さんはニヤニヤしながら礼を言う。

「頑張りすぎないでたまには息抜きもしなさいよ。でないと倒れるわよ。だいたいあんたは働きすぎ。全部ひとりで抱え込んじゃダメ」

　くどくどとお説教するが、彼はなぜか嬉しそうな顔をしている。

「大丈夫。息抜きはしてる。それに最近、充実していて体調もいい。お前を弄るのがいいストレス発散になっているのかもな」

「……私は風間さんのおもちゃじゃないんですけど」

　楽しげに光るその目をじっとりと見て抗議したら、彼は私の顔を覗き込んできた。

「お前目が据わってる。もう眠くなってきたんじゃないか？」

「また話ごまかそうとしてる！　私はねえ、あんたのおもちゃじゃないの。そこらへんのことちゃんとわかってる？」

　風間さんのシャツを掴んで目と目を合わせると、彼は含み笑いをした。

「ちゃんと女だと思ってるよ。お前が気付いていないだけで」

　この顔。今も私を弄って楽しんでるじゃないの。

「嘘ばっかり。私のことなんて捨てゴマ程度にしか思ってないくせに」

　フンと鼻を鳴らせば、彼の目がキラリと光った。

「それは心外だな」

　突然ガシッと頭を掴まれて、風間さんに唇を奪われる。

「ちょ……風間!?」

　抗議しようと口を開けたら、彼の舌が入ってきて……。

　不意打ちのキス。あまりの衝撃にカッと目を見開いた。

　口の中が熱い。

　ううん、身体もカーッと熱くなって、なにも考えられなくなる。

　ブランデーのせいもあるかもしれないが、そのとろけるようなキスに頭もなんだかふわふわしてきた。

　目がトロンとしてきて、身体の力がガクッと抜ける。

　彼はキスを終わらせると、私の背中に腕を回した。

「これで俺がお前を女扱いしてるってわかったか？」

　ドヤ顔で聞いてくる彼。

「……エロ男爵」

　風間さんを罵るが、もうまぶたが重くて目を開けていられない。

　そんな私を優しく抱きしめて、彼は甘い声で告げた。

「俺のことだけ考えろ。そうすれば、悪夢も見ないでぐっすり眠れる」

　なにを馬鹿なことを……そう思ったが、睡魔が襲ってきてもう言葉にならなかった。










宿は彼と同部屋!?




「……きろ。紫ちゃん、起きろ」

　遠くで風間さんの声がする。

「嫌よ。……眠い」

　寝返りを打って布団を頭から被ったら、誰かに勢いよく布団を剥はがされた。

「寒っ!?」

　縮こまってブルブル震えながら目を開けると、スーツ姿の風間さんがいた。

「風間……さん？」

　ハッとしてベッドから起き上がる。

　なんで彼が……あっ、昨日泊めてもらったんだっけ？

　いつの間にベッドで寝てたんだろう？

　夜眠れなくて、リビングに行ってブランデー飲んで、それで、この人に……!?

　昨夜のキスのことを思い出して、ボッと火がついたように顔が熱くなる。

　あ～、顔合わせるのが滅茶苦茶気まずい。

　目を擦る振りをしながら風間さんから顔を背けると、彼は俺様な態度で告げた。

「二十分で用意しろ。七時にここを出る」

「え？　二十分！」

　風間さんの言葉に驚いてスマホの時刻表示を見れば、午前六時四十分。

「もっと早く起こしてよ！　そんな短い時間で準備できない」

　文句を言いながら慌ててベッドを抜け出したら、ズボンの裾を踏んで躓いた。

「ぎゃっ！」

　そのまま転びそうになる私の身体を彼がすかさず受け止める。

「俺が着替えを手伝おうか？」

　ニヤニヤした顔で言う彼。

「結構です！」

　ドンと風間さんの胸を押して全力で突っぱねて、バスルームに逃げ込んだ。

「朝からあの人は……もう！」

　毒づきながら顔を洗って、ササッと歯磨きをし、化粧を済ませる。

　ゲストルームに戻ると、もうそこに彼はいなかった。

　そのことに少し安堵する。

　あの人がいると、平静でいられない。

　昨日は黒沢さんのこともあって眠れないかと思ったけど、気付いたら朝だった。

　夢も見ずにぐっすり。

　ある意味、風間さんに振り回されてるお陰かも。彼といると余計なことを考える時間もない。

　用意してあったピンクのスーツに素早く着替え、荷物を玄関に運ぶと、風間さんも現れた。

「二十分ピッタリだな。そのスーツ、よく似合ってるじゃないか」

　この人に褒められても、からかわれてるって思う私は捻ひねくれているのだろうか。

　昨日のキスのこともあるし、素直に〝ありがとう〟と言えない。

「どうも」

　澄まし顔で返してチラリと風間さんに目を向けたら、彼は私が卒業旅行でプレゼントしたネクタイをしていた。

「風間さんもそのネクタイ似合ってますよ」

　上から目線で褒めると、彼もクスッと笑って「どうも」と私と同じように答えた。

　マンションを出て、風間さんが呼んでいたタクシーに乗り込み、東京駅に行き新幹線に乗った。

　グリーン車に乗ったせいか、車内は割と空いていて静か。当然のことながら彼と席が隣。なにを話していいかわからず緊張していたら、ギュルルッと私のお腹が鳴った。

　ぎゃ～、なんでこの人が隣にいる時に鳴るのよ～。

　慌てて強くお腹を押さえるが、絶対に聞かれたと思う。

　シートで小さくなる私を見て、彼はクスッと笑った。

「車内販売でなにか買おう」

　やっぱりお腹の音聞こえてた。

　あ～、恥ずかしい。

　すぐに車内販売のワゴンが来てサンドイッチを買って風間さんと一緒に食べるが、彼は食べ終わるとすぐにノートパソコンを広げて仕事を始めた。

「京都まで寝てていい。本当はもっと寝ていたかったんだろう？」

　パソコン画面を見ながら彼はそう勧めるが、私は断った。

「朝に弱いだけです。普通なら会社で働いてる時間ですよ。寝るなんて申し訳ないっていうか……」

「昨日倒れたんだし、寝とけ」

　ポンと私の頭を叩くと、風間さんは仕事モードになってキーボードをカチャカチャ叩く。

　彼が横で仕事をしているのに、寝るなんて無神経なことできないよ。

　私も会社のノートパソコンを持っていれば、メール見るんだけどな。

　ハーッと嘆息しながらスマホを取り出してビジネスマナーについてネット検索。

　ジッと記事を読んでいたが、しばらくすると眠くなってきた。

　寝ちゃいけない……って何度も抵抗したのに、結局睡魔に負けて眠ってしまったらしい。また、風間さんに起こされた。

「……ちゃん、紫ちゃん、もうすぐ京都に着く」

　身体を揺すられて目を開けた時、彼のスーツのジャケットが私にかけられていた。

　いつの間に寝ていたのだろう。

「あっ、ごめんなさい。これ、ありがとうございます」

　ひょっとしたら、朝も時間ギリギリまで寝かせてくれたのかもしれない。

　風間さんにジャケットを返すと、彼が私の頬に触れてきてドキッ。

「まつげついてる」

　彼は私の目を見て微笑むが、またキスされるんじゃないかと思って固まる。

　そんな私を風間さんは実に楽しげに眺めていて悔しかった。

　私がどう反応するかわかってやっているのだ。

　それから新幹線を降りて改札を出ると、関連会社の『風間プロパティーズ』の迎えが来ていた。

　午前中はその役員と打合わせをし、お昼は東ひがし山やまの老舗料亭で豆腐懐石を堪能。

　長谷川さんに言われた通り、私は風間さんの横でニコニコしているだけだった。

　大きな荷物は関連会社の人がホテルに届けてくれるということで、風間さんと一緒に料亭から歩いて次の目的地へ。

「あのう、次はどこに行くんです？　徒歩ってことは目的地が近いんですよね？」

　今回の出張、一応私は彼の秘書なのに詳細はなにも知らされていない。

「ある人の別荘だ。あと五分くらいで着く。桜並木が綺麗だな」

　私の質問に答えると、彼は桜の木に目を留めた。

　確かに、薄ピンクの桜に癒される。

　ひらひらと花びらが舞って幻想的な世界。

　しかも、美形の風間さんとマッチしているんだよね。花が似合う男ってなかなかいない。

　しばらく歩くと、竹林に囲まれた数す寄き屋や造りのお屋敷が見えてきた。

「ここだ」

　門の前でインターフォンを押すと、着物姿の五十代くらいの女性が出てきた。

　風間さんが名前を告げたら、門をくぐって庭園の方に案内される。

　どこかのお寺の庭園のように見事で、池があり、橋がかかっていてとても優美だ。

　東京の六りく義ぎ園えんくらいの広さはありそう。これが別荘ってかなりのお金持ちに違いない。いったいどんな人が所有しているのか。

　そんなことを考えながら庭園を歩いていたら、風間さんが池の鯉に餌をあげている和服姿の七十歳くらいの老人に声をかけた。

「鎌かま田たのおじさん、ご無沙汰しております」

　風間さんの声に反応してその老人が振り返った。

「おお。来たか。風間のボンも大きなったなあ。で、横にいるのが、お前さんの婚約者か？」

　老人はニコニコしながら私に目を向ける。

　この人……元総理大臣の鎌田孝こう蔵ぞうだ。

　元総理に会うなら会うって言ってよ。心の準備がまったくできてないんですけど。

「はい」

　風間さんは笑顔で頷き、早く挨拶しろと言わんばかりに私の腕を自分の肘でつついた。

「は、初めまして。真野紫と申します」

　つっかえながらもなんとか挨拶する。婚約者と紹介されても、風間さんを怒る余裕もない。今思うと、彼が服を用意してくれて正解だった。

　安物スーツで元総理に会うなんて絶対に無理だ。

「紫さんか。綺麗な名前やし、べっぴんさんや」

　鎌田元総理は人懐っこい笑顔で微笑んだ。

　総理だった時は強面の印象だったけど、仕事を離れれば優しいおじいちゃんなのかもしれない。

「いえ、そんな……」

　謙遜しながら作り笑いをする。

　風間さんの話では、毎年社長が桜の時期に招待されていたのだけど、今年は体調のこともあって彼が代わりに出席することになったらしい。

「今日はお嬢さんが来たから、よう晴れとるわ。それに、桜も見事に咲いたなあ。まあ、座りや」

　鎌田元総理は目の前の枝垂れ桜を見て微笑んだ。

　桜の前には茶席が用意されていて、風間さんと一緒に腰を下ろすと、抹茶と和菓子が運ばれてきた。

　和菓子を見て思わず笑みがこぼれる。

「わあ、綺麗」

　それは桜の形をした生菓子だった。

　桜を見ながら抹茶とお菓子をいただくとはなんて優雅なんだろう。

　しかも場所は京都。

　今年は就職した会社が買収されるわ、風間さんに勝手に秘書にされるわ……ゴタゴタ続きで、花見をする余裕もなかったよ。

「親父さんの具合はどうや？」

　鎌田元総理は和菓子を食べながら風間さんに目を向ける。

「年末に手術を受けましたが、経過は良好です」

「来年は親父さんと一緒に来たらええ。ひょっとしたら、ちっこいのが一緒かもしれんなあ」

　ハハッと鎌田元総理は豪快に笑うが、私は笑えなかった。

　ちっこいのって……赤ちゃんってこと？

　ない、ない、ありえない！

　ぎょっとする私を見て風間さんはおもしろそうに笑う。

「それは神のみぞ知る、ですけどね」

　ちょっと、その含みを持たせた言い方やめて！

　目で風間さんに抗議するが、また元総理がとんでもない発言をして顔から血の気が引いた。

「式の日取りが決まったら教えてな」

「はい、必ず」

　風間さんは何食わぬ顔で返事をする。

　この人は……なに約束してんのよー！

　嘘だってバレたらただじゃ済まないのに！　どういう心臓してんの。

　じっとりと風間さんを見て心の中で文句を言うが、彼は楽しそうに鎌田元総理と談笑している。

　それからひと通り庭園を見せてもらうと、祇ぎ園おんにある料亭で美味しい夕食をご馳走になった。

「今日はどうもありがとうございました」

　ペコリとお辞儀をして元総理にお礼を言えば、彼は優しく微笑んだ。

「美人に会えてこれであと二十年は長生きできそうや」

　元総理に挨拶して店の前で別れる。

「タクシーで宿に行くか？　それともどっか散策するか？」

　風間さんの質問にとびきりの笑顔で答えた。

「散策したいです！　京都って高校の修学旅行以来なんですよねえ」

　出張だけで終わるなんてもったいない。

「そう言えば、俺も修学旅行は京都だったな」

　彼は懐かしそうに言う。

「へえ、どこを回りました？」

「清きよ水みず寺でら、金きん閣かく寺じ、銀ぎん閣かく寺じ……あと二に条じょう城じょうとか」

「やっぱ清水寺は定番ですよね。この近くだとなにがあるんだろ」

　スマホを見て検索しようとしたら、風間さんが右側を指差した。

「あっちに行けば、八や坂さか神社と円まる山やま公園がある」

　人気観光名所じゃありませんか。

「どっちも行きたい」

　出張で来たことを忘れ、はしゃぐ私。

　風間さんより先にスタスタと歩いていくと、八坂神社の大きな朱色の門が見えてきた。桜の時期ということで、午後九時を過ぎても観光客で賑わっている。

　八坂神社といえば……縁結びの神様！

　まず手水舎ちょうずやで手を洗って本殿に参拝。

　どうか素敵な人に出会えますように。

　手を合わせて必死に祈るが、誰かの視線を強く感じた。

　顔を上げれば、横で風間さんがおもしろそうに私を見ていて、キッと睨みつける。

「なんですか？」

「俺というものがありながら、他の出会いを求めるのか？」

　芝居がかった口調でわざとがっかりした顔をする彼。

「あのですねえ、私は風間さんのものになった覚えはありません。元総理にも婚約者なんて言って、なに考えてるんですか！　あなたの遊びはいつまで続くんです？」

　腕を組んで彼を見据えたら、この人は口元に笑みを湛えて言った。

「俺はいつだって本気だが」

「はいはい、あなたは本気で私をからかって、本気でみんなを騙してる。あ～、ここって厄払いもできないかなあ」

　風間さんも黒沢さんも退治して、スッキリしたい。

　彼の軽口を適当にあしらい、参拝を済ませて円山公園に向かう。

　枝垂れ桜が有名だが、ライトアップされているせいか、凄い人。

　この人混みに引いてしまう。

　桜を近くで見ようとするも、もみくちゃにされ風間さんを見失った。

　まあ、後で合流すればいいか。

　近くにあったベンチに腰かけていたら、大学生くらいのふたり組の男の子に声をかけられた。

「お姉さん、会社帰り？　一緒に美味しいもの食べに行かない？」

「俺たちが奢るよ」

「いえ、結構です」

　きっぱり断るが、酒が入っているのかしつこく絡んでくる。

「そんなこと言わずにさあ、ひとりでいるより楽しいって」

「そうそう、俺たちと遊んでよ」

　ふたりに手を掴まれ、ベンチから無理矢理立たされた。

「ちょっと、離しなさいよ！」

　彼らの手を振り払おうとするも、力が強すぎてできない。

「警察呼ぶわ……!?」

「警察呼ぶわよ」と叫ぼうとしたら、風間さんが颯爽と現れて、彼らの手を思い切り捻り上げた。

「いてて」と男の子たちが呻く。

　風間さんを見てホッとしたのか、これで助かったと思った。

「俺の女になにをしていた？」

　風間さんは鋭い目でふたりを睨みつけた。

　いつもどこかひょうひょうとしている彼がこんな風に殺気を漲らせて怒るのを初めて見た。

　怒ると……怖い。

「な、な、なにもしてませーん」

　男の子たちはブルブル震えながら首を千切れそうなほど左右に何度も振る。

　風間さんがふたりの手を離すと、彼らは脱兎のごとく逃げ去った。

　流石、風間さん。武道の心得もあるようだし、普通の人では勝てないだろう。

　君たち相手が悪かったね。

　そんな彼らの後ろ姿を他人事のように見送っていたら、コツンと風間さんに頭を軽く叩かれた。

「いたっ！」

　とっさに頭を押さえて声をあげる私に、彼は保護者面で注意する。

「お前はひとりでスタスタ歩きすぎだ。もうちょっと警戒心を持て」

「私なにも悪くないですよ」

　どうして私が怒られるの？　納得いかない。

　反論したら、彼はハーッと溜め息交じりに言って私の手を掴んだ。

「その自覚のなさが問題なんだよ。本当にお前は小春より手がかかる。ほら、行くぞ」

　彼に手を掴まれるのはなんだか恥ずかしい。

「ちょっと、手を離してください。今度は風間さんを置いていかないであげますから」

　自分なりに譲歩したつもりだが、彼は手を離してくれない。

「ダメだ。この人混みだと見失う。またお前が変なのに絡まれたら厄介だ」

　そのまま風間さんに守られるように手を引かれ、枝垂れ桜の前まで行く。

　大きな木に桜が満開で見事だった。

「ライトアップされてるせいかな。妖艶な美しさっていうか……なんだか圧倒されちゃう」

　私の感想に風間さんは相槌を打った。

「昼間見た枝垂れ桜もよかったが、これは圧巻だな」

　公園を少し散策してからタクシーに乗って向かったのは、嵐あらし山やまにある木造の老舗旅館だった。

　見事な門構えの古い建物を見て、唖然とする私。

「あの……ビジネスホテルじゃないんですか？」

　普通、出張ってビジネスホテルのイメージなのに。

　風間さんに聞けば、彼はふっと微笑する。

「ここは親父の定宿」

　タクシーを降り、門を通り抜けて旅館の格子戸をくぐったら、ロビーに有名な文豪の書が飾られていた。どうやら文化人に愛された旅館のようだ。京都らしい気品と歴史の重みを感じる。

　受付で風間さんが記帳を済ませ、「こちらです」と宿の人に案内されたのはひと部屋だけだった。

　いやーな予感。

　もしかして部屋、風間さんと一緒なの？

　中に入ると、十二畳くらいの和室に布団がふた組敷かれている。

　それを見てぎょっとした。

　自分が風間さんに服を脱がされて抱かれる姿がパッと頭に浮かんで……。

「ここで……私も寝るんですか？」

　心臓が急にドキドキしてきた。

「見ればわかるだろ？」

　風間さんは平然とした顔で言うが、動揺せずにはいられない。

　この人に襲われたらどうしよう～。

　昨日の濃厚なキスが頭をよぎる。

「そ、そんなダメですよ。宿の人にもうひと部屋ないか聞いてきます」

　受付に行こうとしたら、彼に止められた。

「無駄だ。この繁忙期に他の部屋は空いてない」

　その言葉にガーンとショックを受けた。

「な、な、なにもしないですよね？」

　ひどく動揺しながら確認したら、彼は楽しげに私を弄る。

「それは、俺に抱いてほしいっていうアピールか？」

「違います！　いいですか、指一本でも触れたら、噛みつきますからね！」

　風間さんを指差して警告すると、彼はわざとらしく驚いてみせた。

「それは怖いな」

　その目が妖しく光っていて、身の危険を感じた。

　私……東京に無事に戻れるの!?










彼がいるから大丈夫




「いつまでそこに突っ立ってる？　奥に内風呂があるから入ってきたらいい」

　風間さんは前にも泊まったことがあるのか、部屋の奥にある扉を顎で示した。

「あ……はい」と返事をしつつも、やはり部屋が他にないのか気になってしまう。

　お風呂の前に電話で聞いてみよう。

　床の間の近くにある電話でフロントにかけ、「あの、部屋の空きって今日はないですか？」と確認する。

《申し訳ございません。今日は予約でいっぱいでして》

　宿の人の回答にがっくり肩を落とした。

「わかりました」

　本当に部屋ないんだ。風間さんと一緒の部屋……か。

　昨日も彼と一緒だったけど、部屋は別々だった。同じ部屋だと逃げ場がない。

　落ち込む私を風間さんは呆れた顔で見る。

「だから、言っただろ？　いい加減諦めて、早く風呂に入ってこい」

「覗きませんよね？」

　警戒しながら風間さんを見たら、彼は鼻で笑った。

「高校生じゃあるまいし、そんなことしない。俺はまだ仕事もあるから」

　風間さんはノートパソコンを出してメールをチェックする。

　確かに彼が風呂場を覗く姿は想像できないかも。

　もう風間さんは私には目を向けず、真剣な顔でパソコン画面を見ている。

　チラリと壁時計に目を向けると、時刻は十時過ぎだった。

　ひょっとして、土日もこんな風に仕事してるのかな？

　御曹司ってもっとお気楽に生きているのかと思ったけど、風間さんは違う。

「副社長だと一日にメールって何件来るんですか？」

　私の素朴な疑問に彼はメールを打ちながら答えた。

「五百通前後かな。もちろん、すべてに返事を出すわけじゃないが」

「五百……」

　彼の返答に絶句する私。

　スケジュールだって数カ月先まで詰まってるのに、毎日そんなに大量のメールを涼しげな顔で処理してるって……この人バケモンだ。

　今度からアンドロイド風間って呼んじゃおうかな。

「それは、ご苦労様です」

　皮肉ではなく、心からそう言って、「じゃあ、先にお風呂いただきます」と遠慮がちに声をかけ、奥の扉を開けた。

　右側がトイレ。左側がお風呂になっていて、ひのきのいい香りがする。

　四月でも夜は冷え込むけど、脱衣所は床暖房がきいていて暖かい。

　服を脱いで洗い場で身体を洗うと、ひのきのお風呂にゆっくりと浸かった。

　その香りに心も身体も癒される。

　温泉なのか、お湯にとろみがあって肌がつやつやするし、湯加減もちょうどいい。

「あ～、いい気持ち」

　ずっと京都にいたい気分だ。

　でも、明日は東京に戻る。

　そのことを考えると急に不安になった。

　私、ちゃんと家に帰れるかな？　黒沢さんは……また店にいるのだろうか？

　あ～、ダメだ、ダメ。考えるな。自分を追い込んじゃいけない。

　また過呼吸になっちゃう。もっと楽しいこと考えよう。

　京都の銘菓といえば……八やツ橋はし、阿あ闍じゃ梨り餅もち、あ～抹茶系のお菓子もいいね。

　時間があったら駅の売店で買いたい。

　そう言えば、今日いただいた抹茶美味しかったなあ。

　仕事に慣れたら、茶道を習うのもいいかも。今日、抹茶出された時、作法わかんなくて風間さんのやり方をチラチラ見ちゃった。

　本当に彼って完璧だよね。性格に難はあるけど。

　私なんかとは家柄が違うし、それに出来も違うけど、本人も風間の名に恥じないよう努力してる。

　今だって息抜きせずに仕事してるしね。

　だが、彼だって人間だ。ずっと働き続けていたら倒れてしまう。

　いつもちゃんと寝ているのかちょっと心配になる。

　お風呂から上がると、用意してあった浴衣を着て、髪を乾かし、部屋に戻った。

「風間さんもお風呂に入ってきたらどうです？」

　声をかけると、彼はパソコン画面から顔を上げた。

「ああ。浴衣似合ってるじゃないか。綺麗だ」

　トクンと心臓が高鳴る。

　別に深い意味もないのだろうけど、彼のような美形に言われると落ち着かない。

　それにジッと見ないでほしい。

「褒めてもなにも出ませんよ」

　照れ隠しにそんな言葉を口にしたら、彼はふっと笑った。

「あまりに色っぽくて抱きたくなるが、紫ちゃんは先に寝てていい。明日は六時半起床だ」

　抱きたくなるって……。

　彼の冗談だろうが、その発言にドギマギせずにはいられない。

「了解です」

　動揺しているのを悟られぬようわざとおどけて敬礼する。まだなにか言ってくるかと思ったのに、彼はパソコンを片付けて浴室に向かった。

「風間さんがお風呂に入っているうちに……」

　布団をひと組入り口の方に移動させた。

「これで彼に襲われたとしてもすぐに逃げられる」

　やはり、風間さんのすぐ隣で寝るのは抵抗がある。

　卒業旅行前に比べてだいぶ印象はよくなったけど、彼を全面的に信頼したわけでもないし、恋人でもないのに一緒に寝るのは無理がある。

　スマホのアラームをセットし、電気を補助灯だけにして部屋を暗くすると、布団に入った。

　お布団ふかふか。畳も新しくていい匂いがするし、気が休まる。

　畳で寝るのもいいなあ。日本人でよかった。

　目を閉じるが、風間さんと同室で気を張っているせいか眠れない。

　水でも飲もうかと起き上がろうとしたら、浴室の扉が開く音がした。

　あっ、風間さんが出てきた。布団を離したこと突っ込まれそうだ。

　面倒だから寝た振りをしよう。

　そう決めてギュッと目を閉じていたら、彼の声がした。

「紫ちゃん……寝たのか」

　彼がこちらに近付いてくる音がして、ハラハラした。

「こんなに布団離しても、抱きたくなったらいつでも抱けるのにな」

　クスッと笑みをこぼす風間さん。彼のとんでもない発言に私はかなり狼狽うろたえていた。

　ぎゃ～！　やっぱり襲われる～!?

　お願いだから、風間さんも変な気を起こさずさっさと寝てよ!?

　息を殺して彼の動きを警戒するが、ドッ、ドッ、ドッと鼓動が速まり息苦しくなってきた。

　ギュッと布団を掴んだその時、近くで彼の気配がして頭を撫でられた。

「おやすみ。なにも考えずに眠れ」

　この上なく優しいその声音に胸がキュンとなる。しばらくして、彼は私から離れていった。

　たぬき寝入りしてるのバレてたかな？

　でも、からかってはこなかった。

　あんな優しい声で『おやすみ』なんて……いったいどんな顔して言ったんだろう。

　風間さんってよくわからない。私で遊んでいるように見えて、いざって時には助けてくれたり……。

　彼は謎……だ。

　今日は八坂神社や円山公園を歩いて疲れていたのか、次第に眠くなって……。

　優しい闇が私を包み込んだ。




『やあ、紫ちゃん、久しぶりだね。ずっと会えなかったから心配したんだよ』

　黒沢さんが私の両手を掴んでベッドに組み敷く。

『嫌！　離して！』

　力一杯抵抗するが、彼の力が強くて逃れられない。

『なぜ俺から逃げようとするかな？　俺はこんなに紫ちゃんに優しくしてあげてるのに。俺の恋人なんだからもっと甘えてほしいな』

　黒沢さんの目が妖しく光る。

　このままだと彼に犯されると思った。

『黒沢さんは私の恋人なんかじゃない！』

　バタバタ暴れるも、彼に力でねじ伏せられる。

　どんなに抵抗しても力の差が歴然で、逃げられない。

『そんなこと言ってられるのも今だけだ。これから名実共に恋人になるんだから』

　黒沢さんの顔が迫ってきて、声を限りに叫んだ。

「嫌～！」

「紫ちゃん！」

　誰かの声が遠くで聞こえて身体を揺すられる。

「黒沢さん、離して！」

　黒沢さんから逃れようと激しくもがくと、ガバッと上体を起こされ、逞しい胸に抱きしめられた。

　怖くて必死に抵抗するが、風間さんの声が耳元でして……。

「紫ちゃん、目を開けろ！　黒沢なんていない」

　黒沢さんは……いない？

　風間さんの言葉にパチッと目を開けると、彼が真剣な顔で私を見つめている。

　暴れたせいか息苦しくて、肩を上下させながら呟いた。

「……夢？」

「ああ。ずっとうなされてた。大丈夫か？」

　風間さんが心配そうな顔で私の乱れた髪を直す。

　そんな彼の顔をボーッと見ながら、夢でよかったと思った。

「……黒沢さんに襲われるかと思った」

　あれが現実だったら……そう思うと恐怖を感じて身体が震え、風間さんの背中に腕を回してしがみつくように強く抱きついた。

　誰かに助けてほしかった。

「大丈夫。黒沢はいない」

　彼は私の耳元で優しく告げ、落ち着かせようとする。

「怖かった」

　目の前にいる風間さんに縋らずにはいられない。

「ああ、怖かったな」

　彼はそう相槌を打って、私の身体を包み込むようにギュッと抱く。

　伝わってくる風間さんの体温に気が少し安らいだ。

　しっかりしなきゃ。

　彼が言うように、ここには黒沢さんはいない。

〝もう大丈夫〟と彼に伝えようかとも思ったが、やはりこの温もりから離れるのが怖かった。

　彼がそばにいれば安心できる。

「風間さん……しばらくこのままでいい？」

　自分でもおかしなことを言ってるってわかっていたが、ひとりじゃないと思いたかった。

「それでお前が安心するなら」

　風間さんは温かい目で微笑む。

　それからどれくらい時間が経ったのだろう。

　十分？　二十分？

「そろそろ寝よう」

　不意に風間さんが私の目を見つめながら言った。

「今……何時かな？」

　まだ辺りは暗い。

　私の質問に彼は近くに置いてあった私のスマホを見て答えた。

「午前二時過ぎだ。まだ起きるには早い」

　二時過ぎなんだ。

「起こしちゃって……すみません」

　風間さんの睡眠邪魔しちゃった。ただでさえ睡眠時間短いだろうに。

　謝る私の身体を彼はトンと押して布団に寝かせる。

「いいから寝ろ。黒沢はいない。今度お前の夢に出てきたら、俺が殴ってやるよ」

　茶目っ気たっぷりに言う風間さんの言葉に小さく笑った。

　彼なら誰にも負けないって思う。

「それは頼もしいですね」

「だから安心して寝ろ」

　そう言って彼は私の身体に布団をかける。

「はい」

　正直……また黒沢さんの夢を見るんじゃないかと思って怖かった。

　でも、風間さんが私を守るように抱きしめてくれて、それで身体の緊張が取れたらしい。段々眠くなってきた。

　それに、彼が私の頭を撫でてくれていてとても安心する。

　風間さんがいるから大丈夫。彼のそばにいれば安全。

　彼なら黒沢さんから守って……くれる。

　しばらくすると身体の力がスーッと抜けて、気付いたら朝になっていた。










彼はやっぱり嫌な奴？




「次は終点東京～」

　新幹線の車内アナウンスを聞いて気が重くなる。

　次の日の夕方、私と風間さんは関連会社の視察を終え、帰りの新幹線に乗った。

　京都駅で和菓子を買って新幹線に乗ったまではよかったのだけど、名な古ご屋やを過ぎたあたりから、身体が徐々に緊張してきた。

　京都出張があったから黒沢さんから逃げていられたけど、結局これから自分の家に帰るのだ。問題を先延ばしにしていただけでなにも解決していない。

　もう逃げられない。家に帰りたくないな。

　できればずっと京都にいて現実を忘れたかった。

　姉のようにひとり暮らしができたらいいのに。

　でも、引っ越したアパートに黒沢さんが現れたらどうするの？

　私にはもう逃げ道なんてどこにもない。

　このまま黒沢さんに追い詰められて、しまいには結婚させられるのだろうか？

　そんなの……絶対に嫌。

「……ちゃん、紫ちゃん」

　風間さんに名前を呼ばれてハッとする。

「え？　なんですか？」

　とっさに笑顔を作るが、どうしても顔が引きつった。

「降りるぞ」

　すでに風間さんは私のキャリーバッグも持っていて席を立っている。

「あ……はい」

　慌てて私も席を立って新幹線を降りると、駅を出て風間さんと一緒にタクシーに乗った。私の家に先に向かうことになったのだけど、もう彼と話をする余裕なんてない。運命の時が近付いてきている。

　もし黒沢さんがいたらどうしよう。

　自宅周辺の景色が目に映ると、息苦しさを感じた。

　これは……マズい。また過呼吸になりそう。

　そう思った時、隣に座っていた風間さんが私の手をギュッと握ってきた。

「大丈夫だ。黒沢がいたとしても俺が守ってやる」

　その言葉と彼の温かな手に心が救われた。

「はい」

　彼の手を握り返して、小さく返事をする。

　家族は私の状況をわかってくれない。今、私の味方は風間さんだけ。

　タクシーが自宅兼喫茶店の前で停車する。

　黒沢さんの車があるかと思っていたけど、ラッキーなことに彼はいないようだ。

　これなら安心して帰れる。

「風間さん、送ってくれてありがとうございます。黒沢さんはいないみたいだし、私ひとりで大丈夫です」

　明るく笑って見せるが、私がタクシーを降りると、彼はタクシーの運転手に「少し待っててください」と声をかけた。

「あの……本当に平気ですから」

　風間さんを気遣ってそう主張するが、彼もタクシーを降りる。

「そんな青白い顔で言われても全然説得力がない」

　彼は私の手を引いて店の方のドアを開けた。

「あっ、キャリーバッグがまだタクシーのトランクの中に！」

　ドアの前で立ち止まるも、風間さんはクールな顔で「必要ない」と私の手を引いて店に入る。

　必要ないってどういうこと？

　彼に説明を求めようとしたら、父と母が私に気付いた。

「紫、お帰り～」

「紫、京都に出張だったんでしょう？　そちらの方は？」

　母の質問に答えようとしたその時、風間さんが両親のもとまで行き、私の手を離して紳士スマイルで挨拶した。

「はじめまして。紫さんとお付き合いさせていただいている風間恭一と申します」

　彼の言葉に驚き、目を丸くする私。

　ちょっ……風間さん、私の両親にまで大嘘つかないで！

　彼のスーツの袖を掴み、顔を青くして目で猛抗議する。

　だが、風間さんはしれっとした顔で微笑んだ。その目を見てなにか魂こん胆たんがあると感じてしまうのは、彼のことがわかってきた証拠だろうか。

「風間って……ひょっとして今、紫が働いている会社の？」

　母がビックリした様子で風間さんをまじまじと見た。

「はい。僕は風間コーポレーションの副社長をしています」

　スーツの内ポケットから名刺入れを取り出し、名刺を母に渡す風間さん。

「紫とお付き合いしているのは本当なんですか？」

　風間さんの名刺を凝視している母に代わって今度はキツネにつままれたような顔をしている父が彼に質問した。

　黒沢さんと私が付き合ってるって思っていたのに急に風間さんが現れたものだから、父も母も相当動揺している。

　この場を支配しているのは風間さんだ。

　彼は口元に笑みを湛え、なに食わぬ顔で嘘をつく。

「紫さんとは結婚を前提に真剣にお付き合いしていますし、父も彼女との交際に賛成してくれています。紫さんが、僕の家に同居することを認めていただけないでしょうか？　仕事でも僕を支えてくれていますし、どうしても彼女が必要なんです」

　どうしてこうもスラスラ嘘がつけるのだろう。怒りを通り越して感心してしまう。

　半ば放心状態だった両親は、風間さんの魅力に完全にやられてしまって笑顔で返答した。

「娘をよろしくお願いします」

　口を揃えて言う父と母を見て、私は呆気に取られた。

　そんな簡単に娘を渡していいの？

　普通の親は同居はちょっと……とか言って許可しないと思うんだけど。

　うちの親は娘の交際についてはかなり寛大らしい。

　まあ、自由奔放なお姉ちゃんにもあまり説教はしないもんね。

　両親は風間さんがいるからか、黒沢さんのことは一切口にしない。

　それから、母と一緒に私の部屋に行って大きなスーツケースに数日分の着替えと化粧品を詰め込むと、母に言われた。

「今は風間さんとお付き合いしてるのね。紫はなにも言わないから困っちゃうわ」

　母はふふっと笑うが、私は母のその言葉に少しイラッとした。

　今は……って、過去に誰とも私は交際なんかしていないよ。

　だが、ここで訂正しても疲れるだけ。

　風間さんのことだって嘘だけど、彼は私が黒沢さんと会わずに済むよう逃げ道を作ってくれた。ここは風間さんの作戦に乗ろう。黒沢さんがうちの店に通い続ける限り、この家には帰りたくない。

　今だってこうしている間にも黒沢さんが来るんじゃないかってビクビクしている。

「黒沢さん、紫が帰ってくるちょっと前までいたのよ。風間さんとお付き合いしているなら、そのこと黒沢さんにもちゃんと言いなさいよ。彼、今も紫と結婚するつもりでいるわよ」

　母の言葉に固まった。

　やっぱり今日も来たのか。うちにいるのは危険だ。

「……紫、聞いてるの？」

　母が私に煩く言ってきて、つい声を荒らげた。

「黒沢さん、黒沢さん……って、もういい加減にして！　彼はお姉ちゃんの元カレであって、私とはなんの関係もない！」

　私の反論に母がポカンとした顔をする。

　いけない。少し強く言いすぎた。

「ごめん。とにかく、黒沢さんは私の元カレでもなんでもないから」

　今度は小声で言って、スーツケースを持って店に戻ったら、風間さんが気遣わしげに私を見た。

「大丈夫か？」

　多分、私の声が彼にも聞こえていたのだろう。

　近くにいる父も、少し気まずそうな顔をしている。

「……はい。大丈夫です。ちょっと神経過敏になってただけ」

　苦笑いしながらそう言い訳すると、再び風間さんと待たせていたタクシーに乗り込んだ。

　両親も見送りに出てきて、タクシーが発進してもしばらく手を振っていた。

　とりあえず、これで両親は私が黒沢さんと交際していると思わなくなる。これは黒沢さんから逃れる大きな一歩だ。

　タクシーは風間さんのマンションの前で停車し、彼の部屋に入るが、また別の意味で緊張してきた。

　一昨日ここに来た時は、精神的にボロボロであまり風間さんを意識しなかった。

　なにも考えずにここに来てしまったけど、ビジネスホテルとかに泊まるという手もある。

　玄関で靴を脱ぐ風間さんに目を向けた。

「私……やっぱりホテルに泊まります。風間さんにも迷惑かけちゃうし」

「ホテルだってただで泊まれるわけじゃない。お金はあるのか？　それに黒沢に跡をつけられて襲われたらどうする？」

　彼に聞き返されて「それは……」と返答に困った。

　ホテルは数日くらいなら泊まれるけど、黒沢さんの方は自分だけではもう対処できない。

　少し考えればわかることなのに、私……冷静な判断ができなくなってる。

　風間さんから視線を逸らしてジッと自分の手を見つめていたら、彼が私の肩にポンと手を置いた。

「紫ちゃん、俺は迷惑だなんて思っていない。部屋は余ってるし、気を遣う必要はない。それに、お前がうちにいてくれた方が俺の方も都合がいいんだ」

「都合がいい？」

「俺の両親にお前が本当の恋人だってアピールになる」

　少し楽しげにふっと微笑する彼をじっとりと見た。

「嘘をつくと胸が痛いんですけど……」

　いずれ時が来たら恋人の振りをしていただけだって言わなければならない。

「だったら本当にするか？」

　風間さんの顔が目の前に迫ってきてドキッとした。

　からかっているような口調なのに、その目はまっすぐに私を見つめていて、彼がなにを考えているのかわからず狼狽えてしまう。

「じょ、冗談でしょう？」

　後ろに仰け反りながら問えば、彼は曖昧に微笑んだ。

「さあ、どうだろうな」

「もう！　人を馬鹿にして！」

　ムッとして彼の胸をドンと叩くと、靴を脱いで家に上がった。

　風間さんはハハッと笑い、私のスーツケースを一昨日私が寝た部屋に運ぶ。

「お前の部屋は、前に使ってくれたこの部屋だ」

「ありがとうございます」

　仏頂面で形ばかりの礼を言ったら、彼は私の頬に触れた。

「まずはシャワーでも浴びて着替えろよ。ひどく疲れた顔をしてる」

　触れられた頬が熱い。

　この人といると心をかき乱される。自分が自分でなくなりそう。

「それはどうも！」

　彼の手を振り払って、ドアを閉めて、ベッドに突っ伏した。

　黒沢さんから逃げられたのはよかったが、私はもっと危険な状況にいるのではないだろうか？

　黒沢さんと違って風間さんはいやらしい目で私を見ないし、隣で寝ても私を襲うことはなかったけど、キスはする。厄介なのは、私が彼のキスを嫌だと思わないことだ。

　それに、風間さんといるとドキドキが止まらない。彼に見つめられると、平静ではいられないのだ。

　多分、今まで私の近くにあんなハイスペックな人間がいなかったからだわ。

　あんな美形で有能な御曹司が近くにいたら、誰だって緊張するに決まってる。

　強引にそう結論づけ、シャワーを浴びて、家から持ってきたパジャマに着替えた。

「そう言えば、洗濯物。スーツはクリーニングに出すとして、下着やブラウスなんかは自分で洗濯したい」

　洗濯物をビニール袋に入れ、部屋を出てこの家の家主を探せば、彼はリビングで誰かとスマホで話していた。

　音を立てないようにリビングのドアを開けて中に入ると、彼と目が合った。

　彼もシャワーを浴びたのかダークグレーの部屋着に着替えてリラックスムード。

　物音を立てないようにして窓辺に行き、外の夜景を眺める。東京タワーが見えてとても綺麗だ。

　ジッと見ていると心が癒されて、嫌な現実を少し忘れる。

　街の灯りが宝石のようにキラキラ輝いて、自分が夜の闇の中に溶けていくような感じがした。

「ああ。明日は予定通り出社する。じゃあ」

　風間さんが電話を終わらせて、私の方にやってきた。

「今の電話、長谷川さんですか？」

　私の質問に彼は小さく頷いた。

「ああ。業務連絡。うちの夜景はお気に召しましたか、お嬢様？」

　風間さんが執事口調で聞いてくるので、思わず笑ってしまった。

「はい、とっても。毎日こんな素敵な夜景が見られていいですね」

　前回来た時は気付かなかったな。

「そうだな。疲れて帰ってきた時に夜景を見ると、心がリラックスする。その袋は？」

　風間さんが私の持っているビニール袋に目をやる。

「あっ、これ洗濯物なんですけど、洗濯機貸してくれませんか？　風間さんのもあればついでに洗いますけど」

　私なりに気を利かせたつもりなのだけど、彼は小さく頭を振る。

「俺は特にない。スーツとシャツはクリーニングに出すし、下着は使い捨てだから」

　使い捨て？　紙オムツとかならわかるけど、下着だよ？

「え？　下着は一回使用したら捨てちゃうんですか？」

　風間さんの発言にビックリして思わず聞き返した。

　だが、驚いたのは私だけではないらしい。

「捨てないのか？」

　彼がまじまじと私を見て、意外そうな顔をする。

　……ああ。これが庶民とセレブ様の差なのね。下着だって洋服と同じように結構な値段がするのに。

「普通は洗ってまた使うんです。風間さんも下着を洗って使ってください……なんて言いませんけど、もっと庶民の生活を知っておいた方がいいと思いますよ」

　私がそうアドバイスすると、彼は楽しげに目を光らせた。

「そうだな。だったら、お前に教えてもらうしかない。先生、よろしく頼むよ」

「そんな呼び方されると気持ちが悪いです」

　スーッと目を細めて文句を言ったら、彼はどこか嬉しそうに笑った。

「俺は遠慮なくものを言う紫ちゃんが気に入ってるよ」

　あまりに甘い目をして私を見るものだから、胸がキュンとなる。

　落ち着け、私。風間さんの言葉にも、この目にも深い意味はないのよ。

　とびきりのハンサムだからって見惚れるな。

　サッと彼から視線を逸らして話題をもとに戻した。

「私を煽おだてても無駄ですよ。で、洗濯機貸してください」

　なるべく素っ気なく言ったつもりなのだけど、風間さんは気を悪くした様子もなく私を洗面所に案内する。

「洗濯機は自由に使ってくれていい。このボタンを押せば乾燥までできるから」

「うーん、乾燥までしちゃうと下着の生地が傷みそう。どっかに干すとこないですか？」

　でもこんな高層マンション、外に干せるんだろうか？

　物干し竿があるイメージがないし、洗濯物が風で飛んでいったらそのままどこか空へ舞っていきそう。

「だったら、浴室乾燥を使えばいい」

　風間さんが隣のバスルームのドアを指差す。

「浴室で乾かすんだ」

　彼の返答にちょっとしたカルチャーショックを受け、苦笑い。

　うちは古いから床暖房も浴室乾燥もないけど、セレブの生活って違うんだ。

　洗濯を済ませ、自分の寝室に戻ろうとも思ったけど、リビングに行ってとりあえずソファに座った。

　時刻は午後十一時過ぎ。

　座ったはいいが、自分の家じゃないのでどう過ごしていいのかわからない。

　落ち着かなくて周囲をキョロキョロ見回した。

　天井は透明ガラスのシーリングライトでシックでお洒落。ラグマットはライトグレーでふかふか。

　風間さんが引っ越して間もないせいか、部屋には大きなテレビがあるだけで、植木やインテリア雑貨は置いていない。

　家具は高級そうだけど、部屋自体は凄くシンプルだ。

「なにか飲むか？」

　彼がキッチンから声をかける。

「お酒はいらないです。ハーブティーみたいなのあります？」

　ソファから立ち上がり、キッチンに行くと、風間さんが棚を開けた。

「確か母親が紅茶とか置いてったな。ルイボスティーとかカモミールティーがあるが」

「あっ、ルイボスティーがいいです」

　風間さんが棚から出したルイボスティーの箱を指差す。

「俺が淹れるから紫ちゃんは座ってろ」

「いいですよ。居候ですもん。自分のことは自分でやります。それにカップの場所とか知っておきたいので」

「了解」

　彼にポットやカップの場所を聞いてお茶を淹れるが、一緒にキッチンにいるのがなんだか変な感じがした。

　数カ月前はただの小春の従兄で、大学でも目立つ存在で、直接会話するのも難しい相手だった。

　大企業の御曹司だし、遠い世界の人だったはずなのに、今私は彼の家にいて、お茶を淹れている。

　クスッと笑ったら、風間さんが不思議そうに私を見た。

「なにがおもしろい？」

「今、風間さんといるのがおかしくって。風間さんの家にお邪魔することなんて絶対ないと思ってたのに。人生なにが起こるかわからないですね」

　彼に理由を説明したら、クールに返された。

「俺は特に驚かない。お前は小春の友人だからな」

「でも、私はどこかの社長令嬢とかじゃないし、実を言うと、小春に風間さんを紹介された時、凄く警戒してたんですよね。お前みたいな奴、小春の友達として相応しくないって言われるんじゃないかって」

　普段から思っていたことを正直に話したら、彼もある暴露話をした。

「俺も実を言うと、小春の友人についてはずっと身辺調査をしてきたが、紫ちゃんに対してはしなかった」

「どうして？」

　美形でリッチなビジネスマンの風間さんは、うちの大学のＯＢで学園祭にもちょくちょく顔を出していたから、女子学生の間で騒がれていて、彼目当てで小春に近付く女の子は結構いた。だから、私のことも調べていても驚かない。

　小春を守るためなら当然だと思う。

「お前が俺を毛嫌いしていたからだ。普通、小春に近付く奴は、俺や長谷川を狙ってくるんだが、お前はとことん俺たちを避けてただろう。卒業旅行についていくことになった時、あからさまに嫌な顔をしていたじゃないか。だから、逆に信用できると思った」

　うわあ、避けてたの気付かれてたんだ。

　偏見の目で風間さんを見ていて申し訳ないことしちゃったな。

「ごめんなさい。黒沢さんのこともあって、御曹司とかにいいイメージを持てなかったんです」

　心から反省して謝ったら、彼が私の頬に触れてきた。

「ふーん、じゃあ今はどう思ってる？」

　急に親密な空気に変わり、心臓がトクンと跳ねる。

「今は……今は意外にいい人……きゃっ！」

　あまりに動揺してポットに手が当たり、ジュッと手の甲の皮膚が焼けるような感じがした。

「痛い！」

　顔をしかめて声をあげる私の手を風間さんが「紫ちゃん！」と血相を変えて掴み、水道水で冷やす。

「紫ちゃんはそそっかしいよな。見てるこっちがヒヤッとする」

「……ごめんなさい」

　風間さんの質問に狼狽えた……なんて言えなかった。それを言ったら、彼を意識してるって告白しているようなものだ。

　彼を直視できず、火傷した手を見つめながら謝る。

　十五分くらい流水で患部を冷やした後、彼が救急箱を持ってきて丁寧に軟膏を塗ってくれた。

「そんなにひどい火傷じゃないと思うが、明日の朝も痛むようなら病院へ行こう」

「ありがとうございます。でも、皮とかめくれてないから、大丈夫だと」

　あまり気を遣わせたくなくてそう返答したら、風間さんは少し厳しい顔になる。

「その判断は俺がする」

「ちょっと、何様のつもり！」

　ついカッとなって語気を強めて抗議したら、彼は悪魔のように微笑んだ。

「お前の上司でこの家のご主人様だ」

　前言撤回。あんたはやっぱり嫌な奴よ！　このエゴイスト！

　風間さんをじっとりと見て、心の中で罵った。




「朝ご飯、焼き魚と玉子焼きとかでいいですか？」

　次の日の朝、冷蔵庫の中を見ながらキッチンにやってきた風間さんに話しかけたら、彼に腕を掴まれた。

「朝食の前にお前の診察だ」

　彼の有無を言わせぬ態度にハハッと苦笑いしながらも、仕方なく従う。

「医者じゃないんだから」

　昨夜はムカついて腹を立ててしまったけれど、少し冷静になって考えて今は彼の優しさなんだと理解している。

　朝から私の火傷のことを気にしてるんだもの。そんな人、今までいなかった。

「もう赤みは引いたみたいだな」

　真剣な顔で私の手の甲を見た風間さんがホッとした顔をした。

「痛みもないし、全然平気です。風間さんって心配性ですよね」

　まるで母親みたいだ。

　多分、兄のように小春のことを世話してきたから面倒見がいいのだろう。

「女の子なんだから痕が残ったりしたら大変だろ？　すぐに治ってよかったが、ちょっと残念でもある」

　私の目を見てクスッと笑うと、彼は私の手を離す。

「どうして？」

　小首を傾げて聞き返したら、風間さんは楽しげに目を光らせた。

「お前がまだ痛がってたら、着替えとか手伝えるからだよ」

　彼の軽口に呆れた。

「絶対に風間さんに着替えを手伝わせることなんてないから、安心してください」

　まさか彼がそんなくだらない発言をするとは思わなかった。

　彼も普通の男だったんだ。

「遠慮しなくていいのにな」

　ふっと微笑する風間さんをスーッと目を細めて見る。

「全力で遠慮します。小春にもそんなこと言ってるんですか？」

「小春に言ってどうする？　妹同然の小春に言ったらただの変態だ」

　真顔で答える風間さんがなんだかおかしい。

　こんな彼を小春も知らないのかな。

「いや、私に言っても充分変態ですよ」

　わざと怒った顔をするが、どうしても口元が緩んだ。

　ふたりでそんなやり取りをしながら一緒に朝食を作って、六人掛けのダイニングテーブルに座って食べる。

　その後皿を食洗機に入れて片付けを済ますと、テーブルの上に置いておいたスマホがブルブルと震えた。

　画面を見たら、知らない番号からの着信。出ないつもりだったのだけど、スマホを持った時に誤って通話ボタンに触れてしまう。

　あっ、押しちゃった！　変なセールスの電話だったら嫌だな。

　スマホを恐る恐る耳に当てると、よく知った声が聞こえてきた。

《俺から逃げられると思うなよ》

　それは黒沢さんの声。慌ててボタンを押して電話を切る。

　電話が鳴るまでずっと黒沢さんのことを考えずにいられたのに、一気に現実に戻された。恐怖で身体が震える。

　私の携帯の番号、彼に教えてなかったのにな。

　きっとお姉ちゃんが教えたのだろう。

「紫ちゃん？　早くしないともう迎えの車が来るぞ」

　風間さんに声をかけられてビクッとする。

　落ち着け。風間さんの家にいるんだもん。黒沢さんが私に近付けるわけがない。

　大丈夫。そう、大丈夫だよ。

「あっ、ごめんなさい。今、行きます」

　とっさに笑顔を作って返事をするが、彼は心配そうに私の顔を覗き込む。

「お前、顔色悪い。具合でも悪いのか？」

「ち、違います。あの……その……スマホで占いを見てたら、今日の魚座の運勢が最悪で、それで……あの……がっかりしちゃったんです」

　必死に言い訳してごまかしたら、風間さんは「占いなんて信じるだけ無駄だ」と私の頭をポンと叩いた。

　どうやら私の言うことを信じたらしい。黒沢さんのことは言えなかった。

　だって、これ以上風間さんに心配をかけたくなかったから。










変化する私と彼の関係




「わー、凄くかわいい～！」

　大きな水槽に張りつくようにしてイルカを眺める私。

　そんな私の横で小春もはしゃぐ。

「ホントかわいいね～！　水族館に来てよかった！」

「そんなに喜んでくれるなら、こっちも連れてきた甲斐があったよ」

　風間さんが私の隣で温かい目をして微笑めば、長谷川さんも小春の横で優しく目を細める。

「うん。水族館貸し切りにして正解だったね」

　そう、長谷川さんがコネを使って夕方から水族館を貸し切りにしてくれたのだ。

　風間さんの家に引っ越してから早いものでもう三週間が経った。

　黒沢さんから変な電話はかかってきたけど、電話もその一回きりで、彼も私の前には現れていない。

　今は平穏な日々。

　ゴールデンウイークがやってきて、卒業旅行をしたメンバー四人で伊い豆ずに来ている。

　なぜ伊豆かというと、前に私が温泉でのんびりしたいと言ったのを風間さんと長谷川さんが覚えていたから。

　風間さんが『ゴールデンウイークは空けておけ』って言うからてっきり仕事でも入ったのかと思ったけど、伊豆に連れてきてもらえたからビックリ。

　普通ならゴールデンウイークで水族館は激混みのはずなのに、そこはセレブ様の特権のお陰で、こうしてのんびり楽しませてもらってる。

　水族館に来るのも久しぶりで、とっても嬉しい。

「餌やりもできるみたいだから、やってみよう」

　穏やかに微笑む長谷川さんの案内で、イルカのショーが行われるプールに向かう。

　すると、飼育員のお姉さんが笑顔で出迎えてくれた。

　年は私と同じくらいで、小柄だ。

「長谷川様、お待ちしていました。今日は楽しんでいってください」

　飼育員のお姉さんは明るい笑顔で挨拶する。

　私たちも「よろしくお願いします」と頭を下げて挨拶を返した。

　プールでは、美しい夕日に照らされ、イルカが元気よく泳いでいる。

　プールサイドには、銀色のボウルがふたつ置いてあって、中には魚の切り身がたくさん入っていた。

　お姉さんが首にぶら下げていたホイッスルを鳴らすと、イルカが二頭こちらにやってきて顔を見せる。

「二頭ともバンドウイルカで右のイルカがオスでオルガ。左がメスでスミレです」

　イルカの愛くるしい顔に私も小春もメロメロ。

「あまりにかわいくて、家に持って帰りたくなるね」

　小春の言葉に大きく頷く。

「ホント。見てるだけで癒される～」

　イルカを見て喜ぶ私と小春を風間さんと長谷川さんが保護者のような優しい目で見ている。

「では、オルガとスミレにジャンプしてもらいましょうか。こう手を上にあげます」

　飼育員のお姉さんが手をサッと上げたその時、イルカたちが一斉に泳ぎ出し、プールの中央で大きくジャンプした。

　見ていた私たちは、その演技に思わず「おおっ！」と歓声をあげた。

　イルカたちが戻ってきて、お姉さんが餌をやる。

「では、ふたりずつやってみましょう」

「紫ちゃんと小春が先でいい」

　風間さんにそう言われて、飼育員さんを真似てイルカに合図を送ったら、二頭とも上手にジャンプした。

「賢いね！　私でもできた～！」

　大喜びすれば、小春が後ろにいる風間さんと長谷川さんに「今の写真撮ってくれた？」と確認する。

　私たちの保護者兼お目付役のようなふたりは、にこやかに頷いた。

「バッチリだ」

「うん、綺麗に撮れたよ」

　四人の旅行だと写真もたくさん撮ってもらえる。

　前回卒業旅行に行った時も、小春が写真のデータをたくさん送ってくれた。

　小春とツーショットの写真もたくさんあって、カメラマンとしての彼らの働きに感謝だ。

　ふたりで旅行していたら、ツーショットの写真などなかなか撮れなかっただろう。

　イルカに恐る恐る餌をあげたが、うまく食べてくれた。

「次はオルガとスミレにキスしてもらいましょう」

　また飼育員さんの合図を真似て、頬をイルカの方に向ければ、イルカの口先がトンと勢いよく当たった。

　キスというよりは頭突きに近い感じ。

　でもかわいいからもうイルカと触れ合えるだけで嬉しい。

　前屈みで餌をあげるが、よろけてしまって……。

「キャッ！」

　プールの水が目の前に迫ってきて落ちるかと思ったのだが、ガシッと逞しい腕が私の腰に回され、そのまま誰かの胸に抱き寄せられた。

　私の背後にいたのは風間さんだ。

　でも、最近一緒に住んでいるせいか、もう気配や感触で彼だとわかってしまう。

「危なっかしい奴だな」

　彼にやんわりと注意され、狼狽えながら謝った。

「ご、ごめんなさい。つい興奮しちゃって」

「プールに落ちて風邪引くなよ」

「はい。肝に銘じます」

　そんな私と風間さんのやり取りを見ていた小春が無邪気に微笑む。

「ふたりとも凄く仲よくなったね」

「うん、確かに。卒業旅行した時は、紫ちゃん滅茶苦茶恭一を警戒してたけど、今は恋人に見えるよ」

　長谷川さんの発言に顔の熱が一気に上がる。

「恋人じゃありません！　ほら、風間さんも否定してよ！」

　全力で異議を唱えて風間さんの方を振り返ったら、彼は私の目を見て悪戯っぽく目を光らせた。

「もう恋人みたいなものだろ」

「ちょっと風間さん、悪ノリしないで」

　キッと彼を睨むと、飼育員さんに笑われた。

「皆さん仲がいいですね」

　あっ、飼育員さんの存在を忘れてました。ごめんなさい。

　みっともないところを見せてしまい反省する私。

　その後、お目付役の風間さんと長谷川さんもイルカと触れ合うと、水族館の中を見て回り、今日泊まる旅館に車で向かった。

　三十分ほどで到着した旅館は、断崖絶壁の上に建っていて、木造で白塗りの壁に囲まれている。

　もう午後七時を回っていて外は暗い。

　宿の女将さんや仲居さんたちに出迎えられ、最上階の三階の部屋に通された。

　部屋はふたつ予約してあって、女性陣が桔梗の間で男性陣が紅葉の間だ。部屋は隣り合っているから、行き来しやすい。

　靴を脱いで部屋に入ると、お香の甘い香りがした。

「うーん、いい匂い」

　部屋は十畳の和室がふた間とトイレに露天風呂がついている。

　和室の開放的な大きな窓からは広い海が見えて、微かに潮騒の音が聞こえた。

　露天風呂からも海が望めて眺めはよさそう。

　京都で泊まった宿もよかったけど、ここも風情があっていい。

「素敵な部屋だね」

　海を眺めながら小春に笑顔で言ったら、彼女も微笑み返した。

「うん。なんだか卒業旅行の続きみたいで楽しいね」

　仲居さんが淹れてくれたお茶を飲んでひと息つく。

「食事はお隣の部屋で七時半にお持ちします」

　そう告げて仲居さんは部屋を退出した。

「七時半ならもうすぐだね。恭一くんたちの部屋に行こうか」

　小春がチラリと腕時計を見て、すぐに私に目を向けた。

「そうだね」

　彼女の言葉に頷いて、男性陣の部屋に行く。

　コンコンとノックすると、長谷川さんが優しい笑顔で出迎えてくれた。

　もう彼は浴衣に着替えていてリラックスムード。

「いらっしゃい」

　長谷川さんの浴衣姿を見て小春の目はハートになっている。

　そういえばこのふたり、仕事が忙しいこともあって全然進展していないような気もするのだけど、実際はどうなんだろう。

　小春、たまに長谷川さんと目が合うとボッと火がついたように真っ赤になることがあるんだよね。この旅行でうまくいくといいな。

「お邪魔しまーす」

　小春とニコニコしながら部屋に上がったら、風間さんがノートパソコンを広げて仕事をしていた。

「旅行に来ても仕事ですか？」

　少し咎めるように言う私に、彼はクールな顔で「海外はゴールデンウイークなんて関係ないからな」と答える。

　確かにそうなんだけど、いつリラックスするのよ。

　土日だって数時間は書斎で仕事してるし、彼の体調が心配になる。

「そんなんじゃあ、いつか倒れますよ」

「大丈夫だ。ちゃんとお前で息抜きしてるから」

　風間さんはパソコンをわきに置き、私を見て悪戯っぽく笑った。

「あのですねえ、私はあなたのおもちゃじゃ……!?」

　文句を言おうとしたら、ノックの音がして仲居さんが入ってきた。

「お食事をお持ちしました」

　座卓に金きん目め鯛だいの煮付け、黒毛和牛のステーキ、刺身の舟盛り、鮑あわびの酒蒸しといった豪華な料理が並ぶ。

「わー、どれも美味しそう」

　風間さんに怒っていたことも忘れ、料理を見て目を輝かせる私。

「全部食べられるかな？」

　小春も料理を見て嬉しそうに笑みを浮かべた。

「それじゃあ冷めないうちにいただこう」

　長谷川さんの声かけでみんな席に着く。

　私の隣が小春で、向かい側の席に風間さんと長谷川さんが座る。

「ビールとか頼まなくてもいいんですか？」

　前に座っている風間さんに尋ねたら、彼は落ち着いた大人な顔で返した。

「後で温泉に入るから、今は飲まない」

「風呂場で倒れたらみっともないからね」

　風間さんの隣にいる長谷川さんもニコッと笑って補足する。

　多分、私と小春が飲めないから気を遣ってるんだろうな。

　ふたりのこういう紳士な態度には尊敬してしまう。私の前で羽目を外すところを見たことがない。

　美味しい料理にみんなで舌鼓を打つが、デザートのアイスを食べる頃にはもうお腹が破裂しそうだった。

　スカートのホックを外したいけど、風間さんたちがいるから絶対に無理だ。

「アイスを食べるのも苦行に思えてきた」

　甘いものには目がないのだけど、今日は流石にもう食べられない。

　スプーンでアイスをずっと突いていたら、小春に突っ込まれた。

「紫、そんなことしてたらアイス溶けちゃうよ」

「溶けて蒸発してほしい」

　フーッと大きな溜め息をつく私を見て、風間さんがふっと笑った。

「お腹がいっぱいなら、無理して食べることはない」

「そうします。もう破裂しそう」

　スプーンを置いてお腹をさする。

　私以外の三人はアイスもペロリと平らげている。

　みんなのお腹、ブラックホールなんじゃないの？

　食事を済ませると、今度はお風呂。

　部屋付きの露天風呂もあるけど、小春と大浴場に向かう。

　風間さんたちも一緒に行くはずだったのだが、仕事の電話がかかってきて「先に行ってくれ」と彼に言われた。

【女】と書かれた朱色の暖簾をくぐり、ガラガラッと引き戸を開けて女風呂へ。

　脱衣所にはラッキーなことに誰もいなかった。

「風間さんたちも大変だね。旅行に来ても仕事の電話がかかってくるんだもん」

　なにげなくそんな話をすれば、小春が顔をニヤニヤさせて私を見る。

「恭一くんたちは苦には思ってないと思うよ。でも、紫がそんな風に心配するなんて、恭一くんのこと好きになった？」

「そ、そんなわけない！　住む世界が違うよ」

　ギョッとして必死に否定するも、彼女は笑って突っ込んだ。

「なに言ってんの。一緒に住んでるじゃない」

「そういう意味じゃなくて……身分が違うってこと」

　あたふたしながら言い訳したら、小春はクスッと笑った。

「王族じゃないんだから。恭一くんは紫のこと凄く気に入ってると思うな。だって、いつも紫のこと優しい目で見てるもん」

「珍獣を見るような目の間違いじゃない？」

　自虐的にそう返したら、彼女にバチンと思い切り背中を叩かれた。

「もう紫ったら。自分がよくわかってるでしょう？　恭一くんはそんな嫌な人じゃないよ」

「……痛いよ、小春」

　じっとりと彼女を見たが、自分でもわかっていた。

　風間さんは私を差別的な目で見ない。

　最初に会った時も、優しく接してくれた。もっと冷たい人だと思ったのだけど、面倒見もいいし、困った時はいつだって助けてくれる。

　脱衣所で服を脱いで、お風呂場に行く。大浴場は広くて、お湯も透き通っていて綺麗だ。

「誰もいないお風呂って気持ちがいいね」

　小春の言葉に笑顔で頷く。

「うん。ふたりで貸し切り状態。贅沢～」

　身体を洗って内風呂であったまると、次に露天風呂に入った。

　岩風呂で、すぐそこは海。空には綺麗な月が浮かんでいる。

　このまま飛び込んで海で泳げそう。

「ちょっと風があるけど、お湯は熱いからちょうどいいかも」

　私が先に岩風呂に入り、小春が続けて足を入れた。

「ぎゃあ～！　足がジンジンしびれる。私、この熱さは無理。先に上がって、隣の休憩所で待ってるね」

　そこまで熱い？　私には気持ちいいのにな。

「うん」

　笑顔を作って返事をしたら、彼女は中に戻った。

　しばらく肩まで浸かっていると、お湯の温度もちょうどいい感じになって身体の疲れも取れ、リラックスしてきた。

　身体が温まったので、奥に行って大きな平べったい岩に腰を下ろし、半身浴をする。

　あ～、いい気持ち。

　ボーッと月を眺めていたら、ウトウトしてしまい――。

　ガラガラッと扉が開く音がして、ハッと目が覚めた。

　わー、つい寝ちゃった。小春が心配して戻ってきたのかな？

　どのくらいウトウトしていたのかわからないけど、そろそろ上がらなきゃ。

　立ち上がって扉の方に行こうとしたら、湯けむりが風で一瞬消えて、思わぬ人物が現れた。

　か、風間さん！

「キャッ！」

　彼を見て金切り声をあげ、とっさにお風呂の中にしゃがみ込む。

　頭の中はパニックだ。

　どうして彼が女湯に？

　わー、絶対に裸見られた～。でも、彼がここにいるのが気になる。

「な、なんで風間さんが女湯にいるのよ！」

　胸元を手で隠しながら、腰にタオルを巻きつけている風間さんを責めたら、彼は少し驚いた顔で言葉を返した。

「お前が入った時は女湯だったかもしれないが、今は男湯だ」

　え？　男湯？

　時間帯によって入れ替わるの!?

　お湯は熱いはずなのに、サーッと血の気が引いていく。

　ショックで足を滑らせ、お湯の中に沈みそうになる私をすかさず彼が抱き留めた。

「頼むから、ここで失神しないでくれ」

　こんな困惑顔の彼を見るのは初めてだ。

　だが、それよりも彼の身体に密着しているのがとても気になる。

　できればこのまま失神してすべて忘れたい。

「小春がお前がいないって探していたが、まさかまだ風呂にいたとはな」

　風間さんが苦笑いすると、また扉が開く音がした。

　恐る恐る扉の方に目を向ければ、今度は長谷川さんが入ってきた。

　彼も腰にタオルを巻いていてホッと胸を撫で下ろすも、事態はさらに悪化している。

「恭一、さっき変な叫び声が聞こえたけど」

　長谷川さんが岩風呂にやってきて、身体がフリーズした。

　風間さんの背中で私の身体は隠れているけど、ここに私がいるのが問題なのだ。

　ぞろぞろと他にも人が入ってきたらどうしよう!?

「お風呂から出れないよ～！」

　気が動転していて思考をそのまま声に出してしまった私を見て、長谷川さんが目を丸くした。

「え？　紫ちゃん？」

　目を瞬いて私を二度見する彼。

　きっとなんで男風呂に私がいるのかと思っているのだろう。

　あ～、私の馬鹿！　なんでお風呂で寝ちゃったの!?

「尊、他の客は来させるな。あとバスタオル持ってきてくれ」

　風間さんがそう長谷川さんに頼むと、長谷川さんは「わかった」と短く返事をしてこの場からすぐに去る。

　ふたり残されたが、ほぼ裸で風間さんと抱き合っているということに気まずさを覚えた。

　心臓がドキドキしている。

　きっと彼にも私の心臓の音が聞こえているに違いない。

　このままジッと長谷川さんが戻るのを待たなきゃいけないの？

　気がおかしくなりそう。

　なにか話さなきゃって思っても、激しく動揺していて言葉が出てこない。

　目と鼻の先にある彼の顔を正視できなくて、ひたすら月を見つめる私。

　どうしたらいい？

　パニックになっていたら、不意に風間さんがククッと肩を震わせた。

「ホント、お前ってトラブルメーカー」

「ちょっ……笑わないでくださいよ！」

　彼に噛みつくが、裸でいるのが気になって強く言い返せない。

「……ついつい気持ちよくなってウトウトしちゃったんです」

　蚊の鳴くような声でそんな言い訳したら、「もう零時過ぎてるんだぞ。何時間風呂に入ってるんだ」と風間さんに怒られた。

　夕食を食べ終わったのが九時過ぎ。

　小春とお風呂に来たのが十時ちょっと前だから、二時間もここにいたのか。

　まだ他の男性客ではなかったことに安堵すべきなのだろうか。

「……ごめんなさい」

　ポツリと謝罪の言葉を口にしたその時、長谷川さんが手にバスタオルを持って戻ってきた。

「紫ちゃん、はい、これタオル」

「あ、ありがとうございます」

　バスタオルを受け取ると、ふたりに声をかけた。

「ふたりとも目を閉じてて。私がいいって言うまで絶対に開けないでください！」

「はいはい」と彼らは仕方ないって顔ですぐに目を閉じる。

　ふたりがうっすら目を開けるようなスケベな人間ではないのはわかっているが、それでも裸を見られるんじゃないかとハラハラしてしまう。

　風間さんから離れると、立ち上がってタオルを身体に巻きつけ、急いで岩風呂から上がった。

「もう目を開けていいけど、私が着替え終わるまでふたりとも脱衣所に来ないでくださいね」

　扉を開けて中に戻るが、途中躓きそうになってヒヤッとした。

　周囲を警戒しながら脱衣所に向かうと、誰もいなくてハーッと息を吐いた。

　長谷川さん、ありがとう～。今あなたが神に思えます。でも……。

「あ～、私の馬鹿！」

　長時間お風呂につかっていたせいか、頭痛がしてめまいもする。

　長谷川さんには見られなかったけど、絶対風間さんに裸見られた～。

　もうここからパッと消えちゃいたい。

　下着と浴衣を身につけて再び露天風呂に向かうが、また彼らと顔を合わせるかと思うと足が重い。

　小人さんとかが私の代わりに、「もう真野は服を着ました」って伝えてくれないだろうか。

　そんな風に現実逃避しながら扉を開け、顔だけ出す。

　すると、風間さんと長谷川さんは寛いだ様子でお湯に浸かっていた。

「もう着替えたので。お騒がせしてすみません。ありがとうございました」

　彼らと目が合わないよう伏し目がちに声をかけたら、ふたりがふっと微笑した。

「どういたしまして」

「じゃあ」と扉をすぐに閉めて、タオルを持ってお風呂を出ると、廊下で旅館の従業員さんと小春がうろうろしていた。

「あの……ご迷惑をおかけしてすみません」

　従業員さんに顔を向けて深く頭を下げれば、逆に謝罪された。

「いえ、いえ、こちらこそ確認が不十分で本当に申し訳ありませんでした」

　多分、岩影に隠れてしまって私の姿が見えなかったのだろう。

　それで男女のお風呂を入れ替えたのだ。

「もう紫探したよ～。いつの間にか男湯に変わってるし、部屋に戻っても紫いないし」

　小春が私にギュッと抱きつく。

「ごめん。お風呂で寝ちゃって」

「紫って意外とドジだよね」

「最近、風間さんによく言われる。あー、絶対に彼に裸見られたよ。どうしよう!?　ずっと露天風呂にいたら、風間さんが入ってきて目が合ったの。もう消えちゃいたい」

　一気に捲まくし立てると、小春の身体をギュッと抱きしめ返した。

「まあまあ落ち着いて。露天風呂って暗いし、よく見えなかったんじゃないかな。きっと大丈夫だよ。たとえ見られたとしても、恭一くんはなにか言う人じゃないし、紫はスタイル滅茶苦茶いいから大丈夫！」

　小春が明るく励ますも、しばらく落ち込んでいた。

　全然慰めになってないよ。

　一度部屋に戻るが落ち着かず、「ちょっと風に当たってくる」と小春に言って、部屋を出る。旅館の裏手にある曲がりくねった階段を使って崖を下ると小さな浜辺があって、近くの流木に腰を下ろした。

　静かな波の音に心も癒される。

　だが、ひとりになると、黒沢さんのことが頭をよぎった。

　最近、彼は電話をかけてこない。

　そのことに安心するも、少し不気味さを感じていた。

　ひょっとしてもう別の女の子を見つけてアプローチしているのかも。

　ここには黒沢さんはいないのだから、伊豆に来てまで彼のことを考えるな。

　そう自分に言い聞かせて、ジッと海を眺めていたら、風間さんの声が背後でしてビクッとした。

「こんな深夜にひとりで出歩くな。誰かに襲われたらどうする？」

　彼は少し息を乱しながら前に回り込み、私の隣に腰を下ろす。

　多分、私を探しに来たのだろう。

「ごめんなさい。外の空気を吸いたくなって」

　なんだか今日は彼に謝ってばっかりだな。

「だったら俺か尊を呼べ。危ないだろ」

　学校の先生のように風間さんに注意され、小さく返事をする。

「……はい」

「本当にわかっているのか怪しいな。お風呂でのことで落ち込んでいるのか？」

　どこかおもしろそうに風間さんがその話題を口にするので、慌てて彼の口を手で塞いだ。

「もうその話はしないで。今すぐ忘れたいし、風間さんの記憶も消したいの！　私の裸見たでしょう？」

　あたふたして騒ぐ私の手を外して、彼は意地悪く言った。

「ああ。この目でしっかりと見た。あまりに綺麗だったから、風呂場でお前を抱きたくなったよ」

　思わぬ風間さんの告白に、ゴクッと息をのむ。

「冗談でしょう？　抱きたくなったって……」

　またからかってると思って聞き返したら、彼は熱い目で私を見つめてきた。

「俺だって男だからな。欲情する。今もお前が欲しくてたまらない」

　彼が私の頬に手を添えて、顔を近付ける。

　月明かりの下でキラリと光る彼の目。

　これからキスされるってわかっているのに、風間さんの瞳に捕縛され逃げられない。私にゆっくりと口付けるが、抵抗しないとわかると彼は激しくその唇を押しつけた。

　いつものクールな彼ではなかった。まるで獣のオスのように所有欲剥き出しで私の唇をむさぼる彼。

　私の身体もカーッと熱くなって誰に教えられたわけでもないのに、無我夢中で彼と舌を絡ませ、口内を探り合った。

　情熱的なキスに溺れ、大胆になる私。

　だが、風間さんが急にキスをやめてニヤリとする。

「俺たち、相性が凄くいいな」

　まだボーッとしている私の唇を彼は指で名残り惜しそうになぞると、スマホを取り出して電話に出た。

「紫ちゃんを見つけた。少し散歩して帰る。小春にもそう伝えておいてくれ」

　どうやら電話の相手は長谷川さんらしい。

　多分、電話がかかってきたから風間さんはキスを終わらせたのだろう。

　恋人じゃないのに何度もキスするってどうなのよ？

　それに、私もどうして拒まなかった？

　私が抵抗したら彼はすぐにキスをやめたはずだ。

　拒まなかった理由なんてわかっているでしょう？

　私……風間さんに惹かれてる。

　この人が好きなんだ。

　自分でもなんとなくわかってはいたけど、認めるのが怖かった。彼はいずれ風間コーポレーションの社長になる人だから。

　長谷川さんとの通話を終わらせた風間さんが、私に手を貸して立たせる。

「尊はもう先に寝るって言ってた」

「……そう」

　なにも考えずに、小さく相槌を打つ。

　風間さんへの気持ちを自覚して、今の状況に戸惑っていた。

「小春も先に寝るって」

「……そう」

　彼がまだなにか言っていて適当に頷く。

「尊がお前と朝までゆっくり楽しめって」

「……そう。ん？　え？」

　同じように返すも、彼の言葉に引っかかりを覚えた。

　朝までゆっくり楽しめって……なに？

　顔を上げて首を傾げる私に、彼は楽しげに答えた。

「だから、お前と朝までゆっくり過ごせって。尊はお前と小春の部屋で寝るから」

「そんな～、絶対にダメ。風間さんと同室なんて」

　この状況で同室になったら、夜絶対に眠れない。いや、寝かせてもらえないかも。

「今さらなに言ってるんだか。京都でも同じ部屋だっただろ？」

　彼がそう指摘するが、全力で否定した。

「あの時とは状況が違います！」

「どう違う？　はっきり説明してくれないとわからないな」

　ニヤニヤ顔で質問する彼が憎たらしい。

「どうって……それは……」

「今は風間さんが好きだから」とは絶対に言えず、視線を逸らしたら、彼に顎を掴まれた。

「俺のことが好きだと気付いたからだろう？」

　図星を指されてギクッとする。

「な、なに勝手な解釈してるの！」

　風間さんの追及に動揺を隠しながら言い返した。

「お前の目も表情も身体も『俺が好きだ』って言ってる」

　う……そ。私の気持ち……バレてる？

　どうやってごまかせばいいの!?

　頭の中は真っ白ですぐに反論できない私に彼は意外な言葉を投げた。

「お前も察しろ。尊も小春と朝までゆっくり過ごす。お前が自分たちの部屋に戻れば、ふたりの恋の邪魔をするだけだ」

「あっ……じゃあ、あのふたりうまくいくんですか？」

　小春がついに両思いになるってこと？

　風間さんに聞くと、彼は悪魔のように微笑んだ。

「すべてはお前次第」

　彼の言葉を聞いてガクッと項垂れる。

　私に逃げ道はない。小春の恋の邪魔はできないもん。

　でも、風間さんと一緒にいられて嬉しいという自分もいて気持ちは複雑。

　心臓の鼓動がドッ、ドッ、ドッと速くなり、彼になんて言ったらいいかわからなくなった。

　今夜、ついに私は処女を卒業するのだろうか。

　激しく動揺している私の手を掴んで風間さんは歩き出す。彼がなにかしゃべっていたが、もう全然頭に入ってこなかった。

　十分ほど浜辺を散歩すると、旅館に戻って風間さんたちの部屋に上がる。

　予想はしていたが、京都の時と同様、布団がふた組敷かれていて、彼のことを意識せずにはいられない。あまりに緊張しているせいか、無性に喉が渇いた。

「紫ちゃんは先に寝てていい」

　風間さんに肩をポンと叩かれドキッとするも、彼の言葉に「ん？」と首を傾げる。

「寝ないんですか？」

「ちょっと仕事してから寝る」

　彼の返答にホッとするというよりは、逆に心配になった。

　風間さんの『ちょっと』は一時間では終わらない。

　ノートパソコンを持って隣の部屋に行く彼。私の方はちょっと拍子抜け。

　緊張して損した……って、まるで風間さんに抱かれるのを期待していたみたいじゃないの。

　布団に入るも、彼のことが気になってなかなか寝つけなかった。

　何度も「うーん」と寝返りを打っていたら、仕事が終わったのか風間さんがこちらの部屋に戻ってきて、慌てて寝た振りをする。

　息を殺して耳を澄ませば、彼が隣の布団に入る気配がした。

「まだ寝てないのか？」

　風間さんに声をかけられてドキッとしたが、なにも答えずギュッと目を閉じる。

　鋭すぎるよ～。

　でも、部屋には読書灯しかついていないし、私が寝てないなんてはっきりとはわからないはず。

　黙っていればそのまま彼も寝てくれると思ったのに、突然布団をガバッとめくられて組み敷かれた。

　驚きでハッと目を開けたら、すぐ目の前に彼の顔があって固まった。

「今夜はゆっくり寝かせてやろうと思ったのにな」

　風間さんの目が薄明かりの中で妖しく光るのを見て、心臓がトクンと跳ねた。

　まるで獲物を狙うヒョウのよう。

「ま、ま……待って」

　心の準備ができていない。

「京都の時からずっと自制してきたんだ。もう待たない」

　彼がキスをしてきて、もうなにも考えられなくなった。

　知らぬ間に彼に浴衣と下着を脱がされて一糸纏わぬ姿になり、急に恥ずかしさが込み上げてきた。

「ぎゃあ～、み、見ないで～」

　両手で胸を隠すも、彼はそんな私を見て楽しそうに笑った。

「見ないと抱けないだろ」

「恥ずかしすぎて無理」

　子供のようにごねる私を、彼はセクシーな声で宥める。

「無理じゃない。それに、お前は綺麗だよ」

　風間さんが私の肩、鎖骨、胸に口付けてきて、「あっ……」と自分のものとは思えない艶っぽい声が出た。

　私の肌にかかる彼の吐息が熱い。

「まだまだこれからだ」

　ふっと笑みを浮かべ、今度は舌を使って私の胸の先端を焦らすように嘗め回す彼。身体が敏感になって大きく仰け反る私の胸を我が物顔で愛撫したかと思ったら、彼の湿った唇が下に降りてきておへそに口付けた。

「あ……ん」

　感じてしまって思わず声をあげる私。

「その声、凄くいい」

　風間さんが褒めるが、なにも言い返せなかった。

　そのまま彼にリードされて、甘い痺れが私を襲って……。

「紫、好きだよ」

　風間さんは甘く囁いて、身体を重ねてくる。

　破は瓜かの痛みに苦しむも、彼が愛おしむように私を抱きしめて、今まで知らなかった幸福感で満たされた。

　風間さんとひとつになることで、より互いの心が通じ合ったような気がする。

　その後も彼に求められて、私たちは明け方まで愛し合った。




　翌朝、朝食の席で私も小春も欠伸ばかりしていた。

　今日は私と風間さんが並んで座り、向かい側に小春と長谷川さんがいる。

「恭一たちは昨日何時くらいに部屋に戻ったの？」

　いつもと変わらぬ穏やかな笑顔で風間さんに目を向ける長谷川さん。

「午前一時過ぎくらいかな」

　風間さんは涼しい顔でさらりと答えて、綺麗な所作でご飯を口に運ぶ。

「へえ、その時間はまだ起きてたけど、全然気付かなかったな。ね、小春」

　長谷川さんが不意に小春に話を振ると、彼女の顔がポッと赤くなった。

　これは彼と昨日の夜なにかあったな。

　それに、長谷川さんは『小春』って呼んだよね？

　なにげに彼は小春と恋人になったってアピールしてるわけか。

　小春、おめでとう。念願叶ってよかったよ、本当に。

　幸せそうなふたりを見て心から微笑み、自分も温かな気分で味噌汁に手をつけた。

「紫ちゃんは眠そうな顔してるけど、いつ寝たの？」

　その長谷川さんの質問に、思わず飲んでいた味噌汁が気管に入ってしまい、ゲホゲホ噎せる。そんな私に代わって風間さんが澄まし顔で答えた。

「五時くらいだったかな」

　もう、風間さんったらなにを真面目に答えてるのよ。

「ふーん、やっぱり紫ちゃんと部屋代わって正解だったね」

　長谷川さんは満足した様子で私を見て、爽やかに微笑んだ。

　うわ～、この笑顔。昨日風間さんと愛し合ったのバレてる!?

　恥ずかしくて長谷川さんの視線を受け止めることができなかった。

　黙ってご飯を食べ続けたが、風間さんに名前を呼ばれて唖然とした。

「紫、そこの醤油取って」

　ごく自然に言ったけど、私はその呼び方に慣れてない。

「風間さん、どうして急に呼び捨てになってるんです？」

　声を潜めて抗議したら、彼が悪魔のように微笑んだ。

「布団の中でも紫って呼んだが気付かなかったか？」

　風間さんの弄りに顔の熱が急上昇する。

　言われてみれば『紫』って呼ばれたかもしれない。黙り込む私に彼は続けて言う。

「お前もいい加減『恭一』って呼べよ。さもないと、目立つところにキスマークつけるぞ」

　彼なら本当にやりそう。

　今度はギョッとして青ざめる私。

「か、風間さん、冗談はやめてくださいよ」

「だから、恭一だって今言っただろ。どこにキスマークをつけようか。やっぱり首筋かな」

　彼は私を見て楽しげに目を光らせ、妖艶に微笑んだ。

　どうやら私は悪魔を恋人にしてしまったらしい。

　私も小春も伊豆旅行中、男性陣に翻弄されまくり、ドキドキしっぱなしだった。










姉からの電話




「紫ちゃん、副社長のスケジュールなんだけど、明後日、鈴木商事の社長との会食が入ったから」

　秘書室に戻ってきた長谷川さんが、メールを処理していた私に目を向ける。

　楽しいゴールデンウイークが終わって今日から会社。忙しい日常が戻ってきた。

　私と風間さん……恭一はゴールデンウイーク中に恋人同士になったけど、下の名前で呼び合うのはまだ慣れない。

　でも、彼といるだけで心がウキウキする。

　あまりに浮かれてしまったせいか、四月に教えてもらったことが全部頭から消えていてとても焦った。自分のメモやマニュアルを見て必死に業務にあたれば、あっという間に定時になって……。

　社長の第一秘書の田島さんと小春は、来客の対応で席を外している。

「了解です」

　にこやかに返事をする私に、長谷川さんは続けて言った。

「あと、副社長から伝言。今日は必ずタクシーでうちに帰れってさ」

　恭一は会食が入っていて、私と一緒には帰れない。

　まあ彼は副社長だから接待も多いし、会食がなければ会議があったりして帰宅はいつも深夜近い。

「……はい」

　長谷川さんの言葉に渋々頷いた。

　タクシーなんてもったいないなあ。恭一のお金で乗るから、なんだか申し訳ない。

　黒沢さんだって現れないし、もう大丈夫だと思うんだけど。電車で帰ろうかな。

　そんな考えが頭に浮かんだのだが、すかさず彼が念を押した。

「紫ちゃん、絶対にタクシーで帰ってね。でないと、副社長がどんなお仕置きするかわからないよ」

　長谷川さんの脅しに背筋が寒くなる。

　恭一を怒らせたら、なにをされるかわからない。ここは大人しく従おう。

「……わかってます」

「本当にわかってる？　恭一は紫ちゃんが大事だから心配してるんだよ」

　今日の長谷川さんはやけにしつこく確認してくるよね。

　過保護なくらい恭一が私を守ろうとしているのは自分でもよくわかってる。

「はい。あの……長谷川さんも小春が私と同じような状況だったら、タクシー使えって煩く言います？」

　ふと長谷川さんと小春のことが気になって質問した。

　彼が本気で彼女のことが好きなのか、小春がいない時に確認したかったのだ。

　長谷川さんって誰にでも優しいから、愛情がわかりにくい。

　だから友達としては心配になる。ちゃんと小春は彼に愛されてるのかって。

「当然」

　長谷川さんはふっと笑って返すけど、彼の本心が見えない。

「率直に聞いていいですか？　長谷川さんはいつから小春のこと好きになったんですか？」

　少し不安になって、ストレートに彼の気持ちを確認した。

　長谷川さんのことだから言葉巧みにごまかすかもしれない。

　だが、彼ははぐらかさずに少し考えながら答えてくれた。

「自覚し始めたのは、新入社員歓迎会の後かな。総務の杉すぎ田たがやたらと小春にアプローチしてたのが気になってね」

　長谷川さんの返答に小さく頷く。

「……ああ」

「彼がしつこく小春に付き纏うから凄くムカついたんだよ」

　ニコニコ顔で語る彼の目が怖い。でも、その説明で納得した。

　杉田くんが小春に近付いたから、長谷川さんは焦ったんだね。

　今まで小春の近くにいたのは従兄の恭一で、小春を口説こうとする男なんていなかった。

　会社で小春が副社長の恭一と親戚というのは、秘書室の人間と役員しか知らない。

　小春はかわいいから男の子にモテる。

　杉田くんが小春のことを気に入って、週末は仲のいいグループでハイキングとかテニスに誘っていたのは知っていた。

　小春もふたりきりじゃないから最初は気軽にオーケーしていたようだが、次第にふたりで映画を観に行こうとか誘われるようになって、彼女も困っていた。

「小春が杉田くんに呼び出された時、偶然長谷川さんが通りがかって助けてくれたって言ってましたけど、それって……偶然じゃなかったんですか？」

「さあ、どうだろうね」

　謎めいた微笑を浮かべる彼。

　この顔、多分小春からずっと目を離さないようにしてたんだろうな。

　杉田くんに小春を奪われないよう必死だったのかも。

　それだけ長谷川さんが彼女を好きっていうわけで、自然と笑みがこぼれる。

　ひょっとして恭一が最近小春に構わなくなったのは、こういう展開を狙っていたからかも。

「小春を泣かしたら、私が許しませんよ」

　そう警告すると、彼は珍しく真剣な顔で私を見た。

「絶対に泣かさない。約束する」

　その言葉にはちゃんと心がこもっていて、ホッとする。

　よかった。小春、愛されてるね。

　長谷川さんはすぐにいつもの優しい顔に戻り、「じゃあ、副社長と今から出るから後はよろしく」と言って秘書室を後にする。

　そのすぐ後に田島さんと小春が戻ってきて、机の上の書類を片付けて帰り支度をしていると、スマホがブルブルと震えた。

　画面を見れば恭一からのライン。

　仕事の連絡かと思ったのだけど、【まだ仕事してるなら早く帰るように】とメッセージを送ってきた。

【心配しなくても今帰るところです。そっちは飲みすぎないようにね】

　すかさずメッセージを送れば、【了解】と恭一もすぐに返してきた。

　ホント、私の恋人は心配性。

　クスッと笑ったら、隣にいた小春に突っ込まれた。

「副社長からメールでも来てた？」

　その言葉にギクッとする。

「違う。お母さんから」

　とっさにそうごまかしてパソコンの電源を切ると、彼女は姉のような口調で言った。

「紫、ちゃんとタクシーで帰ってよ」

「はいはい、わかってますよ」

　椅子から立ち上がってバッグを手に持ち、田島さんと小春に「それではお先に失礼します」と挨拶する。

　秘書室を退室し、会社を出てスマホのアプリでタクシーを呼ぼうとしたら、姉から電話がかかってきた。

　出るべきだろうか？　いったいなんの用でかけてきたのだろう。

　普段連絡してこない人からの電話はなんだか怖い。

　ジーッとスマホを見据えていたが、電話が切れる様子がないので仕方なく通話ボタンをタッチした。

「はい、どうしたの？　お姉ちゃん」

《今あんたの会社の近くのカフェにいるの。もう会社終わったんでしょ？　一緒に晩ご飯食べない？　奢るわよ》

　姉の誘いに数秒沈黙する。

　昔から姉が優しいと、いいことがない。なにか魂胆があるのだ。

　小学生の時、おやつのショートケーキを譲ってくれてそれを食べたら、姉は両親に私が勝手に食べたと言って大騒ぎした。結果、私は一週間おやつ抜きになり、姉は欲しかったバッグを買ってもらった。

　中学の時は観たかった映画のチケットをくれて凄く喜んだのだけど、姉が両親に頼まれた買い出しを私が代わりにやる羽目になった。

　他にも姉のせいでひどい目に遭ったエピソードがたくさんある。お姉ちゃんは善意で人に優しくはしない。

「今そんなお腹空いてないからいいよ。じゃあ」

　素っ気なく断って電話を切ろうとするが、姉は諦めない。

《ちょっと待って、あんた今、風間っていう恋人のところにいるんでしょう？　近況を聞かせなさいよ。昨日家に帰ったら、お父さんやお母さんもあんたのこと心配してたわよ》

　いや、私よりもむしろお姉ちゃんの心配をしてるのでは？

　そう言い返したくなったが、グッとこらえた。

　姉にはなるべくかかわりたくないけれど、今逃げたらきっとしつこく電話をかけてくるだろう。

　両親に恭一のことは姉にはしゃべるなって言っておけばよかった。

「……わかった。どこのカフェにいるの？」

　溜め息交じりに聞けば、姉はどこかご機嫌な声で答える。

《あんたの会社の隣のビルにあるカフェよ》

　わざわざオフィス街に来るなんて……。

　姉はただ買い物に来たわけではない。最初から私に会うつもりだったのだ。

　電話を切ってカフェに行ったら、窓際の席に座っていた姉が私に向かって右手を大きく振る。

「紫～」

　今日の姉は全身黒色コーデ。ブラックの薄手のニットのワンピースにブラックのパンツを合わせている。スタイルもよくて美人だから、とてもクールに見える。

　でも、手首に傷があるのが気になった。

　鋭利な刃物で切ったような痕。

　あんな傷あったっけ？

　その傷をジッと見ていたら、姉が珍しくハッとした顔になり、サッと傷を隠した。

「早かったわね」

「うん、会社を出たところで電話もらったから。で、なに食べに行くの？」

　姉のことだからもうお店は決まっているのだろう。

「高級イタリアンとかどう？　奢るわよ」

　姉が一応私に確認してきたが、その言葉に思わず苦笑い。

　相変わらず『高級』とかにこだわるなあ。でも、お姉ちゃんと高級料理を食べるのはちょっと怖い。見返りになにか要求されそう。

「普通のパスタ屋でいいけど」

　控えめにそう答えたけれど、姉はやはり私の希望を聞いてくれる人ではなかった。

　カフェを出て姉とタクシーに乗って向かった先は、日比谷にあるラグジュアリーな超有名ホテルだった。

　実は今日の恭一の会食場所もここなのだ。

「ねえ、やっぱりこんな高いとこじゃなくてもっとカジュアルなとこでいいよ」

　恭一と鉢合わせするのが嫌で姉にそう主張するも、彼女は応じない。

「ダーメ。カジュアルなところって狭いじゃないの」

　姉の高級志向にも困ったものだ。

　ハーッと息を吐くと、姉と一緒にタクシーを降りてホテルの四十六階にあるイタリアンの店に向かう。

　恭一がいるのは四十五階のお寿司屋さんだから、顔は合わせずに済みそう。

　姉と食事をしているのを知ったら、彼はいい顔をしないに決まってる。

　なぜなら、恭一は姉が黒沢さんの元カノだと知っているから。

　すでに予約してあったのか、店の奥の個室に通された。

「ねえ、こんな高級なところ、お金は大丈夫なの？」

　姉は定職につかずふらふらしていて、住んでいるマンションも今付き合っている彼氏のもの。他にもブランド物を買ってくれるパトロンもいるみたいで、優雅な暮らしをしている。

　声を潜めて姉に確認したら、「大丈夫よ」と言ってふっと笑い、テーブルについて慣れた様子でメニューを見る。

　私も席に着くと、窓の景色を眺めた。

　恭一のマンションから見えるのと同じような景色が見える。

　高層ビルが夕焼け色に染まって綺麗だ。

「……り、紫、適当に注文するわよ」

　姉に呼ばれてハッとする。

「ああ……うん」

　曖昧に答えて、テーブルの上で手を組んだ。

　タクシーの中でもそうだったけど、姉とふたりになるとなにを話していいのかわからない。

　姉が店員を呼んで注文を頼むと、少し緊張を解きたくて、テーブルに置かれた水を口に含んだ。

　姉とふたりきりになり、気詰まりを覚える。

「紫の恋人ってあんたの会社の副社長で御曹司なんでしょう？　いいの捕まえたわね」

　姉が長い脚を組んで私を見据えた。

「たまたま彼が友達の従兄だっただけ」

　あまり恭一のことは話したくなくて、素っ気なく返した。

「たまたま……ね。それであの大企業の風間コーポレーションの御曹司を捕まえちゃうんだから凄いわよ」

　姉の目が妖しく光る。

　この目は……私のことをよくは思っていない。妹だからよくわかる。

　シャンパンが運ばれてきて店員がグラスに注ごうとしたが、姉が止めた。

「あとは私がやるから」

　店員が下がると、姉はシャンパンをグラスに注ぐ。

　普通なら自分で注ぐなんてことしないのに、そんなに私とふたりきりになりたかったのだろうか。

　黒沢さんと付き合わなかったから、文句を言われるとか？

　窓から見える景色を眺めながらそんなことを考えていたら、姉に声をかけられた。

「はい、あんたの分」

「私はいいよ。あんまり飲めないし」

　苦笑いして断るが、姉は引かない。

「乾杯だけよ」

　口元に笑みを浮かべ、グラスを私の前に置く彼女。仕方なくグラスを手に取ると、姉もグラスを手に持って上に掲げた。

「御曹司の恋人に乾杯」

　姉は微笑んでいるが、その言葉に悪意を感じた。

　これからくどくどと嫌味を言われるのだろうか。

　今さら後悔しても遅いけど、食事をせずに帰りたくなった。

　重い気分でシャンパンを口に運んだら、炭酸が喉で弾けて気持ちよかった。

　シャンパンって……ストレス発散にいいかも。

　コース料理が運ばれてきて口に運ぶが、姉と一緒だとまるでゴムを食べているような感じがして美味しいと思えなかった。

　それに、姉が恭一のことを根掘り葉掘り聞いてきて頭痛がする。

　適当にあしらってシャンパンを何度も飲んでいると、段々顔が熱くなってきた。

　姉の声も小さく聞こえる。

　あれ……？　ひょっとして私酔った？

　シャンパン……どんだけ飲んだっ……け。

　なんだか……眠く……なって……き……た。

　気付いたら、私は知らないベッドで寝ていた。




「お膳立てはしてあげたんだから、しっかりやりなさいよ」

「ああ。わかってる」

　姉と黒沢さんの声が聞こえてきて目が覚めた。

　お膳立てってなに？

　そんなことを思ったが、ふたりの会話が続いてそちらに意識が向いた。

　うっすら目を開けると、数メートル先のソファに姉と黒沢さんが座って声を潜めながら話をしている。

　姉がボスで黒沢さんが子分。そんな関係に見えた。

「私がなんであんたに協力してるかわかってる？」

　苛立たしげに黒沢さんに当たる姉。

　そんな姉の質問に彼は苦笑いした。

「いや」

「私はね、自分よりも妹が幸せになるのが許せないの」

　姉の発言にチクンと胸が痛む。

　嫌われているのはわかっていたけど、実際に彼女の口から聞くと辛い。

「相変わらずわがままなお姫様だな。もっと妹に優しくしろよ」

　黒沢さんはいささか呆れ顔。

「だってああいう一生懸命やってますって子、ムカつくの」

　姉が楽しげに笑う。その顔を見て悲しくなった。

　きっと私はなにをやっても姉に好かれることはないんだろうな。

　そのまま自己憐憫に浸りそうになったが、ふと我に返り、今の状況を思い出した。

　私……いつの間に寝てた？　それに……ここはどこ？

　十二畳くらいの部屋。

　ベッドは寝心地もよくて高級そうだし、ベッドカバーはシックなブラウン。壁も白くて上品な感じで、個人の家というよりは、ホテルっぽい。

　服は……ちゃんと着ている。

　腕時計をチラッと見たら、午後十一時過ぎだった。

　三時間近く寝ていたのか。

　……どうしよう。この状況はマズいような気がする。

　どうやってここから出ていくか思案してたら、姉が私の方を見て目が合った。

「なんだ。もう起きたの？　朝まで寝てればよかったのに」

　意地悪く笑う姉にゴクッと息をのむが、自分を叱咤した。

　しっかりしなさい、紫！

　カッと目を見開いて、姉に立ち向かい、矢継ぎ早に質問する。

「これはいったいどういうこと？　ここはどこ？　それに、どうして黒沢さんがいるの？」

「落ち着きなさいよ。ここは食事してたホテルの部屋。冬馬は私が呼んだの。あんたには風間の御曹司よりも冬馬の方がお似合いよ」

　おもしろそうに目を光らせる姉の言い分にカチンときた。

「最初から黒沢さんに会わせるつもりだったのね！」

「気付くの遅いわね。私の電話を受けた時に察しなさいよ」

　私を馬鹿にするように言って姉はソファから立ち上がる。

「私はお邪魔虫だから帰るわね。ごゆっくり」

　黒沢さんに微笑んで部屋を出ていく姉。

「あっ、待って！」

　慌ててベッドを出て姉を追いかけようとしたら、黒沢さんに腕を掴まれた。

「ダメだ。もう逃がさないからね」

「離してください！　それに、もう金輪際私には構わないで！」

　彼の手を振り払おうとするが、ビクともしない。

「そんなこと言っていいのかな？」

　黒沢さんの物言いが気になった。

「どういう意味ですか？」

「俺を怒らせると、困ったことになるよ」

　ダークな笑みを浮かべる彼に寒気がした。

「……困ったことって？」

　抵抗するのをやめて聞き返したら、彼は私をベッドに座らせた。

「今うちの会社でね、銀座にファッションビルを建てる話が決まってて、真野珈琲店はその開発区域に入ってるんだ。このままだと来年には立ち退いてもらわないといけない」

　ファッションビル？　それに立ち退き？

　思いがけない話に目の前が真っ暗になる。

「う……そ」

　信じられなかった。

　私が生まれるずっと前からやっていたお店がなくなるなんて……。

「そう言うんじゃないかと思って、紫ちゃんのために資料を持ってきてあげたよ。社外秘だけどね」

　黒沢さんは親切顔で近くのテーブルに置いてあった白い封筒から書類を取り出して私に手渡した。

　その書類には【銀座ファッションビル開発計画書】という文字が書かれていて、激しく動揺しながら目を通す。

　地図も載っていて、黒沢さんの言うようにうちの店も開発区域に入っていた。

「嘘は言っていないだろう？」

　食い入るように書類を見ている私に、彼は意地悪く言う。そんな彼が憎らしかった。

　両親が知ったらどんなに悲しむだろう。生き甲斐をなくしてしまうんじゃ……。

「なんとかしてうちの店を残す方法はないんですか？」

　藁にも縋るような思いで聞けば、彼はうっすらと口角を上げた。

「なくもないなあ」

　黒沢さんの返答を聞いて、まっすぐに彼を見据えた。

「どうすればいいんですか？」

「紫ちゃんが俺の愛人になれば、この計画から真野珈琲店を外すよう指示を出そう。なんせ俺は専務だからね」

　愛人……。

　その言葉に絶句する。

　私には恭一がいるのに黒沢さんの愛人になるなんて……そんなの無理だよ。

　でも、私が彼の愛人にならなければ、うちのお店はなくなってしまう。

　ああ……もうそれしか方法はないの？

「愛人以外の方法は？」

　黒沢さんに再度確認したら、「ないな」と冷たく返された。

「君のご両親はお店が立ち退きになったら、さぞかし落胆するだろうね」

　黒沢さんは同情するように言うが、その言葉には心が全然こもっていなかったし、彼の目は笑っている。

　私が恭一と付き合っていることは両親や姉から聞いて知っているはず。

　それなのにそんな無情な条件を突きつけるなんてひどい。

　真野珈琲店は両親にとって大切なお店だ。

　黒沢さんの愛人になるなんて絶対に嫌だけど、私が我慢すれば店は存続できる。

　恭一を裏切って彼の愛人になれる？

　ああ～、ダメ。すぐに答えなんか出ないよ。もっとじっくり考えなければ……。

「あの……数日待ってくれませんか？　お願いします」

　黒沢さんに頭を下げたが、彼は私の願いを聞いてくれない。

「ダメだ。このプロジェクトはすでに動いている。今決断しないと変更がきかない」

　今決断？　そんな……。

　こんな大事なことを今決めなきゃならないの？

「今すぐ決めるなんて無理……」

　時間が足りない。

　ポツリとそんなことを口にすれば、黒沢さんは悪意に満ちた目で私を嘲笑った。

「紫ちゃんが俺を避けなければ、もっと考える時間があったのになあ」

　彼に追い詰められてギュッと唇を噛むと、切れて血の味がした。

「さあ、どうする？　俺は強要はしない。だが、紫ちゃんは君のお姉さんと違って両親思いだ。両親が悲嘆に暮れる姿なんて見たくないよなあ」

　この人……悪魔だ。

　恭一を巻き込むわけにはいかない。私が決断しなければ……。

　悔しかった。黒沢さんが憎かった。

　それに、姉も憎かった。

　きっと姉はこの開発計画のことだって事前に聞いていただろう。

　なのに、なにもしないで、私を黒沢さんに差し出したのだ。

「わかりました。その条件でいいです。だから、すぐにうちの店は計画から除外してください」

　黒沢さんを睨みつけて約束する。その選択に心が張り裂けそうだった。

　恭一……ごめんね。

　彼が知ったら呆れるだろうな。

「その条件ってなにかな？　ちゃんと確認したくてね」

　黒沢さんは、ねちっこく質問してきてまだ私を苦しめる。

「私は……あなたの愛人になります」

　彼から視線を逸らし、小声で答えた。口に出して言うと、胸が余計にズキンと痛む。

　恭一を裏切るんだ。

　彼とずっと一緒にいられると思ったのに、幸せな時間は長くは続かない。

「だったら、早速紫ちゃんをいただこうか」

　黒沢さんがスーツのジャケットを脱ぎ、ネクタイを外す。

「え？　今ですか？」

　すぐに抱くなんて聞いていない。

　焦る私の身体を黒沢さんは押し倒し、彼もベッドに上がった。

「せっかくホテルの部屋にいるんだ。楽しもうじゃないか」

　どこか邪悪な笑みを浮かべる彼が怖くて身体が震える。

　黒沢さんの顔が迫ってきて唇を奪われそうになり、彼の胸を強く押して必死で抵抗した。

「恭一以外の人に触れられるなんて嫌！」

　私が素直に受け入れないのが気に食わないのか、彼は私を睨みつけた。

「いい加減にしろよ！　言う通りにしないとお前のとこの珈琲店なんてすぐにぶっ潰すからな！」

　ドスのきいた声で怒鳴られて、身体が萎縮する。

　その脅しで悟った。

　多分、彼には最初からうちの店を助ける気なんてない。

　ただ私を支配したいだけなんだ。私が彼を選ばず、恭一を選んだから。

「やっぱりあなたに抱かれるなんて嫌！」

　勇気を振り絞って黒沢さんに言い返したら、彼は私の両腕を押さえつけて暴れないようにした。

「お前の意思なんて関係ない。俺はお前の身体をたっぷりと堪能するだけだ」

　悪魔のような残忍な目で彼はそう言い放ち、再び私の唇を奪おうとする。

　そんな黒沢さんの言いなりになりたくなくて、彼にペッと唾を吐いた。

「この馬鹿女！」

　彼は悪態をついて拳を振り上げる。

　殴られると思ってとっさに目をギュッと瞑り、心の中で叫んだ。

　恭一～！
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　恭一～！

　心の中でただただ叫んだ。

　私の居場所なんて彼は知るはずもないのにね。

　それでも彼の名前を呼ばずにはいられなかった私。

　黒沢さんに殴られるのは、九十九パーセント覚悟していた。

　だけど、バタンと勢いよくドアが開く音がしたと思ったら、「紫！」と恭一の声が聞こえて……。

　これは幻聴？

　私、もうすでに殴られて意識をなくしているとか？

　それか、願望が強すぎて耳がおかしくなった？

　だが、また彼の声が耳に届いた。

「紫！」

　やっぱり恭一だ。

　その声に反応してパッと目を開けたら、恭一と長谷川さんが部屋に飛び込んできた。

「なんでお前らが！」

　恭一たちを見た黒沢さんが目を見開きながら声をあげると同時に、恭一が突進して黒沢さんの頬を思い切り殴った。

　勢いがあったのか、黒沢さんの身体がふわっと宙に浮いてベッドから数メートル離れたところにドカッと大きな音を立てて落ちる。

　夢でも見ているかのようで、その動きはスローモーションに見えた。

「大丈夫か、紫？」

　恭一が吹っ飛んだ黒沢さんには目もくれず、私を抱き起こす。

「……うん、大丈夫」

　この状況に驚きながら返事をした。

　恭一を見てホッとするも、すぐに自分のしようとしたことを思い出して彼を直視できない。

　私は……彼を裏切ろうとした。

　罪の意識を感じている間に、黒沢さんが顔を歪めながらゆっくりと起き上がる。

「いてっ！」

　殴られた頬を押さえ、黒沢さんは憎らしげに恭一を見据えた。

「この若造ー！」

　黒沢さんが悪態をつきながら恭一目がけて猛烈な勢いでやってくる。

「恭一！」

　とっさにその名を叫んで危険を知らせたその時、すぐ近くまで黒沢さんが迫っていてハッと息を止めた。

　今度は恭一が殴られる!?

　そう思ったけど、恭一の盟友の長谷川さんが長い脚をスッと出して黒沢さんを邪魔する。

「うわっ！」

　長谷川さんの足に躓き、黒沢さんはバランスを崩して無様に転んだ。

　そんな黒沢さんに、恭一は冷ややかな視線を投げた。

「俺の婚約者を強姦しようとした罪は重いぞ」

　恋人の私でも彼のその声にゾクッとする。

　京都出張の時に怒っている恭一を見て怖いと思ったけど、その比じゃない。

　恐怖で身体が震える。

　その絶対零度の眼差しだけで黒沢さんが凍りそうだ。

　周囲の空気までもが張り詰めていて肌にチクチク突き刺さる感じがする。

　黒沢さんも恭一には勝てないと思ったのだろう。彼に必死に言い訳する。

「ち、違う。強姦なんて……。彼女はちゃんと同意して俺と……!?」

　同意という言葉が出てきて胸がズキンとなった。

　だが、恭一は黒沢さんの言い分を聞かず、スーッと目を細める。

「黙れ。お前が紫を脅して関係を迫ったことは、紫の姉から話を聞いて知っている」

　恭一の話に黒沢さんは顔色を変えた。

「美桜から？　そ、そんなの嘘だ！」

　お姉ちゃんが恭一に話したのが意外だったのか、黒沢さんは激しく狼狽えた。

「お前の元カノは形勢が危うくなれば、簡単に人を裏切る。それはお前が一番よく知っているんじゃないか？」

　恭一に指摘され黒沢さんは黙り込む。

　確かにお姉ちゃんは誰よりも自分が大事だし、黒沢さんを守ろうとはしないだろう。

「あと、銀座のファッションビル建設計画は白紙になったから」

　ふっと不敵の笑みを浮かべる恭一の発言に、黒沢さんは間抜けな声を出す。

「へっ？」

「銀座の商店街の店のオーナーが黒沢不動産の土地買収に反対していて計画の遂行は困難だと上が判断したんだ」

　恭一は関係者しか知らないようなことを黒沢さんに説明する。

　なんで恭一がそんなことまで知っているの？

　風間コーポレーションの副社長だから、いろんな情報が入ってくるのかな？

「上が……って俺の親父はそんなことひと言も言ってなかったぞ」

「会社の役員会議にたまにしか出席しないんだ。お前が知らないのは当然。いいか、黒沢、お前のことは絶対に許さない。覚悟しておけよ」

　恭一が冷たく、凄みのある声で言い放つと、ホテルの関係者と一緒に警官が数人やってきた。

「私の婚約者を誘拐して性的暴行を加えようとしたのは彼です」

　恭一が警官にそう告げれば、黒沢さんはすぐに警官に捕捉された。

「おい、待て！　俺はなにも悪いことは……」

　黒沢さんが警官たちに向かって弁解するが、「話は署で聞きます」と軽くあしらわれてそのまま連行される。

「僕はちょっとお巡りさんたちに事情を説明してくる。恭一は紫ちゃんのそばにいてあげて」

　長谷川さんが恭一にそう声をかけたら、恭一は小さく頷いた。

「ああ。悪いな」

　長谷川さんは私にチラリと目を向けると、謎めいた微笑を浮かべて部屋を後にする。

　あっ、長谷川さん待って！

　それは私の心の声。彼がいなくなって、今、部屋にいるのは恭一と私だけ。

　彼を裏切って黒沢さんの愛人になろうとしたのだ。合わせる顔がない。

　姉といるより気まずいよ。あ～、どうしたらいいの？

「タクシーでうちに帰るように言ったはずだが」

　頭上から怒りに満ちた声が降ってきて、黒沢さんの時とは違う意味で身体がブルブル震えた。

　ぎゃあ～、滅茶苦茶怒ってる。

　声にならない悲鳴をあげる私。

　恭一が怖くて顔を上げられない。

　もうこれは誠心誠意謝るしかないよ。

「ごめんなさい！」

　ベッドの上で正座して頭を下げると、彼がギュッと抱きしめてきてドキッとした。

「お前は……少しは俺の言うことを聞け」

　呆れが半分と安堵が半分宿っているようなその声に胸がジーンとなる。

「……はい。本当にごめんなさい」

「本当にわかっているのか？」

「うん。わかってる」

　しばらくずっとそのまま抱き合っていたが、いろんな疑問が頭に浮かんできて顔を上げて彼に尋ねた。

「ねえ、どうして私がここにいるってわかったの？」

「接待の後、小春が慌てた様子で電話をかけてきたんだ。お前がお姉さんとタクシーに乗るのを見たって。それで、スマホのＧＰＳで居場所を調べたら、このホテルだったから驚いたよ」

　私の髪を撫でながら、彼は落ち着いた声音で答えた。

　ＧＰＳ……。

　ああ。もしもの時用に彼が私に許可をとって設定してくれてたっけ。

「……お姉ちゃんの誘いを断れなくて。ごめんなさい。でも、この部屋だってどうしてわかったの？」

「尊に黒沢の名前で予約が入ってないか調べさせた。それで、ホテルの人にお前が誘拐されたって言ってこの部屋の鍵を開けてもらおうとしたら、部屋から出てくるお前のお姉さんとでくわして、俺たちが問い詰める前に黒沢のことをペラペラしゃべったんだよ。ハイテンションで様子がおかしいのが気になった」

　恭一の説明に首を傾げる。

「お姉ちゃんがハイテンション？」

「ああ。黒沢のことがあってお姉さんのことも調べたんだが、お姉さんは過去に自殺未遂をしたようで、今心療内科に通っている。双極性障害らしい」

　恭一の話にひどくショックを受けた。

「自殺未遂？　それに……双極性障害って？」

　戸惑いながら聞き返す私に、彼はわかりやすく説明する。

「いわゆる躁うつ病で、ハイな状態とうつ状態を繰り返す心の病だ」

　そんな話、初めて聞いた。

　でも、思い当たる点はいくつかある。

　両親は姉の顔色をいつもうかがっていて、姉の好きなようにさせている。

　母は買い出しと言って店を抜け出しては、姉の様子を見に行っているようだ。

　それに……今日見た手首の傷。あれは自殺しようとした時にできたものなのかも。

　姉はプライドも高いし、理想も高いから、自分の将来に不安を感じていたんじゃないだろうか。

「……全然知らなかった」

　ポツリと呟いて、姉のことを思う。

　姉とは合わないってずっと距離を置いていた。

「私……姉のことを理解しようと努力すべきだった」

　それは後悔。

　いくら私が歩み寄ろうとしても無駄だって諦めていた。

　姉とは価値観が違うとかいろいろ理由をつけて。

「お姉ちゃんは……そのまま帰ったの？」

　姉のことが心配になる。

　ハイテンションということは、精神が不安定な状態なわけで、急にうつ状態になってまた自殺しようとしないだろうか？

「紫のご両親を呼んで連れて帰ってもらった」

　恭一の返答を聞いて安心する。

　両親が一緒なら無茶なことはしないだろう。

「……そう。私……お姉ちゃんにもっと優しくしてあげればよかったな」

「今からでも遅くない。俺もいい病院を紹介するから、一緒に紫のお姉さんを支えていこう」

　彼の優しさに目頭が熱くなった。

「うん。ありがとう」

　恭一がいるなら心強い。

　これで……すべて解決だね……ん？

　なんか私忘れてない？

　あっ……！

「どうして銀座のファッションビル建設計画のこと知ってたの？」

　お姉ちゃんは計画が白紙になったことなんか知らなかったはずだ。

「実は今年の初めくらいから黒沢不動産を買収する計画があって、黒沢社長といろいろ話を進めていたんだ。先方はあまり乗り気ではなかったが、ゴールデンウイーク中にうちの傘下に入ることを決断した。明日、マスコミに正式に発表する予定だ。だから、黒沢には会社から出ていってもらう」

　黒沢不動産が風間の傘下に入る。

　そう言えば、恭一はゴールデンウイーク中も仕事していたっけ。

「じゃあ、銀座の商店街の土地買収は無理だって上が判断した上って……風間さんと風間さんのお父様？」

　素っ頓狂な声をあげる私に、恭一は少し怖い顔で注意する。

「ああ、そうだが、紫、今俺のこと風間さんって呼んだ」

「きゃー、ごめん！　つい、今までの癖が抜けなくて」

　手を合わせて彼に平謝りした。

　恭一を間違って名字で呼んだことが度々あって、何度もお仕置きされている。

　首の後ろにキスマークをつけられたり、誰もいない会議室でキスされたり……。

　ああ～、今回はなにをするつもりなの？

　黒沢さんに抱かれようとしたことだって怒っているだろうし、恭一のお仕置きが怖くてビクビクしてしまう。

「名字が違うから間違えるんだ。同じだったら間違えないだろ？」

　いつもなら『今日はどこにキスマークつけようか』とか意地悪なことを言ってお仕置きしてくるのだけれど、今日はなんだか違う。

　真面目にお説教？

「ん？」

　名字が同じってなに？

　彼の言葉の意味がわからない。

「でも、恭一とは兄妹じゃないし、親族でもないよ」

　私がそう言い返したら、恭一は苦笑いした。

「お前って……相当鈍いだろ？」

「小春よりは鈍くないはずだけど……」

　急に話が変わって戸惑いながら返したら、彼はジーッと私を見据えて今度ははっきりと断言した。

「いや、小春は見た目に反して鋭いが、紫は鈍い」

「え～、それは異議あり。小春の方が絶対に鈍い。男の子に『付き合ってください』って言われても、ニコッと笑って『どこまで？』って答えるんだよ」

　ムキになって反論したら、恭一はふっと笑った。

「いや、あいつは面倒だから、わざとボケてるんだ」

　え？　あれってわざとなの？

　私よりも恭一の方が小春との付き合いは長い。

　多分、彼の方が彼女の性格を熟知している。

　あれ？

　さっきまで気まずかったのに、今は恭一と普通に会話してない？

　そう思ったら、自然と笑みがこぼれた。

「なにがおかしいんだ？　自分が鈍感って知って変になったのか？」

　笑う私を見て恭一が怪訝な顔をする。

「違う。いつもの恭一でホッとしたの」

　恭一に向かって微笑んだら、彼は妖しく目を光らせた。

「いつものねえ。それじゃあ、家に帰ったらご期待通り、お仕置きしてやる」

　しまった～！　自分で墓穴掘っちゃったよ。

　今日はお仕置きされずに済むかと思ったのに……。

「さあ、帰るぞ。黒沢が予約した部屋にいるかと思うとイライラする」

　珍しく恭一は顔をしかめ、私の手を掴んでベッドから立ち上がらせた。

　これって嫉妬なのかなあ。

　そう考えると嬉しい。

　だって、何事にも動じない恭一が不機嫌になってるんだもん。

「うん」

　返事をする私を見て今度は恭一がニヤリとした。

「まだ笑ってる。そんなにお仕置きされるのが好きか？」

「ち、違います！　変なところにキスマークつけられて喜ぶ人がいる？」

　恭一にキスマークをつけられた次の日には必ず長谷川さんに見つかって、小春経由で私に連絡がくるのだ。

『紫、あのね、うなじにキスマークついてるから、気をつけて』みたいな感じで。

　もう恥ずかしいったらありゃしない。

「意外とスリルを楽しんでいるのかと思った」

　恭一が楽しげに私をからかう。

「全然楽しんでないよ。楽しんでるのは恭一でしょう！」

　上目遣いに睨んだら、彼が身を屈めて「そうかも」と囁いて……。

　彼の柔らかな唇が私の唇に重なった。

　不意打ちのキスにドキッ。

「だが、お前がかわいいのがいけない」

　キスを終わらせると、セクシーな目でそう言い訳する。

　そんな顔で言われたら、もうなにも言い返せない。

　相手は私よりも一枚も二枚も上手。

　多分、彼には一生勝てないだろうな。

　それからホテルを出て社用車に乗るが、恭一がずっと私の手を繋いでいてドキドキした。

　だって運転席と後部座席の間に仕切りはあるけど、運転手さんがいるから、決してふたりだけの空間ではない。

　なんだか悪いことしてるみたい。

　少しハラハラしながら彼に寄り添うと、自分がよく知っているその温もりに次第に心が落ち着いてきた。

　もうこれで黒沢さんにしつこくつきまとわれることはないだろう。

　そう考えたら、心から安心できた。

　社用車が恭一のマンションに着き、車を降りて部屋に帰って……。

「ああ～、家って最高～！」

　なにげなく言う私を見て、恭一が極上の笑みを浮かべる。

「ああ、もうここがお前の家だよ」

　その彼の言葉で気付いた。

　無意識に口にしてしまったけど、いつの間にかここが自分の家になっていたんだなって。

「うん」

　弾けるような笑顔で大きく頷いた。










また彼とパリに行きたい




　その年のクリスマスイブ、私はいつも通り仕事をしていた。

　恭一との仲は順調で、平日は忙しい恭一も休日は一緒にドライブに出かけたり、ふたりで料理をしたりと楽しい時間を過ごしている。夜の方は……毎晩求められて朝は遅刻ギリギリ。お互いの家族とは月に一、二回食事をしていて、もうすっかり公認の仲だ。

　黒沢さんは恭一の話では海外にいるらしい。多分、恭一が私の知らないところでうまく動いてくれたのだろう。

　黒沢さんが私を襲おうとしたことについては、今後一切私に近付かないということで示談が成立。ホテルで彼に会った日以降、姿は見ていない。

　姉の方は長なが野のにある病院に入院している。




　夏休みに恭一と姉の様子を見に行ったら、偶然私の両親も見舞いに来ていて、病院内のカフェで両親と私と恭一の四人で話をした。

『ねえ、どうしてお姉ちゃんの病気のこと話してくれなかったの？』

　対面に座る両親に尋ねたら、母が少し沈んだ表情で答えた。

『美桜に紫には絶対に言わないでって口止めされてたのよ。就職に失敗して、あの子のプライドはズタズタになってしまって……それで心が病んでしまったの』

　ポツリポツリと語る母の言葉に相槌を打った。

『そうだったんだ。なにも知らなくてごめんなさい』

　姉はきっと自分の失敗が許せなかったのだろう。姉は高慢で気性が激しい性格。多分、それが唯一の挫折で、どう立ち直っていいかわからなかったんじゃないだろうか。

『いや。悪いのは私たちだ。美桜が自傷行為を繰り返すから、お前に構ってやれなくなって……』

　両親の話を聞いて、私にどうしてよそよそしかったのかわかった気がした。

　父や母が私に構っていたら、きっとお姉ちゃんは私に嫉妬してひどい嫌がらせをしたに違いない。

『だから、お前には風間さんがいてくれてとても安心している』

　私と恭一を見て嬉しそうに目を細める父。

『紫さんのことは僕にお任せください』

　恭一は父に穏やかな目で微笑んだ。

　カフェの後、恭一と一緒に姉の病室へ行ったら、姉はアニマルセラピーを受けているのか、チワワと戯れていた。犬の頭を優しく撫でて『いい子ね』と話しかけている。

　その表情がとてもリラックスしていて安心した。

　私への態度は相変わらずだったけど、治療の効果もあってちょっと穏やかになった。病院を紹介してくれた恭一に感謝だ。




　今日、恭一は午後四時まで会議で、その後は泊まりで福ふく島しまに出張予定。

　恋人と一緒にイブを過ごせないのは残念だけど、去年まではずっとシングルベルだったのだから問題ない。

　いつものようにメールを処理していたら、長谷川さんが秘書室に戻ってきて、私のデスクの前で立ち止まった。

　田島さんと小春は離席中。

「紫ちゃん、イブの夜に副社長の予定を入れちゃってごめんね。先方がどうしてもって言ってきてさ」

　長谷川さんが私に向かって手を合わせる。

「謝らないでください。恋人とのクリスマスよりも仕事優先なのは当然ですから」

　気にしないように笑ってみせたら、彼が悪戯っぽく目を光らせた。

「ふーん、そんながっかりしてないんだ。これは副社長に報告したら、残念がるだろうな。副社長、本当はいろいろ計画してただろうに」

「ちょっ……変なこと報告しないでください。お仕置きされる私の身にもなって」

　慌てて止める私に、彼がふっと微笑する。

「愛しいが故だよ」

「愛しいって理由があればなんでも許されると思ってるでしょう！　あなたたちは！」

　恋人に意地悪なのは恭一だけじゃない。

　目の前にいる長谷川さんも小春のことを溺愛していて、彼女の話によれば、懇親会で酒に酔ってうっかりお店で寝てしまった時はかなりお説教されたらしく、週末は朝まで抱き潰されたらしい。

　柔和な顔をしてるのに、彼も恭一同様結構なＳだ。

「まあ、冗談はさておき、紫ちゃんには業務連絡ついでに東京駅まで副社長を見送ってもらうから、机周り片付けて準備しておいて」

　彼の指示にいささか疑問を抱いた。

「なんでわざわざ見送るんです？　業務連絡ならメールか電話で済むじゃないですか」

「紫ちゃん、ドライだね。副社長は紫ちゃんにお見送りしてほしいんだよ」

　本当に？

　内心では恭一とギリギリまで一緒にいられるのが嬉しかった。

「了解しました」

　顔がにやけないよう澄まし顔で答えたら、長谷川さんが穏やかな目で笑った。

「十五分後に出るから準備しておいて」

　彼が秘書室を出ていくと、目の前の仕事をマッハで片付けてパソコンの電源を落としてコートを羽織り、バッグとスケジュール帳を手に持つ。

　その時、ちょうど小春が戻ってきて彼女に声をかけた。

「私、副社長をお見送りしてくる。田島さんにも伝えといて」

「うん、いってらっしゃい。楽しんできてね」

　小春がにっこり微笑んで私を送り出すが、秘書室を出ながら首を傾げた。

　お見送りを楽しむってなに？

　運転手さんや長谷川さんもいるんですけど。

　秘書室を出ると、恭一と長谷川さんが副社長室から出てきた。

「時間ピッタリじゃないか」

　恭一が私を見てニヤリとすれば、「秘書なので当然です」と素っ気なく言い返した。

　そんなやり取りを楽しげに眺めていた長谷川さんが、私と恭一に向かって小さく微笑んだ。

「じゃあ、行こうか」

　三人で社用車に乗り込むが、恭一と長谷川さんが私を真ん中に挟んで仕事の話をする。込み入った話で私はついていけず、思わず長谷川さんに席を替わろうかと声をかけたくなった。

　スケジュール帳を出したのはいいが、私がメモることはなさそう。

　もっとふたりから細かい指示が出されるかと思ったんだけどな。

　私……なんで同乗したのか。

　そんなことをひとり考えている間に車は東京駅に着いた。

　車を降りて恭一たちと新幹線の改札まで行く。

「いってらっしゃい」

　出張に行くふたりに手を振ったが、突然長谷川さんが持っていたスーツケースを私に手渡した。

「え？」

　わけがわからずキョトンとする私に、彼は優しい笑顔を向ける。

「行くのは副社長と紫ちゃんだよ。そのスーツケースには紫ちゃんの着替えが入ってるから」

「ええ!?」

　素っ頓狂な声をあげたら周囲の視線を集めてしまい、慌てて口を押さえた。

　そんな私を長谷川さんはおもしろそうに眺める。

「ふたりで楽しんできて。メリークリスマス！」

　ウインクして去っていく彼を呆気に取られながら見送った。

　メリークリスマスってどういうこと？

「楽しむってなに？」

　恭一に尋ねると、彼はクスッと笑った。

「この出張は、社長からのクリスマスプレゼントらしい。新しくオープンしたホテルの視察だが、楽しんでこいって今朝社長に言われたよ」

　恭一も知ったのは今朝だったのか。

　小春も知ってて私を送り出したのね。彼女も『楽しんできてね』って言ってたし。

「でも……いいのかな？　仕事なのに楽しんじゃって」

　戸惑う私の手を恭一が掴んで歩き出した。

「社長命令だからいいんだ」

　優しく微笑む彼にキュンとなる。

「スーツケースの中の着替えは小春が用意したらしい。あと、お前の分のチケットも持ってるから」

「そう」

　社長と小春と長谷川さんに感謝だ。

　ついさっきまでは、恭一は仕事があるから仕方がないって諦めて、ひとり寂しいクリスマスイブを過ごすつもりでいた。

　その後、新幹線と車に乗って三時間ほどのところにあるスキーリゾートホテルに到着。時刻は午後七時半過ぎ。

　日はすっかり暮れて、セピア色の灯りにホテルが照らされている。

「わあ～、綺麗なホテルだね」

　思わず歓声をあげたら、恭一が「ああ」と笑顔で頷いた。

　古城のような外観がとてもロマンチックで素敵だ。

　新幹線から車に乗り換えた時はそれほど雪はなかったのに、さすがスキー場だけあって一面銀世界。

　玄関前で送迎車から降りると、支配人や多くのスタッフの出迎えを受けた。

　恭一は穏やか笑みを浮かべ、支配人と挨拶を交わす。

　建物の説明を受けてから案内されたのは、最上階の五階にあるスイートルーム。

　部屋を入ったら広いリビングがあって、その奥にベッドルームがある。

　部屋の窓からはライトアップされたゲレンデが見えた。

　駆け寄って窓の外を見ると、ナイトスキーを楽しんでいる人がちらほら見える。

「恭一はスキーやるの？」

　振り返って尋ねたら、彼も私のそばに来て言った。

「ああ。小さい頃は毎年海外の山で滑ってた」

　さすがセレブは違うね。

「紫は？」

「私は中学の時のスキー合宿でちょっと滑ったくらい。もう忘れちゃった」

　ハハッと笑いながら答えたら、彼は私の頬に手を添えて微笑んだ。

「明日の朝、時間があればやってみよう。手取り足取り教えるよ」

　それからホテルにあるフレンチレストランで食事をして、部屋に戻ると、食事の前にはなかったのにクリスマスツリーが飾られていた。

　赤、青、緑などの電飾がキラキラ光っている。

「いつの間に！　ツリー綺麗だね」

　ツリーを見てぱあっと目を輝かせた。

「尊のプレゼントだな」

　ツリーについていたカードを手に取った恭一がそれを見て少し顔をしかめる。

「長谷川さんなんて？」

　メッセージカードになんて書かれていたか気になって聞くと、恭一はカードをスッとスーツのポケットに入れた。

「大したことは書いてない」

　メリークリスマスくらいしか書いてなかったのかな？

　ソファの近くのテーブルには、ホテルのサービスなのかシャンパンとグラスが置かれていた。

　なんだか絵に描いたようなクリスマス。

　こういうのずっと憧れていたんだ。

　恭一が慣れた手つきでふたつのグラスにシャンパンを注ぎ、ひとつを私に手渡す。

　そして、彼も自分のグラスを手に取ると、私のグラスに重ねて、とてもリラックスした様子で微笑んだ。

「乾杯」

「か、乾杯」

　恭一がとてもカッコよくてつい見惚れてしまう私。

　恋人になって八カ月になるけど、彼の顔を見るとドキッとして赤面することが度々ある。きっと何十年経ってもそれは変わらない。

　ひと口シャンパンを口にすれば、飲みやすくて美味しかった。

「フルーティーな感じで美味しい。もっと欲しい」

　お代わりをねだったけど、彼は「お前は酔いやすいからダメだ」と許してくれない。

　もう、ここで保護者面しなくても。

「でも、いつでも寝れるしいいじゃない」

　ちょっとむくれたら、恭一がスーツのポケットから小さな深紅の箱を取り出した。

「今酔われたら困るんだよ」

　ふっと笑みを浮かべる彼の顔は、これまで見たことがないくらい甘い。

「来年になったらお前の名字を変えるから」

　一方的にそう宣言されたかと思ったら、彼が深紅の箱から指輪を取り出して、私の左手の薬指にはめる。

　はめられた指輪には一カラットくらいのダイヤとその周りにメレダイヤが散りばめられていて、夜空の星のようにキラキラ輝いて見えた。

　指輪と恭一を交互に見る。

　その時、以前彼が口にした言葉を思い出した。

　名字が違うから呼び方を間違える……みたいなことを前に言ってたよね。

　名字が同じなら間違えないとも言ってた。

　ある結論に思い当たる私。

　ああ～！

「え～と、これは……あの……その……私の勘違いだったらごめんね。ひょっとしてプロポーズ？」

　ためらいながら確認したら、彼が顔を近付けてチュッとキスをした。

「正解。反応遅いし、またキョトンとされたらどうしようかと思ったよ」

「私でいいの？」

　彼とずっと一緒にいるつもりではいたけど、いざプロポーズされると本当に私でいいのか不安になる。

　お前がいいって言ってほしいんだ。

　彼ならもっと素敵な女性と付き合うことだってできるだろうし……。

　自分でも面倒な女だなって思う。

　でも、彼は嫌な顔ひとつせず、愛おしげに私を見つめて答えてくれた。

「ずっと一緒にいたいのはお前だけだから」

　その言葉に感動して胸が熱くなる。

「私も」

　涙ぐみながら自分の気持ちを伝えたら、彼が「知ってる」とニヤリとした。

　自信満々な恭一が少し憎らしいけれど、そんな彼を好きになったのだ。

「指輪もありがとう。サイズよくわかったね」

　指輪に触れながらお礼を言ったら、彼はふっと笑った。

「小春に頼んで調べてもらった」

　小春……ねえ。

　ああ！　あれって私もだったの？

　実は数日前、小春をアクセサリーショップに連れていき、彼女の指のサイズを調べたのだ。長谷川さんに小春に指輪をプレゼントしたいから協力してくれって言われて、快く引き受けた。

　その時、小春にしきりに『紫もはめてみようよ』って言われて指輪をはめたんだよね。まさか小春まで恭一に頼まれていたなんて……。

　ハハッと涙を浮かべながら笑う私を恭一は愛おしげに見つめる。

「指輪気に入った？」

「うん。指輪なんてもらったの初めてで嬉しい。ありがとう」

　心から感謝の気持ちを伝えると、彼はこの上なく優しい声で返した。

「どういたしまして」

　指輪を見てニマニマしていたら、恭一に抱きしめられた。

　それからしばらく抱き合っていたのだけど、大事なことを思い出して「あっ！」と声をあげる私。

　恭一が抱擁を解いて「どうした？」と私に尋ねる。

「恭一にプレゼント用意したのに持ってこなかった！」

　今日一緒に過ごすと思わなかったんだもん。

　彼の好きなブランドのカフスボタン買ったのに～。

　恭一の耳元で叫んだら、彼は私の声が煩かったのか顔をしかめた。

「なにを大騒ぎするかと思えば」

「だって、せっかく用意したのに渡せないんだよ？　もうショック！」

　頭を抱える私とは対照的に、彼は至極冷静だ。

「別に今ここでなくても、明日家に帰れば受け取れる」

「それはそうなんだけど、今渡したかった」

　恭一にそう訴えたら、彼の目が妖しく光った。

「それじゃあ、今お前をもらう」

「え？　私？」

　驚いて聞き返すが、彼は答えず私を抱き上げてベッドルームに運ぶ。

　こういう展開は初めてではない。

「あの……その……待って！　先にシャワー浴びたい」

　いつもあたふたしながら止めるが、彼が聞いてくれた試しがない。

「後で一緒に浴びるから必要ない」

　恭一はキングサイズのシックなベッドに私を下ろし、自分もベッドに上がると、スーツの上着を脱ぎ捨てた。

「わ、私じゃプレゼントにならないよ」

　記念すべきイブだし、綺麗な身体の私を抱いてもらいたい。

　なんとかシャワーを浴びたくて必死に抵抗するも、彼は極上の笑顔で反論する。

「俺にはお前が最高のクリスマスプレゼントだよ」

　彼がネクタイを外して覆いかぶさってくる。

　しっかりと目が合うと、恭一は私に甘いキスを落とした。

　ズルいなって思う。

　そんな殺し文句を言われたら、もう従うしかない。

　それに、彼はキスで私が陥落すると思っている。

　実際にそうなんだけど……。

「恭一にしかあげないからね」

　彼の首に両手を巻きつけて、自分からも口付けた。

「当然だ。お前は俺だけのものだ。来年の春の結婚式が楽しみだな」

　どこか企み顔で微笑む彼。

「来年の春に結婚……!?」

「結婚式ってどういうこと？」と聞こうとしたら、恭一に口を塞がれ、なにも考えられなくなって……。

　肌を重ねて、互いの熱を奪い合うかのように何度もキスをした。

「愛してる」

　身体を重ねるたびに彼が私に囁く。

　雪降る聖夜に、私たちは情熱的に愛し合った。




　次の日は結局お昼近くに起きて、一度もスキーをすることなく東京へ戻った。

　普通ならぶつぶつ文句を言っただろうけど、昨日は自分も大胆に彼を求めてしまってなにも言えなかった。

　夕方会社に戻ると、長谷川さんが私の手の指輪を見て、恭一の肩にポンと手を置く。

「どうやらプロポーズは成功したらしいね」

　どこか満足そうに微笑む長谷川さんを見て、恭一はふっと微笑した。

「お前のお節介もあったがな」

「それはお互い様だよ」

　目を合わせて笑い合うふたりがなんだか怖い。

「ねえ、お節介ってなんのこと？」

　気になってふたりに尋ねたら、恭一が私に目を向けた。

「福島のリゾートホテルの件、社長に進言したのは尊なんだ」

　長谷川さん、クリスマスツリーだけじゃなくて、私と恭一がふたりで過ごせるようお膳立てしてくれたんだ。

　そういえば、あのメッセージカード、きっとうまくやれとか書いてあったんだろうな。だから、それがちょっと恭一には嬉しいようで、それでいて悔しかったのかも。

「そうだったんだ。長谷川さん、ありがとう。じゃあ、お互い様ってのはどういうことですか？」

　今度は長谷川さんだけに聞いたら、彼は少し渋い顔で答えた。

「僕と小春のために恭一が高級レストランとホテルを予約してくれてね」

「ああ。なるほど」

　ホント、このふたりは無二の親友だね。

　親友の幸せを願ってお膳立てする。素敵なふたりだ。

　ふふっと笑みを浮かべていたら、突然長谷川さんが仕事モードの顔で私に告げた。

「紫ちゃん、六月の第三土曜日、副社長の予定を一日押さえといて」

「あ、はい。ゴルフか出張ですか？」

　長谷川さんに確認するが、答えたのは恭一だった。

「俺たちの結婚式だ。お前もちゃんと予定しておけよ」

「ええ～！」

　驚いて素っ頓狂な声をあげる私。

　昨日の夜、来年の春の結婚式が楽しみとか聞いたのは夢ではなかったのか。

　恭一に抱かれて、夢か現うつつかわからなくなっていたんだよね。

　今年も、そしてこれからも、この超絶美形たちの策略にハラハラドキドキさせられそう。

「紫ちゃん、今ならハネムーンの場所どこでも選べるからね。年始までに希望を聞かせてくれるとありがたいな」

　長谷川さんがニコニコ顔で言うが、私には早く決めろと催促しているようにしか聞こえない。

　ハネムーンなんていいと断ろうとしたら、恭一に釘を刺された。

「新婚旅行に行かないってのはなしだぞ」

　もうこの人たちは！

　だったら思いつく場所はひとつしかない。

「私、パリに行きたい」

　そう主張したら、ふたりは優しく微笑んだ。

「了解」

　あの卒業旅行が私の運命を変えた。

　一緒に旅行しなかったら、恭一のことを知ることはなかっただろう。

　違う世界の人って線引きしたままだったに違いない。

　パリは私たちの大事な思い出の場所。

　また彼とパリに行きたい――。




The end.










【番外編】誰よりも大事な彼女――恭一 side




「あっ……！」

　書斎のファイルを整理していらない書類をシュレッダーにかけていたら、ファイルが崩れて一緒に置いてあったアルバムが床にドサッと落ちた。

　今日は大晦日。

　紫と朝食を食べた後、家の中を大掃除中。

　うちの会社の方は二十七日から正月休みに入ったが、クリスマスイブに思いがけず福島のホテルで彼女とふたりきりで過ごしたこともあり、この休みは旅行はせずゆっくり過ごす予定。

　床に落ちたアルバムを拾い上げて中を確認する。

　どこも壊れてはいないようだ。

　最初のページは、小春が大学に入学した時の写真。

　大学の門の前で俺と小春と尊の三人が笑顔で写っている。

　次のページは、彼女の入学祝いにホテルのレストランに連れていった時ので、これもまた三人で写っている。確か店員さんに頼んで撮ってもらったのだ。俺が小春と尊を撮った写真もあったが、それは小春に渡した。きっと彼女は自分の部屋に大事に飾っているだろう。

　またページをめくると、紫が現れる。

　小春たちの大学の学園祭で撮ったもので、小春と紫がメイド姿でタピオカミルクティーを売っている写真だ。小春はちゃんとカメラ目線なのに、紫はしかめっ面でそっぽを向いている。

　それを見て思わず笑みがこぼれた。

　俺には関心がないし、気に入らないって全身でアピールしている。

　紫が写真を嫌がって、ようやく撮れた一枚。笑顔ではないところが、逆にいい。

「懐かしいな」

　写真を見ながら、紫と初めて会った日のことを思い出した。




　確か小春が大学に入学してしばらく経った頃、俺と尊に言ったんだ。

『ふたりに私の友達を紹介するね』

　授業が終わった後、一緒に夕食を食べることになり、小春から紫を紹介された。

『彼女が友達の真野紫ちゃん。私と同じ文学部でゼミも一緒なんだ』

　とびきりの笑顔で紹介する小春とは対照的に、紫の顔は引きつっていた。

『従兄と幼馴染に会わせるって……このふたりだったの？　大学でも有名なふたりじゃない！』

　紫が声を潜めて小春に抗議する。

　どうやら俺たちのことを彼女は知っていたらしい。

　まあ、俺たちは小春の大学のＯＢだし、小春やお世話になった教授に頼まれてちょくちょく大学に来ていたからな。

　しっかり紫の声は俺と尊に聞こえてたのだが、彼女はかなり動揺していてそのことに気付いていない。

　ふたりのやり取りを俺と尊は楽しげに眺めた。

　なぜなら、俺と尊を見て引く女の子は初めてだったからだ。小春の紹介で会った女の子たちは大抵俺たちを見ると目の色を変えて、小春そっちのけで俺たちと話す。

『まあまあ、ふたりとも優しいからそんな緊張しなくても大丈夫だよ』

　小春が何度もそう宥めると、紫は渋々といった様子で俺と尊に挨拶した。

『……はじめまして。真野紫です』

　彼女はほんの一瞬俺たちを見てすぐに視線をプイと逸らす。

　なにか怒らせるようなことでもしただろうか？

　そう思ったが、彼女とは俺が知る限りまったく面識はない。

　そんなことを考えながら、俺も挨拶を返した。

『小春の従兄の風間恭一です』

『僕は恭一の幼馴染の長谷川尊。よろしくね』

　俺も尊もにこやかに挨拶したが、その日紫と打ち解けて話すことはなかった。

　どうやら初対面なのにかなり嫌われているらしい。

　俺たちを見て興味を示すどころか、紫は早く逃げたがっていた。

　いつも小春の友達は俺と尊目当てで近付く子が多く、よく身辺調査をして小春が気付かないように遠ざけていたのだが、紫に関してはその必要がないようだ。

　その後、大学に行く用事があってキャンパスで彼女を見かけ、声をかけてみた。

『今日は小春はいないんだな。一緒にランチどう？』

　小春は真面目で面倒見のいい紫をとても気に入っている。小春が病気で一週間入院した時は紫が見舞いに来て大学の勉強を教えてくれたし、他にも変な男子学生に絡まれそうになるといつも助けてくれたそうだ。

　小春は妹みたいなものだし、紫にお礼を言おうとしたのだが……。

『すみません。今日はお弁当を作ってきたので』

　彼女は誘いを素っ気なく断り、俺の前からスタスタと歩き去った。

　すんなりオーケーしないとは予想していたが、ここまでキッパリ拒絶されるとは思わなかった。

　ハハッと苦笑いする俺。

『恭一でも振られることがあるんだ』

　一緒にいた尊がおもしろそうにククッと笑う。

『お前が誘っても結果は同じだ』

　そんな負け惜しみを言ってしまう自分に驚いた。

　軽く流せばいいのにな。

　その後も紫の姿を見かけると、親しげに声をかけた。

　だが、小春とは凄く楽しそうに話をしているのに、俺の顔を見ると彼女の表情は瞬時に曇る。

　小春に向けるような笑顔を俺にも向けてほしい。

　いつからか紫を見ると、そう思うようになった。

　多分、今まで俺に媚びる人間しか周囲にいなかったからだろう。昔付き合ってた女だって、見た目はそれなりによかったが、俺の機嫌ばかり取っていて、一緒にいても疲れてしまって長続きしなかった。

　素で俺に接する紫が新鮮で、キラキラして見えた。

　避けられると余計に気になってしまって、仕事をしていても彼女のことを考えることが増えていった。逃げる獲物を追うのはオスの本能。

　ある夏、小春と尊と俺の三人で食事をしていたら、彼女が『紫と来週夏祭りに行くの』と嬉しそうにはしゃいだ。それで、昔から彼女のお目付け役だった俺は、小春に注意した。

『女の子だけで行ったらナンパされて危ないぞ』

『じゃあ、恭一くんたちも一緒に来てよ』

　その返答は俺の意図した通り。

『仕方ないな』

　ふっと笑って応じる俺を見て、横にいた尊がクスッと笑う。

　後で彼は、小春のいないところで衝撃的な言葉を口にした。

『恭一って紫ちゃんのこと好きだよね』

『え？』

　尊の思いがけない言葉に思考が停止した。

『紫ちゃんを見かけると、ジッと彼女を見ているし、小春ちゃんと紫ちゃんが一緒にいても紫ちゃんの方ばっかり見てる』

　俺が彼女を好き……ねえ。

『確かに紫ちゃんが気になる。なんで俺に笑わないのかって思ったり』

『いいんじゃない？　恭一ってさあ、仕事にしか興味なくて心配だったんだよね』

　自分の思いを自覚してからは、紫を自分から積極的に誘わなくなった。

　しつこく誘うのは、彼女には逆効果だと思ったから。

　相手を振り向かせるには、まず俺のことを知ってもらうことが大切だ。

　あくまでも小春の従兄として接して、少しずつ紫と会う機会を増やしていく。

　最初は俺のことを避けていた紫だが、徐々に俺の存在を受け入れるようになった。

　俺に笑顔を向けることはないが、話しかければ世間話はする。

　それでいい。少しずつでも俺に慣れていけば。

　紫を見ていると、昔うちの庭に迷い込んだ仔犬のことを思い出す。

　それは、こげ茶色の毛の雑種だった。

　ただ、目は綺麗な藍色で、見ていると引きつけられた。

　メスの仔犬でガリガリに痩せていて、足を引きずっていた。ミルクをやっても、俺がいると絶対に飲まない。人間が怖いのか、俺の姿を見ると怯えた。

　多分、人間にひどいことをされたのだろう。

　仕方なく姿を消せば、その仔犬は周囲の気配を警戒しながらミルクを少しずつ飲んだ。それが一週間続いただろうか。

　だが、ある日その犬が飲んだミルクを吐いて倒れていて、病院にすぐに連れていった。診断の結果、軽い感染症にかかっていて、薬を処方してもらい、寝ずに看病した。

『早くよくなれ』と何度声をかけただろう。

　眠くて少しうとうとしていたら、その仔犬がペロペロ俺の手を舐めて……。

　その時、初めてそいつと気持ちが通じ合った気がした。

　それからは俺の手から餌を食べるようになって、結局『アイ』と名付けてうちで飼うことにした。

　名前の由来は、その綺麗な瞳から。

　藍色のあいでもあるし、英語の EYE の意味でもある。

　アイは家に帰るといつも玄関で座って待っていて、俺の足に擦り寄って甘えて……。他の家族には懐かなかったけど、俺にだけは心を許していたのが嬉しかった。

　俺が高校三年の時にアイは死んでしまったが、それまで俺の大事な家族だった。

　紫は俺になかなかなびかないところがアイに似ている。彼女だっていつか俺への気持ちが変わっていくはず。アイのように……。

　親父が体調を崩し、代わりの仕事が増えると、紫との時間を持つのは難しかった。彼女が大学を卒業すれば、ますます会う機会はなくなる。

　紫の気持ちが俺に傾くのをジッと待つつもりだったが、そんな悠長なことは言っていられなくなった。

　そんな時、紫が内定をもらった会社が不渡りを出すという情報が入り、うちの会社が買収に乗り出した。どうやら俺が『今後の戦略にも役立つ』と親父に進言したのが決め手になったようだ。

　まあ、純粋にビジネスを重視しての発言だったが、結果的に彼女の卒業後も繋がりができた。チャンスは逃さない。

　卒業旅行は小春の父親を味方につけて、俺と尊も同行することにした。

　ずっと俺と紫のことを静観していた尊が楽しそうに言う。

『ついに紫ちゃんを口説くつもりなのかな？　紫ちゃんの就職先の件だってあるし』

『買収はたまたまだ。卒業旅行は小春の父親を説得したがな。ボディーガードが必要だって』

『今までは口説かなくても女の方から寄ってきたのに、恭一も苦労するね』

　俺が焦っているのを見てこいつはおもしろがっているのだ。

『言ってろ。そのうち必ず彼女を俺のものにする』

　そう宣言する俺を見て、尊はキラリと目を光らせた。

『お手並み拝見だね』

『お前も本気で誰かを好きになれば、そう余裕ぶっていられなくなるさ』

　俺の警告を尊は笑い飛ばす。

『女の子は好きだけど、ひとりの子を好きになることはないと思うよ』

　それじゃあ、小春のことはどう思ってる？

　そうこいつに聞こうとしたがやめた。

　小春にとっては余計なお世話だ。

　それに俺が小春の気持ちを知っているのだから、鋭い尊だって気付いているはず。聞いたところで小春が喜ぶような答えは得られないだろう。

　それから卒業旅行になり、紫に積極的にアプローチした。

　だが、彼女が少し男性を怖がっているような印象を受けたから、強引にベッドに誘うことはなかった。

　卒業旅行が終わり、その後、紫が黒沢不動産の御曹司に悩まされていると知って、無理矢理自分のものにしなくてよかったと思った。

　黒沢から彼女を救いたい。

　紫を自分の秘書にしたのも、黒沢に手出しさせないため。

　彼のストーキングに怯えた彼女を俺のマンションに同居させて……。

　彼女を自分のものにしたいというより、ただただ守りたかった。

　それで、紫は俺のことをかなり信用するようになったし、俺のことを意識し始めた。

　あと、同居することで互いのことをよく知っていったんだと思う。

　ゴールデンウイークの旅行で気持ちが通じ合って恋人になって、来年には結婚式も控えている。

　恋人になってから結婚式までの期間があまりないが、俺は彼女が大学生の頃から好きだったから結婚が早すぎるとは感じない。

　むしろ遅いくらいで、今婚姻届を出して彼女の名字を変えてもいいと思ってる。

　そんなことをしたら紫がパニックになるだろうが。

　結婚式のことは紫にプロポーズする前に、尊と日取りなどの大まかなことは決めていた。

『紫ちゃん、勝手に式の日取りを決めて怒らないかな？』

『紫に決めさせるといつになるかわからないだろ？』

　少し不安そうな顔で尋ねる尊にそう答えたら、彼は納得した表情で頷いた。

『ああ。紫ちゃんってそうかもね。式とかハネムーンはお金がかかるからいいとか遠慮しそう。小春はパンフレット集めていろいろ悩みそうだけど』

　小春のことを思い浮かべてクスッと笑う尊を見ていると、ふたりの結婚もそう遠くないように思う。彼にまだ結婚する気がないなら、そんな話はしないに違いない。

　来年はアルバムに貼る写真が増えそうだ。

　俺と紫の結婚式やハネムーン。他にもいろいろ。

　写真をジーッと見ていたら、愛おしい婚約者の声がすぐそばで聞こえてハッとした。

「あ～、なにサボってんの！」

　アルバムから顔を上げれば、エプロン姿の紫が腰に手を当て怒っている。

「悪い。アルバム見てたらつい懐かしくなって見入ってしまったんだ」

　こういうちょっとした日常が楽しい。

「アルバム？」

　首を傾げる彼女に持っていたアルバムを見せた。

「小春が大学に入学した頃とかの。紫もたくさん写ってるよ」

「あ～、ホントだ。でも、私全部仏頂面じゃないの！　やだ！　こんなの大事に取っておかないでよ」

　確かに仏頂面だが、写りは悪くない。

「かわいく写ってるからいいじゃないか」

　優しく宥めるが、彼女は少し不機嫌な顔で返す。

「全然かわいくないよ」

「だったら、結婚式でとびきりいい笑顔の写真を撮ればいいだろ？」

　そう提案したら、彼女はポッと頬を赤くして頷いた。

「……うん。あっ、私、恭一の子供の頃の写真が見たい！」

　突然表情を変えて俺の両腕を掴む紫の剣幕にちょっと引いた。

「あるけど、そんなのが見たいのか？」

　俺の子供の頃の写真なんて見てもつまらないと思う。

　だが、彼女の見解は違った。

「見たいよ。だって、赤ちゃんだった恭一って想像つかないもん。今のまま成長した感じがする」

「そんな人間いないだろ。ほら、これが俺の子供の頃のアルバム」

　ふっと笑ってアルバムを手渡せば、彼女はそれを見てはしゃいだ。

「わ～、恭一赤ちゃんの頃から美形だったんだ～。目パッチリだよ!?　それに、髪もふさふさ～。普通、日本人の赤ちゃんってサル顔なのに。恭一のお母様も美人だし、風間家の遺伝子って凄いね」

「赤ちゃんなんてみんな一緒じゃないか？」

　紫の反応に驚く俺。

「ううん、違う。私なんて髪の毛はなかったし、目もパッチリじゃなくて、家族にお地蔵さんって言われてたんだよ」

「へえ。あまり想像できないが、紫の赤ちゃんの時の写真も見てみたいな」

　そんなやり取りをしていたら、ますます掃除がはかどらなくなって、結局家の大掃除は終わらなかった。




　その後、紫の実家に行って年越し蕎麦をご馳走になり、俺と紫は今、都内にある有名な寺にいる。

　チラリと腕時計に目をやると、午後十一時四十五分を回っていた。

「うわ～、予想はしていたけど、凄い人だね。ぎゃっ！」

　人波に揉まれて転びそうになる紫の腕をしっかりと掴んで俺の方に引き戻す。

「危ない！　あまりキョロキョロしてると、人の波に持っていかれるぞ」

　そう注意したら、彼女は苦笑いしながら謝った。

「ごめん。これはお参りするまでにどんだけ時間がかかるかわからないね」

　予想はしていたが周りはどこも人、人、人。

　寺の境内は朝の満員電車状態。

　いつもは多くの外国人観光客で賑わうこの寺も、初詣とあって日本人が圧倒的に多い。境内には露店が立ち並び、祭りのように賑わっている。

　基本的に普段人混みは避けるが、紫がどうしてもここで初詣をしたいと言うので風間家の者に送迎を頼んで寺の近くで降ろしてもらった。

「まあ、いい経験だな」

　テレビでしか観たことのない光景は俺にとってはある意味新鮮ではあるし、彼女がいればこの混雑も苦には感じない。

「生まれてからずっと東京にいるけど、ここ来たことなくて……。でも、大晦日の夜に来たのは無謀だったかも。わがまま言ってごめんね」

　俺に向かって手を合わせる彼女に優しく微笑んだ。

「これはこれでカウントダウンが楽しめていいんじゃないか。一生忘れられない思い出になる」

「それもそうだね」

　紫はホッとした顔で笑みを浮かべると、背伸びをして遠くを見ようと目を細めた。

「それにしても、人の壁で本堂がどこにあるのかわからない」

「本堂は百五十メートル先だな」

　見えない紫にそう教えれば、彼女はハーッと息を吐いた。

　気温が三度とあって足先がじんじん冷えて寒さを感じる。

「百五十かあ。まだまだだね。恭一は背が高いからよく見えていいね」

「たまに低い天井にぶつかりそうになるけどな。寒くないか？」

　紫に視線を戻して、彼女の体調を確認する。

　ダウンコートの下にもフリースのジャケットを着て、カイロも貼り、防寒はしっかりとしているが、待ち時間が長いと体温を奪われるのが心配だ。

　かれこれ三十分待っているが、五十メートルも前に進んでいない。

「うん、今のところ大丈夫。幸か不幸かこの人の壁で寒さが和らいでる」

　どこか楽しげに言う彼女と目を合わせて微笑み合う。

「確かに」

　途中参道にある露店で甘酒を買って冷えた身体をあっためたら、不意に彼女が少し緊張した面持ちで聞いてきた。

「ねえ、そういえば、恭一っていつ私のことを好きになったの？」

　きっとずっと知りたくて、聞くタイミングを計っていたに違いない。

「小春に紹介された時から興味は持ってた」

　正直に答えると、彼女は意外だというような顔をする。

「え？　そうだったの？」

「紫が俺のこと苦手そうだったから、どうしてかって気になったんだ」

「ああ。前にも謝ったけど、あの時は本当にごめんなさい！　でも、今は大好きだからね！」

　必死にそう訴える彼女が愛おしい。

「その告白、毎日聞きたいな」

　優しく微笑んで、紫の手を握る。

　すると、除夜の鐘がゴーンと鳴った。

　カメラのフラッシュがあちこちでたかれ、周囲も騒がしくなる。

「明けましておめでとう。今年もよろしくな」

　紫の目を見てとびきりの笑顔で伝えたら、彼女ははにかみながら俺に返した。

「こちらこそ、末永くよろしくお願いします」

　ふたりで迎える初めての新年。

　彼女が俺の隣にいることに幸せを感じていた。

「今年は結婚式もあるし忙しくなるぞ」

　穏やかに微笑めば、彼女はコートの上からウエストの肉をつまもうとする。

「お正月は太らないようにしなきゃ。あと二キロは痩せたい」

「痩せる必要はないな。抱き心地が悪くなる」

　そう言って紫をからかったら、彼女は上目遣いに俺を睨み、声を潜めて怒った。

「もう、公衆の面前で言わないでよ。恥ずかしい～！」

　すぐに赤面する彼女が愛おしくて仕方がない。

　一時間後にようやく参拝の順番が来て、俺は目を閉じて彼女のことを願った。

　紫がこれからも笑顔で、健やかでありますように――。

　願うのはそれだけだ。

　顔を上げると、じっと俺を見ていた紫と目が合った。

「なにをそんなに真剣な顔で祈っていたの？」

　自分よりも誰よりも大切な彼女。そんな相手に出会えて俺は幸せ者だと思う。

「内緒」とふっと笑って答えたら、紫は俺の腕にしがみついた。

「え～、気になるから教えてよ」

「そのうちな」

「それ、ずっと言わないパターンじゃないの」

　上目遣いに俺を見て文句を言うが、その目は笑っている。

　こういう些細なやり取りが楽しい。

　もうすぐ俺の奥さんになる彼女を見て心の中で誓った。

　一生お前を大切にするよ。




The end.
















特別書き下ろし番外編










年越しはまったりが一番




「凄く、綺麗」

　ホゥーッと青いステンドグラスを見入る私を見て恭一が笑みを浮かべた。

「前回は時間がなくて来れなかったからな。ここのステンドグラスは有名だし、今回見せられてよかった」

　私と恭一はハネムーンでパリに来ている。

　今いるのはパリ中心部のシテ島にあるサント・シャペル教会。

　時刻は午後一時過ぎ。

　光が差し込んで、虹色に変化するステンドグラスは圧巻。

「もう眼福もの。手を合わせたくなる……って、ここはお寺や神社じゃなかった」

　ハハッと苦笑いする私を見て恭一がおもしろそうに目を光らせた。

「ひとりでボケとつっこみやって、かなり浮かれてるな。油断してスリに財布を盗まれるなよ」

　年末とあって観光客が多くて、どこに行っても人だらけだけど、愛する人が一緒だと苦にならないから不思議だ。

　今年の六月に彼と結婚して風間紫となった私の左手の薬指には、プラチナの結婚指輪が輝いている。

　仕事は続けていて、秘書の仕事にもようやく慣れてきた。でも、長谷川さんのような敏腕秘書になるにはまだまだ修行が必要。

「ノートルダム寺院も火事にならなければ見られたんだがな」

　少し残念そうな顔をする彼にニコッと微笑んだ。

「恭一は何度か見たんだよね？　ノートルダムは残念だけど、このサント・シャペル教会のステンドグラスが見られただけでも満足」

「俺は二回行ったことがあったからよかったが、紫が満足なら、まあいいか」

　サント・シャペル教会を見た後は、近くのパン屋で美味しいクロワッサンを買って川沿いのベンチに座って食べた。

「パリのクロワッサンは最高」

　ひと口噛めば、濃厚なバターの風味がしてとても美味しい。

　日本のクロワッサンだって充分美味しいのだけど、パリのは格別。

　どんな高級フレンチよりもこのクロワッサンの美味しさに一番感動した。

　ホクホク顔でクロワッサンを食べる私に恭一が真顔で言った。

「そんなに気に入ったなら、パリのパン屋を買収しようか」

「やめて。恭一が言うとシャレにならないよ。旅行で来て食べられるからいいの」

　じっとりと恭一を見て反対したら、彼はクスッと笑みをこぼした。

「半分本気だったんだがな。だったら、俺が引退したらパリに住むか？」

　恭一の言葉に目を輝かせた。

「それ素敵！　でも、いつ引退するつもり？」

　まだ彼は三十代前半。今は定年が六十五歳とかが多いけど、七十過ぎても社長をバリバリやっている人もいる。

　私の質問に彼は意味ありげに含み笑いをした。

「後継者さえいれば、いつでも」

　それって私たちの子供ってことだよね？

「そ、それはコウノトリさん次第なんじゃあ」

　頬を赤くしながら返す私の頬に彼は手を添えた。

「コウノトリにお願いする前に、いろいろ準備はしないとな」

　ニヤリとして恭一は私に甘く口付ける。

　そう言えば、ファーストキスもパリだったなあ。

　あの時は恭一と結婚するなんて思ってもみなかった。

　人生なにが起こるかわからない。

「目を開けたまま考え事するなんて余裕だな」

　その少し不機嫌そうな声にハッと我に返る。

「ご、ごめん。恭一に初めてキスされたのもパリだったなって思って」

　慌てて言い訳したら彼は意地悪く目を光らせた。

「ああ。あの時の紫は放心してたな。でも、今はすっかり慣れて刺激が足りなくなったか？」

　彼の目が悪魔のように漆黒に染まっている。

　私が上の空だったから怒ってるんだ。

「そ、そんなことないよ」

　あたふたしながら否定するも、恭一が私の唇を塞いで声にならない。

　彼が私の頭を掴んだと思ったら、彼の舌が口内に入ってきて……。

　ここが街中というのも忘れ、甘美なキスに溺れた。

「今度はどうだった？」

　いつの間にかキスを終わらせた彼に感想を聞かれ、現実に戻る。

　いくらパリとは言え、日中から外で堂々とキスするなんて恥ずかしい。

「……凄かったです」

　赤面しながらその言葉を口にすると、彼は満足そうな顔をする。

「それはよかった」

　私としてはあなたの機嫌が直って助かりました。

　心の中でボソッと呟く私。

　それからシャンゼリゼ通りでショッピングをしてホテルに戻ると、もう夕方になっていた。

　部屋のテラスからは夕焼けを背にしたエッフェル塔がはっきりと見える。

「ホテルの部屋からこんな景色が見られるなんて贅沢」

　夕陽に染まるパリの街を見てうっとりする。

　恭一もスマホを手にテラスにやってきて、私の肩を抱いた。

「写真撮っておこう」

　彼は手を伸ばしてエッフェル塔をバックにスマホで写真を撮る。

「結構よく撮れた」

　恭一が見せてくれたスマホの画面には、とびきりの笑顔で私と彼が写っていた。

「本当だ。うまく撮れてる。うちの玄関に飾りたいね」

「ああ。そうだな」

　彼が私と目を合わせ、優しい目で微笑む。

　夕陽が沈むのをふたりで眺めた後、ルームサービスを頼んでディナー。

　オードブルの盛り合わせ、オニオンスープ、オマール海老と帆立のポワレ、牛フィレ肉のロティといった料理がワゴンで運ばれてきて、グゥとお腹が鳴る。

　その音がしっかり恭一にも聞こえていたようで、彼はクスッと笑った。

「いいタイミングだな」

　恭一は有名なレストランでの食事を考えていたようなのだけど、今年の大晦日の夜は部屋でまったりしたいと私が希望してルームサービスになった。

　席に着くと、恭一がロゼのシャンパンを注いでくれてふたりで乾杯。

　淡いピンクのシャンパンは色が綺麗で、味も美味しいけれど、見るのも楽しい。

　前菜を食べていたら、テーブルに置いておいたスマホが鳴った。

「誰だろ？」

　スマホを手に取って画面を確認すると小春からのライン。

　写真が添付されていて、エメラルドグリーンの海をバックに長谷川さんと小春が笑顔で写っていた。

「小春がライン送ってきた」

　恭一にもスマホを見せて報告する。

　今ふたりも南国のパラオでハネムーン中。

　そう。ふたりは今年の秋にめでたくゴールインした。

　親友の念願が叶って私としては嬉しい限り。

【こっちは海綺麗だよ。そっちはどう？　パリの年越しを楽しんでね】

　小春のメッセージを見て、私も返事をする。

【今、ホテルの部屋でルームサービス食べてるとこ。あと四時間くらいで年越しのカウントダウン】

　文章を打ち込むと、顔を上げて恭一にお願いした。

「ねえ、さっきテラスで撮った写真、送ってくれる？」

「了解」

　彼はにこやかに返事をして写真を私に転送し、それを小春にラインした。

　すぐに既読がつかなかったけれど、パラオは確か今午前三時くらいだし、小春たちは就寝してしまったのかもしれない。

　スマホを置いて食事を再開し、美味しい料理に舌鼓を打つ。

　肉料理まで食べ終わると、ノックの音がして、今度はデザートのワゴンが運ばれてきた。

　色とりどりのケーキやタルト、マカロンにシャーベットとたくさんあって、顔を輝かせた。

「凄い。お菓子の宝石箱みたい」

　思わずパチパチ手を叩く私を見て恭一がククッと笑う。

「今日見た中で一番幸せそうな顔してるな。どれ食べる？」

　彼の質問に間髪を入れずに答える。

「全部食べる」

　私は日本語で言ったのだけど、ワゴンを持ってきたホテルマンには意味がわかったようで、温かい目で私を見て微笑んでいた。

　ホテルの人が少しずつ取り分けてくれて、目の前に置かれた皿を見てテンションが上がった。

「さあ、どれから食べようかな。迷っちゃう」

「楽しい悩みだな」

　恭一が私を見てクスッと笑うが、そんな彼もとってもご機嫌に見える。

「恭一はシャーベットだけ？」

　彼の皿にはシャーベットがひとつあるだけ。

「お前の皿を見てるだけでお腹いっぱい」

　恭一はシャーベットを食べ終わると、テーブルに頬杖をつき、私が「幸せ～」と連呼しながらデザートを頬張るのを眺めていた。

　夕食後はお互い順番にシャワーを浴びて寝室のベッドに横になる。

　ベッドサイドの時計を見たら、午後十一時五十分だった。

　テレビをつけて凱がい旋せん門もんのカウントダウンの中継を観る。現地に行く方が雰囲気を味わえたかもしれないけれど、去年は都内の寺で年越しだったし、今年は恭一とゆっくり過ごしたい気分だった。

　凱旋門はプロジェクションマッピングで彩られていてとても綺麗だ。

　カウントダウンが始まり、午前零時になった瞬間、一斉に花火が上がった。

　ホテルにいても花火の音が聞こえる。

　凱旋門は照明で黄金色に輝いていてとても華やか。

「明けましておめでとう」

　恭一が私に顔を近付けてチュッとキスをする。

　私も少しはにかみながら「明けましておめでとう」と返したら、いきなり彼に組み敷かれた。

「キャッ！」と声をあげる私を見て、彼は悪戯っぽく笑った。

「新しい年になったし、姫始めといこうか」

　その言葉にゾクッとする。

　これは朝まで寝かせてもらえないかも。

「そ、それって一月二日に柔らかいご飯を食べる行事じゃあ。まだ年明けしたばかりだよ」

　危険を察知して慌てて突っ込みを入れたら、彼は至極真面目な顔で反論する。

「流石文学部出身。だが、細かいことはいい。今年も夫婦仲睦まじく過ごすには、これは大事な儀式だ」

「儀式って……大袈裟な」

　恭一の口調がおかしくてクスクス笑ってしまった。

「大事な儀式なのに笑うとは不謹慎だな」

　わざと怒った顔をして彼は私のバスローブの紐を解く。

「いつも思うんだが、どうして脱がされるとわかってて下着をつけてるんだ？」

　私がブラジャーをつけているのを見て常々思っていた疑問を口にする彼に少し頬を赤くしながら答えた。

「だって下着つけてないと不安で」

「ふーん、そういうものか。まあ脱がす楽しみが増えていいがな」

　何事もポジティブに考える彼は、「まずはこの邪魔な下着を外そう」と真剣な表情で言って私の背中に手を回して簡単にブラジャーのホックを外して取り去る。

　露わになった胸を見て彼はうっすら口角を上げた。

「いい眺め」

　そんなに胸を見られると恥ずかしい。

「私も恭一のバスローブ脱がしたい」

　手を伸ばしてその逞しい肩に手をかけたら、彼に止められた。

「儀式の手順が狂う。大人しくしているように」

「なんか恭一だけズルいよ」

　不満を口にする私の額に彼は自分の額をコツンと合わせる。

「お前に触られると集中できなくなる。今夜は思う存分妻を愛したいんだ。それに、俺の後継者問題を早急に解決しないといけない」

　恭一が仕事モードで話すからまたおかしくて噴き出してしまった。

「はいはい。後継者問題……それは重要だよね。ふふっ」

「その煩い口は塞いでしまおう」

　恭一の漆黒の瞳がキラリと光ったと思ったら、彼に唇を奪われた。

　私の下唇を甘噛みすると、今度は舌で歯列を割って貪るように味わう。

「うう……ん」

　くぐもった声をあげ、恭一の首に両手を回した時、彼は舌を絡めてきてさらにキスを深めた。

　激しいキスにもうなにも考えられなくなる。

　次に彼は私の胸を愛撫しながら、首筋、耳元、鎖骨と順番に口付けてきて甘い疼きが私を襲った。

　いつの間にかバスローブもショーツも脱がされていて、彼は私の準備が整うと身体を重ねてきた。

　その快感に身悶えしながら恭一に抱きついたら、彼も私を強く抱きしめる。

　やっぱりこうやって抱き合っているのが一番好き。

　彼の肌の温もりに安心する。

　改めて実感する私に、彼は身体が蕩けそうな熱いキスをした。

「愛してる」と耳元で囁かれ、「私も愛してる」と彼の目を見て返す。

　恭一と会うまでは、恋愛なんてしなくても平気だった。

　でも、彼と出会って、人を愛する幸せを知った。

　ひとりで歩むよりも、ふたりで一緒に歩む人生の方が楽しい。

　喜びも苦しみも一緒に分かち合う。

　それがどんなに素晴らしいことか教えてくれたのはあなた。

　私のあなたへの愛は今も増殖中。

「年越しはまったりが一番かもな」

　彼は私を見下ろして茶目っ気たっぷりに言うと、とびきり甘いキスを落とした。




　まったり過ごしたのが功を奏したのか私は彼の子を身籠もり、その年の九月に恭一そっくりの男の子を出産した。

「これで、後継者問題は解決したな。俺が四十になったら仕事を引退してパリに住もうか」

　愛おしげに息子を抱きながら口元を緩ませる彼に、笑って突っ込んだ。

「まだ、息子が成人してないよ」

　人が愛し合って子供ができて、その子も誰かを愛して……。そうやって家族は増えていく。

　いつか恭一と私がおじいちゃんとおばあちゃんになる日が来るのかな。

　気が早いと思いながらも、想像して知らず笑みがこぼれる。そんな私に彼がチュッと口付けた。

　目を見開いて驚くと、彼はニヤリとする。

「俺と紫がじいさんばあさんになることでも考えてたか？」

　夫婦になると思考も読めるようになるらしい。

「凄いね。当たり」

　愛する旦那様を見て弾けるように笑った。




The end.










あとがき




　こんにちは。滝井みらんと申します。この度は『極上御曹司の愛妻に永久指名されました』をお手に取っていただいてありがとうございます。

　今回も、特別ゲストで風間恭一さんと長谷川尊さんがここに来てくれたんですよ。


恭一　こんにちは。風間恭一です。作者に恒例行事と言われ、無理矢理連れて来られました（笑）。

尊　　僕は恭一にいろいろインタビューしてって頼まれてさあ。ってことで、早速だけど恭一に質問。子供の名前決まった？　確か男の子だよね？

恭一　ああ。『蒼そう』にした。自然にちなんだ名前がいいって思ってな。

尊　　へえ、いい名前だね。でも、なんか意外だな。

恭一　どうしてだ？

尊　　恭一にちなんで『恭介』とか『恭吾』とかつけるかと思ったよ（笑）。

恭一　それは好きな字を使いまわす作者のネーミングセンスだろ？　そういうお前のとこは、どんな名前をつけるつもりなんだ？　女の子だろ？

尊　　ああ。うちは小春の『春』にちなんで、『千ち春はる』とか『春はる乃の』とかがかわいくていいかなって考えてる。

恭一　お前が小春を溺愛してるのまるわかりだな。小春はそれでいいって？

尊　　名前は僕の意見に賛成してて、今は『恭一の子とうちの子が結婚したら嬉しいね』って毎日妄想してるよ。恭一の子なら絶対に頭脳明晰で眉目秀麗に育つからって。まあ、恭一の息子になら大事な娘をやってもいいかな。他の男なら門前払いするけどね。

恭一　紫も同じこと言ってる。そのうちお前の家族と一緒に住みたいとか言い出しそうだな。では、みなさん、またどこかでお会いしましょう。



　恭一たちの子供が結婚したらますます賑やかになりそうですね。

　最後になりましたが、そそっかしい私を温かく支えてくださった編集部の森様、山内様、また、胸キュンなイラストを描いてくださった芦原モカ先生、そして、いつも私を応援してくださる読者の皆様、心より感謝申し上げます。

　次の作品でもお会いできることを願って……。




滝たき井いみらん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。








[image: ]










極上御曹司の愛妻に永久指名されました





発　行　２０２０年10月10日　初版第１刷発行

著　者　滝井みらん

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Milan Takii 2020




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		極上御曹司の愛妻に永久指名されました



		卒業旅行にナイトがふたり



		悩みの種



		私の彼氏は……



		就職取り消し？



		彼の企み



		朦朧とする意識



		キスで安眠？



		宿は彼と同部屋!?



		彼がいるから大丈夫



		彼はやっぱり嫌な奴？



		変化する私と彼の関係



		姉からの電話



		ここが私の家



		また彼とパリに行きたい



		【番外編】誰よりも大事な彼女――恭一 side



		特別書き下ろし番外編



		年越しはまったりが一番



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






